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プロローグ





　鮎あゆ崎ざき伊い都つ美みは雨の日が嫌いだった。

　ソックスや靴が汚れるし、ひっきりなしに傘の縁から落ちてくる滴しずくも鬱うつ陶とうしい。それも、二日続きだ。

　今通っている祉し河が原わら東ひがし中から家まで、ひとりきりの帰り道は徒歩二〇分、天気が悪いから五、六分は余計にかかる。

「ここだと、近かったんだけどなぁ……」

　傘に半分隠れて見えるのは、北きた野の島じま中学の校舎だ。一昨年の統合で廃校になり、今はブルーシートに包まれて取り壊しを待つだけの建物。

　祉河原東中と同じくらい古いけれど、ふた回りも小さな校舎。

　工事が始まって日が浅いはずだが、今日は雨で作業中止なのだろう。

　もしも学校の統合がなければ、伊い都つ美みはこの北きた野の島じま中に通っているはずだった。そうすれば、通学時間は半分以下になったのに。

「……でも、そうしたらあの人には多分会えなかったんだよね……」

　賽さい隠おん寺じ未み嗣つぐ――。

　校内に血ち塗まみれの看護婦が現れて、生徒を傷つけていく。

　一か月ほど前にそんな噂うわさで学校中が大騒ぎになり、みんなが怯おびえていた。伊都美も、保健室の前を通るたび、背筋を冷たい水が流れ落ちるような感触を覚えて、ただ震えるしかなかった。

　そんな中、ただの自然現象、偶然が重なっただけと、警察も見抜けなかった原因を解き明かしたのが未嗣だった。

　実際、彼が提案した対策をとってからは事件は起きていない。

　事件の後、校内で見かけたことはある。

　外見だけでは特に目立たず、おとなしそうに見えるけれど、どこか普通の人とは違う気配を漂ただよわせているように思えたのが、錯覚とは思いたくない。

　彼は、特別な人だ。

　自分には、自分だけは、そのことがわかる。感じる。

　そう思っても、言い出すことはできない。ただ遠くから見守るしかできない。

　鮎あゆ崎ざき伊都美は臆おく病びようだ。

　存在しない『血塗れ看護婦』に怯えるし、好きな人に告白もできない。

　だから多分、この気持ちも届けられないまま終わる。

　ぱさぱさで枝毛が多い髪も、わずかにそばかすがある顔も、魅力的には思えない。きっとうち明けても「好き」と答えてくれないだろう。

　気持ちを伝えて傷つくより、今のままの方がきっといい。

（そんなことないよ。大丈夫だよ）

「え？」

　不意に、声が聞こえた。

　あたりを見回しても、人の姿はない。

（君の気持ちが、彼に伝わるように手助けしてあげるよ）

　伊都美に独り言の癖くせはない。今のも、声に出さず考えていただけだ。

　それなのに、奇妙なボーイソプラノは伊都美が考えていた内容を知っている。

　身体からだが震えるのは、雨の冷たさだけではない。

『血塗れ看護婦』事件の際、保健室に近づいた時に感じたのと同じような寒気を感じる。

　あれはただの錯覚。未嗣が解いたように、本当は怪しいナースなんて存在していなかったのだから。

（何を怖がっているの？　さあ、来てよ。僕はここだよ。僕の力があれば、君と未み嗣つぐくんは両りよう想おもいになれるんだよ）

　声――ではない。

　ボーイソプラノは、音以外の何かで直接伊い都つ美みに語りかけている。

　音ではない声。あり得ない声。

　大丈夫。怖くなんかない。だって、錯覚なんだから。

　震える口唇くちびるに力を込め、伊都美は『声』の方角に顔を向けた。

　北きた野の島じま中の校舎から『声』は伝わってきている。

　未嗣にこのことを伝えれば、きっと逃げたり怯おびえたりしない。本当は何が起きているのか、真実を教えてくれるだろう。

　いや、それより笑われるかも知れない。

　単なる勘違い。『血ち塗まみれ看護婦』の謎なぞを解いた彼をからかい、適当なことを喋しやべっていると思われるかも。

　嫌われたくない。軽けい蔑べつされたくない。

　未嗣に頼るより、彼ならそうするように、彼と同じになれるように、真相を探さぐり出す方がいい。

　解体途中で門は閉ざされているが閉鎖は不完全だ。人ひとり通れるだけの隙すき間まはある。

　伊都美は、雨でぬかるんだ北きた野の島じま中のグラウンドに一歩を踏み出した。

（そう。早く来て！　こっちだよ！）

　ボーイソプラノの澄んだ『声』はますます強く、はっきりと聞こえてくる。試しに耳をふさいでみようとしたが、右手は傘、左手は鞄かばんで埋まっている。

　近寄ると、ブルーシートの上を何本もの水の筋がはい回っていた。

　死んだ校舎を包む青く濡ぬれた屍し衣い――頭を振って、不吉な連想を追い払う。

　扉を外された昇降口は出入りが自由だ。

　校舎の中は薄暗く、湿度が高いのに粉っぽいような石の匂においがした。普通はあり得ない、矛む盾じゆんした匂いだ。

　廊下には土足の跡が無数に記されている。

　もう学舎としての役割を終え、解剖を待つだけの抜ぬけ殻がら。

　さっき追い出したイメージがまた甦よみがえってくる。

（こっちだよ、こっち）

　いつの間にか恐怖や違和感は消えていた。

　誘われるように、伊都美は『声』の源へと歩を進めていく。畳んだ傘から滴しずくが点々と、一定の間隔で廊下に落ちていく。

　薄暗がりを、ふらふらと、奥へ、奥へ。足が勝手に階段を上る。

「えっ？」

　呼び声が止まり、己おのれの足が止まったところで、伊い都つ美みは不意の恐怖に囚とらわれた。

　本当かどうかもわからない声を頼りに、どうしてこんな廃校舎の奥、階段の踊り場にまで来てしまったのだろう。それも、たったひとりで。

　帰らなきゃ。逃げなきゃ。

　膝ひざが震える。

　振り向こう、逃げ出そうとしても、身体からだが言うことを聞かない。

（待って。行かないで！）

『声』が呼び止める。

（来てくれたんだね、ありがとう。さあ、そのまま僕を助けて。ここから連れ出して。そしたら、代わりに君の願いを、君の恋を叶かなえてあげるよ）

　今までよりもずっと近い、はっきりした声。

「だ、誰なのっ！」

　叫んだ――つもりだったが、恐怖で喉のどが強こわばって、いつもよりもっと小さな声しか出せなかった。

　伊都美のか細い声はブルーシートを叩たたく雨音に混じり、ひと気のない校舎の、あり得ない匂においの空気に溶けていく。

　あり得ない空気、あり得ない声。

（君の目の前にいるよ）

　誰もいない。伊都美の前には、踊り場の壁だけ。

　解体途中に雨が降ったせいだろうか。白い漆しつ喰くいの壁に染しみが浮き出している。

　恐るおそる、伊都美は手を伸ばして染みに触れてみた。濡ぬれていない。

　違う。この染みはもっと古い。

　直感的に伊都美は察した。

　どことなく、男の子のシルエットのようにも見える。腕だけではなく一いつ対ついの翼も見て取れるので、ただの少年と言うより天使。頭が大きくて子供っぽいプロポーションだから、キューピッドと呼ぶ方がより適切かも知れない。

（そうだよ。僕は、君の恋の願いを叶えるキューピッドなのさ）

　壁に触れた指先に『声』が伝わった。

　思わず、手を引く。

　それでも、足は動かない。

（伊都美ちゃん、だね？　君が恋をしているから、想おもいをうち明けられずに胸を焦がしているから、僕は気づいたんだ。君が、近くに来ていることにね）

「あ、あなた……誰？　ううん、何なの？」

　言葉に出さなくても相手には伝わる。

　それはもうわかっていたが、伊い都つ美みは思わず叫んでいた。

（僕は、階段のキューピッド）

「階段の……キューピッド……？」

（そうさ。君が僕をここから連れだしてくれたら、君の恋を叶かなえてあげるよ。君だけじゃないよ。同じように、恋に悩むみんなの願いを僕は叶えられるんだ）

　あり得ない空気の中、あり得ないものが、あり得ない声で囁ささやきかける。

　どんな叶わない願いも叶えてあげる、と。

　自分だけではない。

　他の恋も成じよう就じゆさせるのなら、きっとこれはいいことだ。正しいことだ。

　未み嗣つぐが『血ち塗まみれ看護婦』の謎なぞを解いたように、たくさんの人を幸せにする行為だ。

「……連れ出すって……どうすればいいの……？」

　声を震わせながら、伊都美は訊たずねた。

　もう一度そっと手を、宝物に触れるかのように壁へと差し伸べる。

（難しいことじゃないよ。同意してくれればいいんだ。僕が、君についていくことにね。それから、僕に触ってくれればいい）

「……それだけで……いいの？　だったら、いいわ。一緒に行きましょう。ううん、来て！　わたしの恋を……叶えて！」

　壁に触れる。指先に伝わる、湿った感触。壁から剥はがれた「影」が伊都美の指を、腕を、肌の上を滑すべるように伝わってくる。

　悲鳴を上げることさえできなかった。

「オーケイ、伊都美ちゃん。ありがとう」

　もう『声』ではなかった。

　心ではなく耳に聞こえる。湿った空気を通じて鼓こ膜まくを震わせる、透明なボーイソプラノ。

「……あなたは何……？　何て呼べばいいの？」

「言っただろう？　僕はキューピッド。階段のキューピッドだよ」

　どこからともなく聞こえる声が、笑っているように思えた。

　伊都美も笑顔を返す。

　ただ、その小さな口唇くちびるはまだ震えていた。



「あ……」

「どうしたの、優ゆ鶴づる？」

　取り壊しを待つだけの、旧市民病院の屋上。

　雨に煙る祉し河が原わら市を見下ろす影が、不意に呟つぶやいた。

　ひとつの影だが、ひとりではない。

　同じ傘の下、抱き合うように身を寄せ合うふたりだ。

「今、幻象フエノメナが動いたの。遠いけど、変な反応だからわかった。ずっと曲がって、矯ためられていたものが弾はじけて飛んだみたいな……」

「俺は感じなかったけど、優ゆ鶴づるの言うことなら信じるよ」

「ちょうど心を澄ましていたから。わたしが感じたことだもん。雄ゆ鷹たかも感じるよ」

「異覚アザー・センスは優鶴の方が鋭いよ」

　優鶴と呼ばれた少女の髪を、雄鷹という少年の手が撫なでる。

「そんなことない。わたしたち、同じでしょ？」

「そうだね。この世界で、わかりあえるのは優鶴と、俺だけだもんな」

　同じという通り、ふたりの端正な顔は似ていた。

　年齢は、どちらも十代半ばだろう。まだ育ちきっていない細い体つきで、目立つ違いは少し広い雄鷹の肩幅と、微かすかに膨ふくらんだ優鶴の胸のラインだけだ。

　肩に届くか届かないかの長さの髪も、少年の方が多少短くてラフなことを除けばほとんど同じ形。どこの制服ともつかない無個性な詰め襟えりと黒いセーラー服という装いでなければ、見分けも難しいだろう。

　ただ、髪型はふたりとも微妙に似合っていなかった。男が女に合わせようとして伸ばし、女が男に似せようと短く切って、結局どちらにとっても最適ではない――そんな中途半はん端ぱなスタイルだった。

「例の、不思議使いかな？」

　期待と軽けい蔑べつが入り交じった口く調ちようで、雄鷹が訊たずねる。

「はっきりしないけど、違うと思う。もっと別の……弱い感じだった。消えかけてるデラシネかも知れない」

「ふぅん？　まあ、いいさ。どっちにしろ、幻象なら優鶴と俺の――不思議殺しの敵だ」

　街を見下ろす雄鷹の視線は、降り続ける雨よりもさらに冷たいものだった。



    

  
    
      


第一章　天使の降臨





「おっはよーうっ！」

「わっ」

　朝、祉し河が原わら東ひがし中の校舎に入る寸前、賽さい隠おん寺じ未み嗣つぐはいきなり背中を叩たたかれた。

「な、何だ。ミリンさんか、おはよう」

「何だはないでしょ。クラスメイトに挨あい拶さつしてるんだから」

　ミリン――クラス委員の吉よし住ずみ鈴りんが目を細めて笑う。

　くるくる細かくカールしたショートヘアと眼鏡めがねが特徴だ。小柄だけど、彼女はいつでもエネルギーに満ちあふれていて、よく動く姿は活動的な小動物を連想させる。席が隣ということもあり、転校して日の浅い未嗣は何度も彼女に助けられている。

　打たれた背中は、ただの挨拶というにはちょっと痛くて、未嗣は器用に背中に手を回してさすった。

「昨日はまだ曇ってたけど、ようやくいい天気になったね」

　他愛たわいのない天気の話でも、鈴の口く調ちようは元気に溢あふれていた。これが雨の話題でも、きっと晴れやかに話すだろう。転校を繰り返してきたため、他人と深く関かかわらないようにしていた自分も、彼女がいるここでなら変わっていけそうな気がする。

「あれ？」

　下足箱を開け、未嗣は首を傾かしげた。

　見慣れない、そこにあるはずのない物が上履きの上に乗っている。

「ん？　どうしたの？」

　先に履き替えた鈴が、異変を察して覗のぞきにきた。慌あわてて未嗣はそれを手に取る。

　白い、封筒を。

「何、それ？　ラ……」

　そこまで叫びかけて、鈴は口をつぐんだ。

「大声出さないで！」

　未嗣の声の方がよっぽど大きい。

「いーや。ひょっとしたら果たし状とか、ゴーストハンター未嗣くんの評判を聞いて仕事の依頼とかかもよ？」

　にやにや笑いながら、鈴りんが未み嗣つぐを見上げる。決して体格に恵まれた方ではない未嗣だが、鈴に比べれば頭半分ほども大きい。それなのに、今はその小さな鈴ににじり寄られるまま、後ずさるだけだ。

「……そっちの方がよっぽどショックかも……」

　ある行きがかりから、未嗣は一か月ほど前に起きた怪事件を解決した。警察立ち会いで実験までしたから、校内で知らない者はいない。

　ただ、そのことが話題になったのはほんの二、三日だけだった。

『生徒が謎なぞを解き明かした』という驚き以上に『不思議な出来事が、結局は何でもなかった』という失望の方が大きかったからだろう。

　見ると、封筒の表には細い女文字で「賽さい隠おん寺じ未嗣様」という宛あて名な。裏に、差し出し人の名前はない。

「なーるほど。こりゃ果たし状じゃないねー」

「ミ、ミリンさんっ、静かに！」

　慌あわてて、ポケットに封筒をしまい込む。

「あーっ。もうちょっと見せてよ。筆跡とか」

「いくらミリンさんでもこれ以上は駄目だよ」

　小声の鈴、未嗣はさらに小さな声で答える。

「おっ？　未嗣くん、照れてる？」

「そうじゃなくて。僕だけじゃなく、相手のプライバシーもあるでしょ」

「あ、そっか」

　鈴は小さく舌を出した。

　底抜けに陽気で話好きな印象が先に立つが、彼女はむしろ他人への細かい配慮ができる人だ。そんな鈴でも、やっぱり恋愛の話題になると興味が抑えられないのか。

「でも、今どきラ……なんて古風だね。心当たりとかは？」

「な、ないよっ！　そんな……」

　平静を保とうとするが、どうしても声が上うわ擦ずってしまう。

「確かに、今どき珍しいよなぁ。この学校じゃ何年ぶりだ？」

「古風ですわね。わたくしも久しぶりに見ましたわ」

「……きっと、純情な人だと、思う」

「わっ！」

　背後から聞こえた声に、未嗣はまた驚きの声を上げた。

「どしたの？　騒いだらまずいって自分で言ったんじゃない」

「う、うん。そうだね」

　きょとんとする鈴の隣で、セーラー服の三人が封筒を入れた未嗣の鞄かばんを注視していた。

　真ん中に、運動部員風のショートカット。意志の強そうなまっすぐな眉まゆと眼まな差ざし。均整のとれた体格で、肩幅に足を開いて両手を腰に当てている。

　右にいるのは、緩やかに波打った栗くり色いろの髪にリボンを結んだアンティークドールを思わせる少女。肌も透すき通るように白く滑なめらかで、北欧系の血を引いているような印象だ。

　左でうつむき加減にちらちらとこちらをうかがってるのは、まっすぐな黒髪を長く伸ばした純和風の娘。恥ずかしそうな、そのくせ興味津しん々しんの表情で未み嗣つぐを見つめている。

　三人とも胸に所属するクラスを示すバッジではなく、それぞれ異なる花を象かたどったピンズを着けている。髪型も含め、校則通りではあり得ない姿だった。

「吉よし住ずみさん、冷静なの、ちょっと意外……。もっと、慌あわてるかと、思ったのに……」

「な、何言ってんだよ！　こいつは関係ないだろ、こいつはっ！」

　長い黒髪の声に、ショートの娘が拳こぶしを振り上げ、鈴りんを小こ突づくような姿勢を見せた。だが、鈴当人はまるっきり反応しない。

　まるで、彼女たち三人の姿が見えず、声さえ聞こえていないかのようだ。

　いや――事実、三人は未嗣にしか感知できないのだ。

　他の生徒たちも、三人の少女の姿にも声にも一切の注意を払わず、靴を履き替えてそれぞれの教室へと向かっていく。

「と、とにかく、このことは他の誰にも言わないようにしようよ、ね？」

　鈴ではなく、三人娘に向かって未嗣は目配せする。

「だから、そう言ったじゃない？　未嗣くんって、時々変だよね」

　不思議そうな顔をする鈴の後ろで、三人が頷うなずく。

「わたしたち、人に、話したり、できないし……」

「だ、誰が言うかよ！　未嗣の色恋沙ざ汰たなんて！」

「何を焦ってますの？　気にしないのでしたら、無視すればよろしいのではなくて？」

「菫すみれ子こには関係ないだろ！」

「それ、言ったら、杏あんず子こちゃんにも、関係、ないし……」

「椿つばき子こも！　変なつっこみ入れなくてもいいっ！」

　鈴には聞こえない声で、三人が騒ぐ。

　杏子、菫子、椿子――彼女たちは人間ではない。

　この学校に住まう『トイレの花子さん』なのだ。

　幻象フエノメナと呼ばれるモノがある。

　物理的な実体はないので「モノ」と呼んでいいのかさえわからない。

　しかし、それは普通の人間や動物と同様に、あるいはそれ以上の能力をもって周囲のモノに影響を及ぼすことができる。

　そして、人間と同じように心を持ち、感情があり、「存在し続けたい」「消えたくない」という欲求を持っている。

　幻象フエノメナの存在を強めるのは、人間による認知。人には見えないものでありながら、人の認識なしに幻象は存在できない。

　だから、幻象は己おのれの存在を知らしめるために行動し、その行為が怪談や都市伝説を生む。

　あるいは都市伝説や怪談から幻象が生まれるのか――確かなことはわからない。

　はっきりしているのは、それが実際にこの世に在あるという一点だけ。

『トイレの花子さん』を含む、この学校の七不思議も幻象だ。

　本来『トイレの花子さん』の類たぐいは一校にひとりだけ。しかし、祉し河が原わら東ひがし中は一昨年に近隣のふたつの学校を吸収統合している。そのために、元々この学校にいた杏あんず子こに加え、消えた二校からやってきた菫すみれ子こと椿つばき子こも同居することになったのだとか。

　幻象の存在を未み嗣つぐが知ったのは一か月ほど前。父の仕事の都合で、転校してきた時だ。

　よりどころを失い、消滅の危機ゆえに妄もう執しゆうに囚とらわれた幻象――デラシネである『血ち塗まみれ看護婦』と、その背後で彼女を操っていた『狂えるドクター』が七不思議の地位を狙ねらい、祉河原東中を襲った。

　生徒たちを傷つけ、怯おびえさせ、新たな「七不思議」となって、祉河原東中に住み着くために。生徒たちに語り継がれる「学校の七不思議」は、幻象にとって居心地のいい地位なのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが、それ故ゆえに既存の七不思議は、学校の今を守ろうとする。

　未み嗣つぐは幻象フエノメナを知覚する能力――異覚アザー・センスが鋭いことから、杏あんず子こたち七不思議のパートナーに選ばれた。そして「幻象使い」「不思議使い」としてデラシネたちを倒し、さらには一連の事件に合理的な説明をつけて沈静化させたのだ。

　学校を守る、人間とは異質の存在。

　小学校の頃から何度も転校を繰り返し、どの学校も仮の居場所と考えて人間関係を浅く留とどめるのが習慣だった未嗣が、そんな態度を改めようと考えた理由のひとつが彼女たちとの出会いだった。

　たとえ今いる場所が永遠でないとしても、大切にしたいと思うのは自然なことだと知ったから。



「で、差出人はわかった？」

　未嗣の席は教室のいちばん後ろだ。

　一限目の授業が始まってまもなく、教師が長々と漢文を板書している隙すきに隣の鈴りんが訊たずねてくる。

「書いてないよ」

　小声で答える。

　未嗣としても気になるのは事実だから、こっそりと開封して中身を確かめた。

　入っていたのは、淡いクリーム色の便びん箋せん。表書きと同じ筆跡で「好きです」とたったの四文字。

　誰かのいたずらという線も疑ったが、それならむしろどこかに呼び出したりするだろう。実際、以前別の学校で似たような目にあったことがある。転校生というのは、そういう標的にされやすい。

　ただ、今回の手紙はどうも本気っぽく、未嗣にもどう扱っていいのかわからない。

　ミリンは顔が広くて校内のことに詳しく、転校してまだひと月の未嗣にとっては頼りになる友達だが、ここまでプライベートなこととなると話は別だ。

「多分、下級生だね」

　未嗣が悩んでいると、鈴の方から推測を口にしてきた。

「どうして？」

　あまり介入して欲しくないと思っている一方で、やはり何か手がかりがあるのならすがりたくなってしまう。

「だって、このクラスの子だったら靴箱じゃなくて机とかに入れない？　だから、差出人はここの教室に入りたくない人だと思うわけ。同学年や三年だったらわりと抵抗ないけど、一年生だったら上級生の教室に忍びこむのって怖かったりする子もいるんじゃないかな。だから、多分引っ込み思案な一年生の女の子」

　鈴りんの推理は、納得半分違和感半分だった。

　転校を続けてきた未み嗣つぐにとっては、どこの学校のどの教室も、今までは馴な染じみきれない居場所だった。逆に言えば、特に立入禁止にでもなっていない限りは校内のどこでも等しく「入っても構かまわない場所」だ。

　上級生の教室だから遠慮するというのは、頭では理解できても共感はできない。

　それに、そんな性格でクラスも学年も違うのなら自分とは接点がない。ラブレターをもらう理由が思い当たらない。

　クラスメイトからならもらう理由があるのか、と言われると、そこまで思い上がってもいないけれど。

　顔はまあ人並みだと思うけど、柔にゆう和わすぎて男らしさや覇気には欠ける。スポーツもどちらかと言えば苦手だ。長い転校生活で染しみついた性しょう分ぶんは目立たないように努める八方美人で、女の子の目から見て恋愛対象としては魅力的ではないだろう。

　上うわの空そらのままで授業が終わり、休み時間になると鈴はさっきよりは大きな、しかし周囲には聞こえないように配慮した声で訊たずねてきた。

「ね？　未嗣くんって前の学校でつき合ってた娘ことかいないわけ？」

「ま、前に言ったでしょ。彼女とかいなかったよ。すぐ転校するってわかってたし……」

　フリーのガーデンデザイナーである未嗣の父は、公園や庭の設計施せ工こうの依頼があればそこに移り、二、三か月から半年程度で仕事を終えて次の街へと引っ越す。父子家庭なので、未嗣もそれに合わせて転校を続けていた。だから下手に目立ったりせず、友人関係も別れても構わないように淡泊に留とどめておくのが今までの習慣だったのだ。

「あ。まだそんな風に考えてるわけ？」

「今は、違うけど……。手紙のことはどうしたらいいのか……」

　祉し河が原わら東ひがし中では杏あんず子こたちとの――そして鈴との出会いもあって、そういう態度を改めようとは考えているが、名無しのラブレターをもらうというのは想定外だった。理屈で割り切れないことは苦手分野だ。

「そう言えば、城しろちんから聞いたけど、そういうギャルゲーがあるらしいよ。転校が決まった主人公が、それを内緒にして今いる学校で彼女作ろうとするんだってさ」

　城しろちん――城しろ山やま佑ゆう一いちはクラスメイトのひとりだ。美術部員で、ギャルゲーと本物の女の子をこよなく愛する男、というのが当人によるキャッチフレーズだとか。

「……それって、何か違うと思うなぁ。実際に転校してる身としては」

「誰ともつきあってないとして、好きな娘とか、告白されたこととかもないわけ？」

「……それもないよ」

　潜ひそめているけれど楽しそうに弾む鈴の声に答える。

　親友さえ作らないようにしていたのだ。誰かを好きになったりするのは、意図的に避けてきた。女の子の方から好かれたことも、未み嗣つぐが自覚している限りでは、ない。

　だから、今回の手紙をどう扱っていいのか。まるっきり見当もつかなかった。なぜ自分にこんなものが送られたのか。七不思議以上の不思議だ。

　チャイムが鳴った。

　未嗣も鈴りんも、慌てて教科書やノートを次の科目と取り替える。

　担任の伊い月つき先生が現れて英語の授業が始まったが、未嗣は集中できずにいた。

　恋愛の経験はないし、こういう時に頼れるほどの友達もいない。差出人の気持ちを考えようにも女の子に相談するわけにもいかない。父親に話すというのも違うだろう。だからといって、このまま放ほうっておくわけにもいかないし、ただ待っているのも落ち着かない。

　伊月先生が読み上げる英文が、右から左の耳に通り過ぎていく。

「あ……」

　心当たりに気づいた未嗣の口から、小さな声がもれた。



「屋上って、何しに？」

　放課後、ひと気のない廊下の片隅で未嗣から相談を受けた杏あんず子こは、なぜか不機嫌そうに眉まゆをしかめた。

　最初の事件から一か月。「友達」として特に事件や用事がなくても彼女たちには会って、それこそ普通のクラスメイトと同じように他愛たわいもない会話もしているが、こんな不機嫌そうな杏子を見るのは初めてだった。

　いや、不機嫌というのとはちょっと違うか。

　どこか落ち着かず、いらだっているような不安がっているような雰囲気だ。

「だ、だから、人目につかないところで、じっくり手紙を読みたいって……」

　祉し河が原わら東ひがし中の屋上は鍵かぎがかかっていて、生徒は立ち入り禁止だ。ただし、杏子たちは自由に出入りできる。そこに連れていってもらえれば、誰にも見られずに手紙を詳しく確かめることができる――そう考えたのだ。

「まあ、いいよ。他の奴に知られたくないことを相談してくれるってのは、それだけあたしらを信用してくれてるんだろうしね」

　未嗣の手をつかみ、引きずるようにして杏子は屋上に続く階段を駆け登った。そのまま鍵を開けず、扉に手さえふれずに、未嗣と一緒にすり抜ける。

　一昨日までの雨の名な残ごりか、コンクリートの屋上の隅には小さな水たまりができていた。

「と、とにかくっ！　早く見せてくれよ」

　焦った口く調ちようで、杏子が身を乗り出してくる。

「他の人に見られたくないからここに来たんだってば。杏子さんに読ませるとかいうんじゃなくて」

「何だよ、あたしはただの便利屋扱いか？」

　杏あんず子こが口唇くちびるをさらに尖とがらせる。

「そ、そういうつもりじゃないけど……」

　慌あわてて否定する。

　確かに杏子たちは常人にはない特別な力を持っているし、未み嗣つぐはそれを借りることもできる。だが、それ以前に彼女たちは同じ学校に集つどう仲間だと思っている。ただ、利用するだけの関係にはしたくない。

　彼女たちは永遠にここに留とどまり、未嗣は卒業か転校という形でいつか出ていくにしても。

「ほら、杏子さんたちなら普通の人間じゃないから、他の人に話したりしないでしょ？　万が一でも、噂うわさが流れたりしたら困るよ。僕だって恥ずかしいし、差出人のプライバシーもあるし……」

「……確かに、あたしらは『普通の女の子』じゃないけどさ。だからって……」

　片側の頬ほおを膨ふくらませたままの表情で、杏子がぐっと未嗣に顔を寄せる。

「そういう意味でもなくて……。杏子さんたちも女の子だから、内緒の相談には乗ってもらえたらありがたいな」

　間近すぎて息がかかりそうだ。実際には、杏子は呼吸していないのだけど。

「未嗣って、頭回るくせにこういうところは鈍にぶいんだよなぁ……」

　珍しく小声で杏子が言った。未嗣に聞かせたいというより、噛かみすぎたガムのように、言葉を口の中で持て余しているような話しぶりだった。

「う、うん。今までこういうことは全然経験したことないからさ」

「そうじゃなくて……わかんないかなぁっ」

　杏子らしくもない妙に煮え切らない態度で、未嗣の周りをぐるぐる歩き回る。

「そういう、言い方じゃ、杏子ちゃんも、怒るし、未嗣くんも、わかんないと思う……」

「どちらも、慣れないことでとまどうのはわかりますけどね」

「わっ！」

　いつの間にか、椿つばき子こと菫すみれ子こまで現れていた。

　彼女たちは、学校という場に束縛されている存在だ。校舎から自由に離れ歩くことはできない。それぞれが居場所にしている女子トイレから離れるのも少々疲れるのだとか。

　ただし校舎の中なら神出鬼没だし、不思議使いである未嗣の側そばであれば、校外であっても出現することが可能なのだ。

「わたしたち、他の生徒に、話とか、あんまりしないし、できないもの……。だから、外に噂、漏れたりするの、ほとんどない……。男子で、回し読みとか、しないのって、よかったと思う。デリカシー、あるよ、未嗣くん……」

　ほとんど――というあたりと、椿つばき子こにしては妙に饒じょう舌ぜつで楽しそうな口振りに一いち抹まつの不安を感じるが、未み嗣つぐとしては他に頼れる相手もいない。

　ひょっとしたら、杏あんず子こたちが最初に未嗣に白羽の矢を立てた時も、こんな気持ちだったのだろうか。

　選択肢がひとつしかないから、とりあえず試すだけ試してみる。駄目だった場合どうするかはその時になってから考えるとか――。

　ポケットから封筒を出し、手紙を開く。

　やはり何度見直しても、宛あて名なと『好きです』だけ。

　筆跡にあまりクセはないが、ただ罫けい線せんの幅に比べて文字が小さい。まるで不安で身を縮めているかのようだ。

「本当にこれだけじゃわかんないよな。未嗣、からかわれてるんじゃないのか？　本気だったらちゃんと自分で名乗るよな。そりゃまあ、恥ずかしくてはっきり言えないってこともあるかも知れないけど、そういう場合でも相手に気づいてもらえるようにさりげなくアプローチかけるだろうし。当の相手が鈍にぶくてなかなか気づいてもらえなかったら苦労するけどさ」

　どういう理由なのか、今日の杏子はいつもより口数が多い。

「違う、と思う……。ううん、違う。わたし、わかる」

　その杏子の多弁な言葉を、椿子は短く、しかしきっぱりと否定する。控ひかえめだが確信に満ちた口調だ。

「多分、この娘こ、すごく勇気、出したんだと思う。手紙、書いて、未嗣くんの靴箱に入れて……でも、それで精一杯で……。名前、書くだけの勇気は、なかったんじゃないかな」

「……勇気か。それじゃ、ますますいい加減には扱えないよな……」

　幻象フエノメナも恋をするのだろうか――頭の片隅でそんなことを考えながら、未嗣はもう一度手紙を見る。

　細いペンのインクは、黒ではなく濃のう紺こん。便びん箋せんも上品な飾り枠が印刷されているだけ。封筒は無地の白。

　顔も名前もわからないが、差出人の真面目まじめな性格はうかがえる。

　この手紙を出す時も舞い上がってはしゃいだりせずに、相手に悪い印象を与えたくないという思いが先に立ったのだろう。その推測は、鈴りんが想像した人柄とも一致する。

「そうですわね。わたくしも、椿子の意見に賛成ですわ。女の子の気持ちとしては、それが妥だ当とうかと思いますし」

「……それじゃ、あたしが女心わかんないみたいじゃないかよ。あたしだって……一応女の子だぞ！」

「女心というか、恋心ですわね。まあ、他人の恋愛をのぞき見るというのはよい趣味とは言えませんわね。放ほうっておけばよろしいのに。わたくしだって、過剰に干渉するつもりはありませんのよ」

　最後のひと言を告げながら、杏あんず子この鼻の頭を菫すみれ子こがつつく。

「ほ、ほっとけないだろ。こいつは、あたしたちの仲間なんだし……」

「人間同士の友人でも、無ぶ遠えん慮りよに他人の恋愛に踏みこんでいいわけではありませんわ」

　答えた口く調ちようは、どこか冷たく乾いている。

「あ、あの……僕としてはちょっとは相談に乗って欲しいんだけど……」

　気まずくなりそうな空気を取り繕つくろうように、未み嗣つぐが話を切り出す。

「正直、僕、自分がこういう手紙もらう理由って想像できないし」

「そ、そうか？　あたしは、未嗣ってけっこういい奴だと思うぞ。勇気も責任感もあるし、『狂えるドクター』と戦った時だって、あたしらを守ってくれたしな。あたしみたいな幻象フエノメナも、ちゃんと人間の女の子……っていうか、友達と同じに扱ってくれるしさ」

「ちょっと照れるなぁ。でも、それって他の人は知らないことだし」

　杏子の早口な言葉に、こめかみのあたりを掻かく。

「そ、そそ、そうだよ。そんな手紙出す奴なんかより、あたしらの方が未嗣のことをよく知ってるんだよなっ！」

「それとこれとは話が違うよ」

「違わないっていうか……。確かに差出人は気になるけど……あ、そうだ！」

　杏子がパンと手を叩たたいた。

「『神託オラクル』に頼んでみたら？　あいつなら、差出人とかわかるんじゃないの？」

『神託』というのは、視聴覚室に宿っている幻象だ。情報の断片から直感のようなもので隠された事実に気づいたり、限定的な予知をすることができる。尊大な性格のせいか、杏子とは仲がよくないらしい。

「……それは、よくないよ。あんまりそういうことにみんなの力を借りるのは」

「何言ってんだよ！　もうあたしらに頼ってここに来てるじゃないか」

「それはそうだけど……差出人に悪いし」

　確かに『神託』なら差出人を探さぐり当てられるだろう。だが、そんな方法で調べるのは、差出人の気持ちを踏みにじる行為のように思える。

「差出人のことは気にするけど、あたしらのことはどうでもいいわけ？」

「何でそういう言い方になるのさ？」

　妙につっかかる杏子に、言い訳するように未嗣は答えた。

「わたくしも、未嗣くんの意見に賛成ですわ」

「……わたしも」

「差出人も、ただこのまま黙っていて終わりということはないでしょうね。多分、そのうちに次のアプローチがあるはずですわ。未み嗣つぐくんは落ち着いてその時を待てばいいんじゃありません？　下手に騒いだり、探さぐったりせずにね。わたくしたちに、人の恋愛に干渉する権利はありませんわ」

「権利とかって……人間の友達同士と同じだろ？」

「同じではありませんわ。わたくしたちは人間とは違いますもの。ですから、決して関かかわるべきではありませんのよ」

「……菫すみれ子こちゃん、怖い……」

　椿つばき子こが震える声で呟つぶやいた。

　確かに、菫子の端正な顔に宿った表情は冷たい。時が経たてば溶ける氷とは違う。研とぎ澄まされ、触れられることを拒こばむ、鋼はがねの刃やいばの冷たさだと、未嗣は思った。

　知性派で丁てい寧ねいすぎる口く調ちようの彼女は、三人の中でも近づきにくい印象があったが、今、漂ただよわせている気配は普段とは違う。だが、杏あんず子こは菫子の態度に気づかないのか、未嗣の周りを歩き回り、立ち止まっては爪つま先さきで小こ刻きざみにコンクリートの床を叩たたく。

「そ……そんな理屈で納得できるかよ。あたしらと未嗣は、その……友達なんだから、人間と変わらないだろ！」

「杏子さんが焦る必要はないでしょ」

　未嗣は手紙をたたんで封筒に収めると、ポケットにしまい込んだ。

「とりあえず、菫子さんのアドバイスに従ってみるよ。実際、現状じゃ何をどうすることもできないしね。僕も、こういうことは初めてだからさ」

　頑かたくなすぎる態度は気になるが、菫子の言い分も納得できる――というよりありがたい。

　不安で誰かに聞いてもらいたい気持ちと、触れられたくない気持ちが入り交じっていて、未嗣自身整理がつかないのだ。

「……それじゃ未嗣って、前の学校でつきあっていた娘ことかいないわけ？」

　だが、杏子は率直に訊たずねてくる。

「そうだけど……？」

　確かに話していなかったが、今さらの質問だった。女の子がこういうことを聞きたがるのは幻象フエノメナも人間も変わらないのか。

　転校して早々に城しろ山やまにも訊ねられたが、あれは未嗣の恋愛に興味があるというより、純粋に女の子の話がしたいだけだったから性質が違う。

　未嗣が答えると、杏子は大げさに胸を撫なで下ろした。

「それじゃ、そろそろ戻るよ。いろいろありがとう」

「うん。あのさ……何かわかったら、あたしらにも教えろよな」

「話していいかどうか、その時に判断するよ」

「……勝手だよな。そっちの都合のいい時だけ頼ってくるのかよ。あたしらの力を私用に使いたくないとか、きれいごと言ってさ」

　差し伸べていた手を引っ込めて、杏あんず子こがそっぽを向く。

　本当に今日の彼女はどこかおかしい。確かに自分の態度にも問題がないわけでないが、ここまでへそを曲げられるようなことをしただろうか。

「勝手なのは、杏子の方でしょう」

　菫すみれ子こがたしなめる。

　さっきの冷たさは消えている。だが、消滅したのではない。刃はが鞘さやに収められたように、目には見えないが確かに存在しているように、未み嗣つぐには感じられた。

「単に便利な能力目当てでなく、わたくしたちを女性として見てくれているからこそ、他の人と対等の第三者として扱っているのですわ。それを理解していないから、恋愛に疎うといと言いましたのよ。さ、参りましょう」

　パーティでダンスを申しこむ貴婦人のように、菫子が右手を差し出す。

「いいよ。未嗣は、あたしが案内するっ！」

　未嗣が菫子に触れようとした時、杏あんず子こが強引に横から手を出してつかんだ。そのまままた力ずくで引っ張って、屋上から三階へと下りていく。

「あ、あの……杏子さん？」

　後ろ姿でも機嫌の悪さがわかる歩き方だった。何しろ、廊下ではなく階段を歩いているのに大おお股またで肩に力がこもっているのがわかるのだ。

「さっきから話を聞いてると、幻象フエノメナでも人間と同じで恋愛感情とか抱くんだよね？」

　適切な話題かどうかはわからない。ただ、何か話していないと気まずくて、未嗣は切り出した。

「あ、ああ。そうだよ。怪談とかでもあるだろ。死んだ奴が幽霊になって残された恋人に会いに来たりとかって。ギリシア神話のドリアードとか、妖よう精せいや魔物が人に恋する話っていうのもあるしな。この辺は、菫子の受け売りだけど」

「うん。それはわかる。幻象同士が愛し合ったり、結婚したりするっていうのは？」

「……多分あるだろ。あたしはよく知らないけどな。人間好きになる方が圧倒的に多いんじゃないのか？」

　手を引く力が微かすかに強まり、口く調ちようも尖とがった。

　未嗣としては単に「幻象はどうやってこの世に現れるか」という、以前から抱いていた疑問のヒントになればと思って放はなった質問だが、これも杏子の逆げき鱗りんを軽く逆さかなでしてしまったらしい。

「あれっ？」

　気がつくと、話しながら踊り場を二度三度と折り返したはずなのに、いつまで経たっても下のフロアに着かない。屋上と三階を結ぶ階段は短いはずなのに。

「いたずらはやめろよな！」

　周囲の何もない空間をひと通り見回して、杏あんず子こが叱しかる。

　さらに、誰もいるようには見えないのにたたん、たたんとスキップを踏むような足音がふたりの周りを巡めぐる。

「『足音』まで、何が言いたいんだ？」

　どれだけ歩いても上にも下にも着かない『無限階段』と、姿は見えないのにどこまでも着いてくる『足音』。

　どちらも祉し河が原わら東ひがし中「七不思議」の一員である幻象フエノメナだ。『血ち塗まみれ看護婦』事件の際に、未み嗣つぐとも知り合っている。

　ただ、人の姿を持たず、声を出さないために未嗣との意思疎そ通つうは難しい。

　考えてみると、人の姿をした杏子たち三人、あるいは女生徒のシルエットを持つものや男の口く調ちようで意思表示する幻象はまだしも『足音』や『無限階段』となるとそもそも性別があるのかすら不明だ。

　幻象同士の結婚や恋愛というのは、ひと括くくりにして考えるのは不可能な、複雑なものなのかも知れない。

「菫すみれ子ことケンカするなって、そう言いたいのか？　戻って謝れって？」

　たた、たん。

　幻象同士は一種テレパシーめいたもので交信できるらしく、杏子の問いかけに足音がリズムを踏んで答える。

「向こうがこっちの神経逆さかなでするようなこと言ったんだからな。何であたしの方から謝らなきゃいけないんだよ！」

「ま、まあ、杏子さん。落ち着いてよ」

『無限階段』に当たっているのか、どんどん床を踏みならす杏子を、未嗣は何とかなだめようとする。

「杏子さんの気持ちは嬉うれしいけど、菫子さんの言ってるのも正論だしね。結局は、僕個人の問題なんだからさ」

「そうじゃなくってさ……わかんないかなぁっ？」

「わからないって……何が？」

「も、もういいよ！」

　急に頬ほおを膨ふくらませて、杏子はふっと姿を消した。多分、本来のすみかである女子トイレに戻ったのだろう。

　今朝の昇降口もそうだが、幻象である彼女たちは校内ならどこでも瞬間的に現れたり消えたりできる。

「……何なんだかなぁ……」

　未み嗣つぐは苦笑し、肩を竦すくめる。

　たん、たん。

　同意しているのか、『足音』が間ま延のびしたステップを鳴らす。

『無限階段』も能力を解除したらしく、そのまま降りていくとざわめきが聞こえてきた。

　特別教室棟のいちばん隅。放課後にはほとんど人通りがない。それなのに階下から何人もの話し声がする。

　転校して日が浅い未嗣が知らない集まりでもあるのか。それとも何か事件か。

　下りてみると、声の源はどこの教室でもなかった。

　三階と二階の間の踊り場に六、七人の人だかりができている。

「お、未嗣」

　中に、同じクラスの城しろちん――城しろ山やま佑ゆう一いちがいた。ひょろりとした長身。にやけた印象はあるが陽気で人なつこい性格で、転校してすぐに親しくなったクラスメイトのひとりだ。油絵の具で色とりどりに汚れたエプロンを着けているから、多分この階段を下りてすぐの美術室でクラブ中だったのだろう。

「何かあったの？」

「ほら、これだよ」

　指さしたのは踊り場の壁。保護のための鉄格子がはまった採光窓の下、ブルーグレイのモルタル壁に奇妙な染しみが浮かんでいた。

　人の形だ。大きさも小柄な人間ほど。いや、頭が大きいからむしろ等身大の少年サイズと言う方が適切か。

　古い校舎だけあって壁面には細かい亀き裂れつがあるが、染みはそれに沿った形状ではない。ただ、外からは見えない内部のひび割れが雨水を運んでこの形に染めた可能性はある。

「さっき、一年の女の子が見つけたんだってさ。天使みたいだろ？」

　確かに、肩から一いつ対ついの翼が生えているようにも見える。

「頭の輪がないから、天使っていうよりキューピッドかもね」

　そっと手を伸ばしてみる。

「あ……。触らない方が……」

　やはりエプロン姿の女子のひとりが口走る。

　セミロングの、おとなしそうな美人。ツーポイントの眼鏡めがねが知的な印象だった。城山とはエプロンに着いた汚れの種類が違う。彼女のは陶芸の粘土だ。

「だってこんなはっきり形が出てるなんて変だよ。下に何か埋まってるのかも……死体とかさ。形だって……」

「大丈夫だって、三み島しま先輩。こいつが賽さい隠おん寺じ未嗣だぜ」

「え？　あの……？」

　三み島しまと呼ばれた美術部女子の期待するような口く調ちように、未み嗣つぐの口元に苦笑が浮かぶ。

　学校を狙うデラシネは古い「七不思議」よりも強い印象を生徒に与えるために、危険で残酷な事件を起こしたがる。

『血ち塗まみれ看護婦』そのものは倒したが、騒動を未解決のまま放置すれば不安の温おん床しようになって話題は残り、新たなデラシネを呼びこみかねない。

　だから未嗣は「単なる自然現象」という一応は合理的な説明をつけることで収束させたのだが、そのせいで不本意ながらゴーストハンター――超常現象を解き明かす専門家として有名になってしまった。

「そうだよね。賽さい隠おん寺じさんなら……きっと頼りになるよね」

　小柄でやせた女子が小声で呟つぶやく。徽き章しようを見ると一年生だ。肩までのショートカットで、色が白い。

　三島先輩が柔にゆう和わで穏やかだとすれば、こちらはもっとか弱く儚はかなげな雰囲気だ。地味で、声も小さい。転校慣れして人の顔は早めに覚えられる未嗣だが、彼女がクラスメイトだったら記憶に留とどめるのはちょっと難しそうだ。

「あの子が第一発見者らしいぜ」

　城しろ山やまが小声で耳打ちする。

「じゃあ、きっとこの事件も解いちゃうんだ？」

　三島が、興味深そうに未嗣を見る。

「別に、そんなんじゃないけどね……」

　ぞくっ！

　一瞬、背筋を冷たいものが走る感覚。

　これは、幻象フエノメナ？

　未嗣は異覚アザー・センス――幻象の存在を感じ取る能力が強い。

　異覚そのものは特殊能力ではない。五感と同様に誰もが備えている生来の身体機能だ。

　俗に心霊スポットと呼ばれる場所で感じる悪お寒かんや言いしれぬ不安は、実は異覚の働きによることが多い。

　だが、誰もが持っている能力でも、感度の差はある。

　常人には感じ取れない微妙な臭気を一流の調香師が嗅かぎ分けるように。

　ソムリエが一滴のワインから産地や生産年を当てるように。

　未嗣は幻象の存在に、誰より敏感に反応するのだ。

　だが、今感じた気配はすぐに霧む散さんする。

　壁からは何も伝わってこない。

　ただ、周囲の空気そのものに奇妙な成分が混じったようにも思える。

　思わず、周囲を見回す。

　だが、幻象は見あたらない。『足音』のように姿を持たない幻象フエノメナもあるが、そういう気配も感じられなかった。

「どうした、未み嗣つぐ？」

「え？　ああ、何でもないよ」

　異覚アザー・センスは絶対ではない。視覚や聴覚と同じように錯覚を起こすこともある。

　さっきの強い寒気は、もうどこにも残っていない。

「この染しみ、湿ってないね。雨のせいじゃないのかな？」

「ほら！　やっぱり！」

　三島が声を震わせる。

「雨のせいなら、今日まで現れないはずがないもの！　止やんでから出るなんて……！」

「雨水でも中のひび割れを伝ってきたなら、染み通るまで時間がかかるから二日くらいかかることがあっても不思議じゃないけどね。でも、これはちょっと違うみたいだ」

「そう言えば、あたし聞いたことがあります……」

　さっきの一年生がまた呟つぶやいた。

　小さいが、ゆっくりした聞きやすい声だった。

「合併前の北きた野の島じま中にも、これと同じキューピッドの形の染みがあったって」

「じゃあ、その呪のろいとか……？」

「ううん。そのキューピッドって、恋の願いを叶かなえてくれるんですって」

「え、何？　そういう話なわけ？」

　恋――。

　その言葉に、未嗣はポケットの中の手紙を強く意識する。

　騒ぎを聞きつけたのか。それとも誰かが呼んだのか。また何人か生徒たちが集まってくる。ほとんどが女子だ。

「何か変なムードになってきたな。行こうぜ」

　城しろ山やまが頭を掻かきながら苦笑する。

　未嗣としても、現状で判断できることはほとんどないし、必要以上に目立ちたくもない。おとなしく、城山と一緒にその場を離れる。

「城山って、こういう話好きなんじゃないの？」

「まあ、嫌いってわけじゃないけどさ。俺は特に彼女欲しいってわけじゃないぞ」

　ちらりと後ろを振り返った後で、城山が答えた。

「そうなの？」

　正直、意外だった。転校初日から、城山は女の子がらみの話ばかりしてた印象がある。

「ゲームとか、女の子見たり構かまったりするのは楽しいけど、彼女とか作るとめんどくさそうじゃないか？　ギャルゲーとかやってると、彼女に怒られそうだしよ」

「そうだね」

　あっけらかんと喋しやべる城しろ山やまに釣られて、未み嗣つぐもつい吹き出す。

「それにしても、何か本気でゲームみたいになってきたな。割とあるじゃん？　そういう、恋を叶かなえてくれる伝説の樹きとか鐘とかさ。ふたりで一緒に見ると幸せになれる風景とか」

　廊下を歩きながら、城山が説明する。

「そういうものなの？」

　あいにく、未嗣はその手のゲームには疎うとい。城山が貸してくれた短めのものをプレイしてみたが、あまり面白いと感じなかったので一回クリアしただけだ。ふた桁けたのヒロインそれぞれにシナリオがあって、全員攻略すると隠しルートも出現するというのだが。

「おう。あるある。廉れん価か版ばんでも買えるぞ。興味あるんなら、攻略本とセットで貸してやる」

「そ、それは遠慮しておくよ。その手のゲームって、あまり趣味じゃないし」

「そうか？　じゃあ仕方ないな」

　苦笑しながら、未嗣は手を振って城山のプッシュを受け流した。

　今までなら勧められるままに借りて適当に話を合わせていたところだが、苦手なものははっきり苦手と言う。それが、ちゃんと友達になるということだと思うから。

「まあ、階段とか踊り場じゃさまにならないけどな。どうせ今回のもただの自然現象だろ？　例の『血ち塗まみれ看護婦』と同じでさ。じゃ、俺、クラブがあるから」

　気楽に笑い、城山は美術室に姿を消した。

「今回も、か……」

　ただの空気のいたずら。いわゆるかまいたち現象という未嗣の説明を、実際に被害に遭あった城山さえ信じている。既に解決され、二度とおきないように対策を取ったから、未いまだに『血塗れ看護婦』を恐れている生徒は多分いないだろう。

　だが、未嗣だけは知っている。『血塗れ看護婦』がただの自然現象ではなかったということを。

　また「七不思議」の地位を狙ねらうデラシネが、この学校を狙っているのかも知れない。

　その予感は、ポケットの中の手紙と同じくらい、未嗣の不安をかき立てていた。



　女の子の噂うわさが広まるのは早い。

　それとも、話題が話題だからか。

「確かに、北きた野の島じま中に昔そういう噂があったんだってさ。噂っていうか、七不思議のひとつに数えられてたんだけど」

　翌朝の教室。未嗣が訊たずねるまでもなく、鈴りんが『階段のキューピッド』の話題を繰り出してきたのだ。

「うん。昨日、現場にいた一年生もそういう話してた」

「おっ？　さっすがゴーストハンター。調査が素早いですねぇ、センセ？」

「違うよ。偶然、そこに居合わせただけ」

　苦笑する未み嗣つぐに、鈴りんは詳細を説明した。

『階段のキューピッド』。あるいは『踊り場さん』『踊り場の天使』など、さまざまな名前で呼ばれるそれは、今と同じで北きた野の島じま中の壁に浮かび上がる天使型の染しみだったという。

「それに願いごとをすると、好きな人と両りよう想おもいになれるって言われてたんだって」

「学校統合前の話？」

「ううん。もっと昔のことらしいんだ。十年くらい前に、何かの事情で塗りつぶされたんだって言ってた」

「言ってたって、誰が？」

「……誰っていうか……、もう女の子の間にはかなり噂うわさ広まってるよ。あたしはのりちゃんから教えてもらったんだけど、彼女も人から聞いたとか言ってたし」

　少し考えこんでから、鈴が答えた。

　早い。

　早すぎるように思う。違和感が拭ぬぐえない。

　校内で噂が広まるパターンは、教室でやりとりされた情報が部活や委員会に運ばれ、クラスや学年の枠を超えて広まり、また教室に持ち帰られることによって拡大する。この繰り返しだ。

　階段にキューピッドの影が浮かび上がったのは昨日の放課後。普通に考えれば、噂が拡散する機会はまだほとんどなかったはずなのに。

「で、未嗣くんとしてはどうするわけ？」

「どうするって？」

「だから、ゴーストハンターとしてこの謎なぞに挑いどむかっていうことよ」

　そこまで言ってから、鈴は声のボリュームを下げた。

「未嗣くんだってラブレターもらってるんだから、気にならないわけないでしょ？　縁結びのおまじないなんてさ」

「そ、それは……この際関係ないよ！」

　あの手紙は、引き出しにしまってきた。

「おまじないとか、願がん掛かけとか、そういうのは解かなきゃならない謎とは違うよ」

　確かに科学的な合理主義とは異ことなる。迷信と言えば迷信だ。だけど、七夕たなばたに短冊を吊つるしたり初はつ詣もうでで賽さい銭せんを投げ入れたりするのは、別に否定すべきことではないだろう。

　ガーデンデザイナーの父も基本的に無宗教だが、地じ鎮ちん祭さいには参加している。神しん道とうの行事というよりも、手を加える土地や植物への敬意を示すため。そして、関係者の気持ちをひとつにする習慣を尊重しているからだ。

「つまんないなぁ。それじゃ、壁の染しみの方は？　放ほうっておくわけ？」

「放っておくって……別に何も起きてないよ」

「北きた野の島じま中で十年前に塗りつぶされたのと同じ壁の染みが、今度はウチの学校に現れたって、これは立派なミステリーじゃない？」

　手帳を開き、好奇心に満ちた目で鈴りんが訊たずねる。

　彼女は校内の七不思議などのオカルトじみた話が好きだ。それに、人当たりがよくて万事メモを取る習慣があるので、未み嗣つぐにとってはありがたい情報源だ。『血ち塗まみれ看護婦』の時にもずいぶん世話になった。

　ただし、異覚アザー・センスは全くと言っていいほど欠けているため、実際に幻象フエノメナを目撃することはほとんどない。幻象の側がわが積極的に危害を加えるのでもない限り、影響も受けない。

「正確なところは調べないとわからないけどさ。北野島中の染みって、写真か何か見たことある？」

　鈴は首を横に振った。

「だったら、全然似てないかも知れないよ。両方の染み」

「えーっ？　だって、どっちも天使の形なんでしょ？」

「例えばさ」

　適当なノートの最終ページを開き、未嗣は簡単な図形を描いた。

　二つ並んだ小さな黒丸の下に線が一本。その隣には、ハの字を逆さにした二本の線と白い丸型の組み合わせ。

「これってどっちも顔に見えるでしょ？」

「うん。左は怒り顔だよね」

　次に、大の字と十字架。どちらも上端に小さな黒丸をくっつける。

「これだって見ようによっては人型って言えるでしょ。こういうの、シュミラクラっていうんだ。父さんから聞いた話だけどね」

「へぇー」

　今、示したような人の顔や姿は典型的な例だ。

　別に不思議なことではない。あらかじめ人間の意識に備わった機能と言えるだろう。仲間や敵、同族か否いなか。重要な情報には敏感に反応できるようになっているのだ。

　公園を設計する際にも、植えこみやオブジェの配置次第で顔に見えたりして、不気味な印象を与えてしまうから注意が必要だと父が言っていた。

「頭と両手に見えるものがあれば、普通は人型だって認識する。それに羽っぽく斜め上に伸びてる部分が両側にあれば、天使とかキューピッドを連想するのは不思議じゃないよ。現物を比べたわけじゃないんだしね」

「あー……そうかもねー」

　納得したのか、鈴りんはつまらなそうに手帳を閉じた。

　彼女には通り一いつ遍ぺんの説明をしたが、未み嗣つぐ自身あの染しみを見ている。

　シュミラクラの話で終わらせるには、あまりに似ていた。

　天使に。あるいはキューピッドに。

　壁に滲にじんでいるせいで曖あい昧まいになっているが、両手には五本の指まで備わっているように見えた。

　そして、あの場で感じた一瞬の異覚アザー・センス。

　あれは、ただ幻象フエノメナが存在するのではなく、何か「仕掛けて」きたような感覚だった。

　鈴にはああ言ったが、誰かに確かめてみた方がいいかも知れない。

　三人の「花子さん」のうち、菫すみれ子こと椿つばき子こは元々この学校に根づいていた幻象ではない。

　それに、見た目は中学生でも幻象である彼女たちは長い時を過ごしてきている。学校統合で祉し河が原わら東ひがし中に同居することになったのだから、どちらかは当時の北きた野の島じま中のことを知っているはずだ。



　昼休みを待ち、未嗣は特別教室棟に向かった。

　いつもはひと気のない廊下に女子が数人集まり、何やら話をしている。

　もちろん、話題は『階段のキューピッド』だ。

「……やっぱり女の子って、こういう話が好きなのかな？」

　ひとりごちて、旧校舎に向かう。本校舎と仮設の渡り廊下で繋つながった木造の建物は従来倉庫代わりだったが、合併で手狭になったために特別教室に使われているものだ。

　放課後は一部のクラブが部室に使っているが、案あんの定じよう昼休みにここまでやってくる生徒はいない。

「杏あんず子こさん？　菫子さん、椿子さん。会いたいんだ」

　周囲に人目がないのを確かめ、トイレの前で呼びかける。

『トイレの花子さん』である杏子たちにコンタクトするのに最適な場所だが、さすがに女子トイレの中には入れない。

「呼んだ？」

「……珍しいね。こっち、なんて……」

　背後に気配を感じて振り返る。杏子たち三人が立っていた。

「うん。ちょっと訊ききたいことがあって。菫子さんと椿子さん、北野島中にいたのはどっち？」

「……菫子ちゃん、だけど……？　わたし、杉すぎ葉は中、だから」

　椿子が、心配そうな表情で菫子を見やる。

　淡い色の髪の少女は、未嗣から目を背そむけるように俯うつむいていた。

　そう言えば、いつもならひと言多い彼女なのに今日はさっきから無言だ。

「……『階段のキューピッド』の、こと、でしょ？」

　訊たずねたのは、やはり菫すみれ子こではなく椿つばき子こだ。未み嗣つぐは素直に頷うなずく。

「そういや昨日っから菫子、様子が変だよな。女の子たちが騒いでるアレ、何か心当たりがあるのか？」

　杏あんず子こも問いかけるが、やはり菫子は黙ったままだ。

「十年くらい前に、北きた野の島じま中の七不思議だったっていう話を聞いたんだ。だから、菫子さんたちなら何か知ってるんじゃないかと思って」

「幻象フエノメナが現れたんなら、未嗣が何か感じてるんじゃないか？」

「うん。でも、すぐに感触が消えたから、ひょっとしたら勘違いかも知れない」

「じゃあ、何かやばいデラシネかも知れないね。菫子、心当たりがあるなら教えてよ」

「……話したくありませんわ」

　杏子の言葉に、顔も上げずに菫子は冷たいソプラノで答えた。

「何だよ、それ？」

「七不思議とか『花子さん』とかひと括くくりにされていても、わたくしたちはそれぞれ独立した、別々の存在ですわ。他人に知られたくないことのひとつくらいあります」

「あたしにもそういうこと言うわけ？　菫子はさ」

　杏子が腕を組み、鋭い視線で菫子をにらみつける。

　菫子と椿子は元々他の学校の「七不思議」だったのが、統合の際に祉し河が原わら東ひがし中に同居するようになったものだ。杏子を含む三人の名前も、同じ「花子さん」では区別が付かないので、統合の際に定めたものだという。

「あたしらは、この学校を守るってことで協力しあう仲間だろ。だから、あたしだって菫子や椿子が同居するのを受け入れたんだぜ？」

「学校を守るも何も、まだ何も起きていませんわ……」

　菫子は、未嗣や杏子から視線を逸そらす。椿子は不安げに、おろおろと眼まな差ざしをさまよわせているだけだ。

「本当に、外からやってきた幻象だったら、何か起きてからじゃ遅いんじゃないの？」

「まだ何もしていない相手を、わたくしたちの邪魔になるからと、先制攻撃で排除いたしますの？　ただ『七不思議』の地位を守るために？」

「そうじゃねえだろ！　単に、何か知ってることがあるなら教えてほしいって言ってるだけじゃねえかよ！」

　顔を背そむける菫子に、杏子が詰め寄る。

「あ、あの、杏子さんも落ち着いて……。菫子さんも、ちょっと変だよ？」

　未嗣が間に入って収めようとするが、菫子は未嗣の方を見ようともせずに俯うつむいたまま。

　いつも冷静で、三人の中ではいちばん知的で分析家肌の菫すみれ子こにはそぐわない態度だった。

「……わかったよ！　じゃあ、菫子は勝手にすりゃいいだろ！　この事件は、あたしと未み嗣つぐで何とかする。祉し河が原わら東ひがし中は、元々あたしの学校だったんだからな！」

　行こう、と言って、杏あんず子こは未嗣の手を引いた。

「つ、椿つばき子こさん！　菫子さんのこと、お願い！」

　廊下を引きずられながら、振り返って未嗣は叫ぶ。

　椿子が小さく頷うなずくのが辛かろうじて確認できただけで、杏子と一緒に仮設の渡り廊下に出る。

「……ったく……菫子も何考えてんだよ。未嗣が幻象フエノメナの気配感じたって言ってるのにさ。まさか未嗣の言うことが信じられないってのか！」

「う……うん。まあ、すぐ消えたから錯覚とか勘違いかも知れないけど……。杏子さんは、合併前の菫子さんのこととか、何か心当たりはないの？」

「ああ。元々あたしらは自分の学校から動けないだろ？　だから、顔合わせることもなかったしな」

　二年前、三校が統合される春休みが初めての出会いだと杏子は語った。

「別に学校が統合されなくたって『七不思議』の座を狙ねらって外からやってくるデラシネもいるし、力を失って自然と新しい奴と交代する幻象もあるしな。だから、あいつらとも最初はちょっとモメそうになった」

　杏子らしくない、静かな口く調ちようだった。



「……で、あんたが北きた野の島じまの、そっちが杉すぎ葉はの『花子さん』か？」

　誰もいない、夜明け前の視聴覚室。祉河原東中の古い校舎の中では珍しく、機材の入れ替えや改装のために冷たく無機的な雰囲気の部屋を、分厚いカーテンの隙すき間まから差しこむ青白い月光だけが照らしている。

　闇やみの中で問いかけたのは、祉河原東中の制服をまとった女子生徒。

　人の視線が通る明るさではない。それなのに、少女は強い眼まな差ざしで他のふたりを見据えている。

　誰が操作したわけでもないのに、不意に大型モニターのスイッチが入る。

　青い待機画面の光が室内に広がった。

「ええ。初めまして」

　その光を受けて答えたのは、栗くり色いろの髪にリボンの少女。その傍かたわらで、長い黒髪の娘も無言で頷く。

　ふたりの制服のデザインも似てはいるが、別のものだ。セーラーカラーの色や、その上の白線の本数が違う。同じ市内の公立中学、ただしもうすぐ消える学校のものだった。

「今後ともよろしく……と言ってよろしいのかしら？」

　リボンの少女は、ショートカットに右手を差し出す。黒髪は、怯おびえたような表情でその様子を見つめるだけだ。

　繊せん細さいで小さなリボンの右手に、ひきしまりしなやかな指を持つショートカットの右手が伸びていき――翻ひるがえる。

「ここの学校はもう『七不思議』は足りてるぜ。特に『トイレの花子さん』はね」

　ぱしんっ！

　握手を求めた手を甲で払いのけ、きっぱり断言する。

「わかってますわ。だからこそ、こうしてご相談に上がったのですもの」

　怒るでもなく、ただ打たれた右手を左手でさすってから、栗くり色いろの髪をかき上げる。

「相談？　言っただろ。もうウチの学校の七不思議は満席だってな。あんたらは宿無しにならずにすんで嬉うれしいだろうけど、こっちには何の得があるのさ？」

　余裕ある態度を侮ぶ辱じよく、あるいは嘲ちよう弄ろうと取ったのか。

　ショートカットの少女は眉まゆをつり上げた。声には、懸命な自制の響きがある。

「既に、こちらの杉すぎ葉は中の方とは話がすんでますのよ。今、この街は学校や病院の建て替えや市町村の統合でさまざまな幻象フエノメナが居場所を求めて集まりやすくなってますわ。あなたが自分の居場所を守ろうとするなら、これからますます状況は厳しくなるはず」

　例えば姿のない『足音』などは、学校が失われてもどこかの路地にでも潜ひそめる。逆に肖像画や教室に強く結びついた幻象フエノメナは、建物がなくなればいずれ消える運命だ。



    

  
    
      



    

  
    
      　祉し河が原わら東ひがし中でも、撤去された二宮金次郎像に宿っていた幻象は既に「隠居」している。

「だから？」

「わたくしたちを受け入れてくれるのなら、協力しあえるということですわ。少なくとも、新しくデラシネになってこの学校を狙ねらう者は、確実に減ります」

　腕を組んでにらみつけるショートカットに、リボンは冷静に説明する。

「なるほど、理屈だね。だけど……ねっ！」

　最後のひと息と同時に、ショートカットはストレートを繰り出した。

　だが、リボンの姿は陽炎かげろうのように揺らぎ、その拳こぶしを素通りさせる。

　一瞬前とは違う、一歩分横にずれた位置に彼女は立っていた。

「……ウチの学校を狙っても、あたしがあっさり倒せるような奴なら味方にする値打ちもないと思ったけどな」

　伸ばした右手を引くと同時に、ショートカットの脚あしが跳ね上がった。

　スカートを翻ひるがえし、爪つま先さきが頭よりも高く伸びた回し蹴げりだ。

　ふわり。

　リボンを揺らし、栗くり色いろの髪の少女がそれをかわす。

　通った鼻筋から数ミリ離れた位置を、上履きの足が通り過ぎる。

　タンっ！

　大きな円を描いた足が、小さく床を鳴らす。

「まだ、やりますの？　そちらの流儀に合わせて殴りあうつもりはさらさらありませんけれど、避けるだけなら納得のいくまでおつきあいいたしますわ」

　リボンが笑いながら、微かすかに乱れた髪をかき上げる。

「……大した自信だね」

　右、左、左。

　空気を切り、ショートカットのジャブが飛ぶ。

　ゆらり。

　華きや奢しやな身体からだを揺らめかせ、まるで幻まぼろしのようにリボンの少女がそれをかわし続ける。

　互いに、その場を一歩も動かないままの攻防。

　青い闇やみの中で、ふたつの影が躍る。

「あ、あの……。あのっ！」

　ずっとふたりの立ち合いを見ていた、長い髪の少女が細い声を張り上げた。

「やめて……。ふたりとも……。お願い……っ！」

　その声に、少女たちの動きが止まった。

「わたしたち、喧けん嘩かしに、来たわけじゃ、ないでしょ？　違うよね？」

　まず、同行してきたリボンに告げた後、伏せた顔をちらちらと上げ、上目遣づかいでショートカットを見上げながら訴える。

「確かに、ここ、あなたの学校だと、思う。でも、わたしが、ずっと見守ってた子たちも、春から、ここに通うの。新しい、二年生と三年生で……。だから、お願いしたいの。もし、わたしが、この学校に入れてもらえないなら、せめて、代わりに、みんなを、守って……」

「わたくしも、同じですわ」

　リボンの少女が、改めてショートカットに向き直った。

「正直、真正面から戦ったとして、わたくしたちはあなたには敵かないません。そちら向きの能力は持ち合わせていませんの。ですから、迎え入れていただけないのでしたら、素直に引き下がりますわ。ただ、北きた野の島じま中や杉すぎ葉は中から来た生徒も同じように扱っていただけるのでしたら」

「そ、そりゃ当然だけどさ……」

　困っているのか、喜んでいるのか。微妙に口元を曲げてショートカットが拳こぶしを下ろした。

「あたしだって、気持ちは同じだよ。この学校に縁のあった奴はみんな気持ちよく卒業してほしいよ。元からの祉し河が原わら東ひがし中の生徒も、新しく合併先からやってくるのも同じ」

『トイレの花子さん』である彼女は、かつてはただ不気味に思われ、怖がられているだけの存在だった。だが、そんな自分に不満を感じ、いつの頃からか自みずからを学校と生徒の守護者と定めたのだ。

「あんたらとだって、別に本気で戦いたいわけじゃないよ。協力できるんなら、それがいちばんいいしね。ただ、実力を確かめたいっていうかさ……」

　微かすかに赤らめた頬ほおを、人差し指で掻かく。

『協力すべきだろうな。彼女たちは、がさつな君にはない能力を持っているようだし。実力というのは別に殴りあいばかりではあるまい？』

　不意に、モニターの青い画面に手書きの文字が現れる。

「うるさいよ、『神託オラクル』。あんたに言われなくても、あたしだってもうそのつもりだよ」

『音を出していないのにうるさいというのは心外だね』

『神託』と呼ばれた幻象フエノメナが、文字を変える。

「あーっ！　そういうのがうるさいって言うんだよ！」

「視聴覚室の『神託』。お噂うわさは伺うかがってますわ」

　どんどん床を踏みならすショートカットの横で、リボンの少女はまるで舞踏会のようにスカートの端を摘つまんで、モニターに向かって一礼する。黒髪の少女も腰の前で両手を揃そろえ、深々と頭を下げた。

『我が校の幻象の中でも、いちばん自由に動けるし、人間に近い姿をしているのは花子さんである君だよ。他は動けても音だけだったり、人間型でも鏡から出られなかったりね。だからこそ私たちも、この交渉に君を立てたわけだ。その立場と責任というものをもう少し自覚して……』

「そっかー。新しく七不思議を受け入れるんなら、今いる奴をどうにかして空席を作るっていう手もあるんだよなぁ」

『わわわっ！　暴力反対！　私が悪かった。理性的に話し合おう！』

　片かた袖そでをまくり上げてぐるんぐるんと腕を回すショートカットに、『神託オラクル』は慌あわてて謝罪文を表示する。

「そこまでしていただかなくても、例えばわたくしたちのような『トイレの花子さん』とか、無人の足音など、同じ種類の幻象フエノメナでしたらひとつの怪談に同居することもできると思いますのよ」

「……まあ、このバカの言うことはともかく、一緒にやっていけるならそれに越したことはないって、あたしも思うよ」

　今度は、ショートカットの方から右手を差し伸べる。リボンの娘がそれを握り返し、ロングヘアーが遠慮気味に、その上から両手をそっと重ねる。

『まずは平和的に解決してよかったよ。花子に任せるのは不安だったが……』

　モニターの文字に、ショートカットがじろりと鋭い視線を送る。

『あ、いや。その……そうそう。君たちふたりはどう呼べばいいのかな？　三人とも花子さんだと、いろいろ混乱してしまいそうだ』

　話題を逸そらしたいのか。『神託』が新たなテキストを表示した。

「あんたみたいに、自分勝手に恥ずかしげもなく『神託』なんて名乗る気はないけどな」

「でも、新しい、名前、考えた方が、いいと、思う……」

「まず、あなたから決めてくださいな。先住者の権利ということで」

「そっか？　まあ、確かに不便だけどさ」

　ふたりに勧められ、ショートカットは顎あごに手を当てる。

　三人――人ではないが――とも、それぞれの学校では単に『トイレの花子さん』と呼ばれていた。幻象である彼女たちには親はいない。家族もいない。自然と生徒たちが呼び始めたもの以外に、名前もない。

「そうだなぁ……あたしが花子さんのままでそっちに別な名前を押しつけるってのも具合悪いし……。花……花……そうだ、杏あんず！　杏あんず子こにする！」

　視聴覚室のカーテンを数センチ開き、明け始めた街の風景にショートカットの少女――杏子は思いついた名前を口にする。

「この校舎ができた頃、あのあたりに杏の果樹園があったからさ。元々が花子さんなんだから、花の名前でいいだろ？」

　今は果樹園など名な残ごりもない。ただ家々の屋根や高いビルの縁が夜明けの光に照らされてオレンジ色の線を浮かび上がらせているだけ。

「なるほど。では、わたくしも倣ならって菫すみれ子こ、とでも名乗りましょうか」

　リボンの少女はセーラー服のスカーフを摘つまみながら答えた。北きた野の島じま中独自の、ごく薄い紫だったそれが、触れた部分から澄んだ濃のう紺こんへと変わっていく。

「杏あんずに、菫ね……。じゃあ、わたし、椿つばき子こ。それで、いい？」

　長い髪の少女が名乗りながら両手を握り合わせ、ゆっくりと開く。

　開かれた手の中には小さなピンズが三個。杏、菫、椿――それぞれの名前の花を象ったものだ。

　いつの間にか、彼女の制服も杉すぎ葉は中のものから杏子と同じ、祉し河が原わら東ひがし中のものに変わっていた。

　杏子、菫子――新たな名を得た「花子さん」たちがそれぞれピンズを手に取り、胸に着ける。

「……嬉うれしい。わたし、今まで、友達とか、あまり、いなかったし……。杉葉中の七不思議って、人に近いのが、少なかったから……」

　はにかみながら、椿子が微笑ほほえんだ。



「……それって、モメたとかいうんじゃなくて、杏子さんが一方的に突っかかっていったような気もするんだけど……」

　話から情景を想像した未み嗣つぐは、苦笑しながら小首を傾かしげた。

　杏子の性格からすると事実を脚色したりはしないだろうから、多分本当にそういう出会いだったのだろう。

「そ、それはその……。とにかくっ！　あいつらとは気持ちが通じた仲間だと思ってたんだよ！　それが、あんな隠しごととかしやがってさ」

　眉まゆ根ねを寄せたまま、杏子は大おお股またで歩いていく。

　未嗣にはわからない。

　今まで転校続きで、腹を割って話し合えるような友達を作った経験はない。むしろ、いつも秘密を抱える側がわだった。他愛たわいのないことであっても、転校した先で前の学校の自慢に聞こえるような話題は避けてきたし、プライベートについての質問も曖あい昧まいに言葉を濁にごすのが習慣になっていた。

　今だって、ラブレターの件を伏せているし、知っている鈴りんにも他人に話さないように頼んでいる。

　こんな自分を、杏子は怒ったり軽けい蔑べつしたりするだろうか。

　いつまでも吹きさらしの渡り廊下に突っ立っているわけにもいかない。未嗣は、新校舎に向けて歩き出した。

「あまり独り言が多いと目立つし、そろそろ杏あんず子こさん、離れた方がいいと思う」

　小声で告げる。

「そっか？　じゃ、消えるけど……。あ、そうだ。どうせなら今夜、未み嗣つぐん家ちに行ってもいいかな？　ほら、学校じゃどうしても菫すみれ子こたちと一緒になっちゃうし、未嗣だってわざわざ屋上とか女子トイレとか、人目避けるのは大変だろ？　あたしの方からそっちに出向けば、ふたりきりでゆっくり話できるしさ」

　また、饒じょう舌ぜつで焦ったような口く調ちようだった。

　彼女たち「七不思議」は基本的には学校から遠く離れることは難しい。

　だが、「不思議使い」の未嗣を媒ばい介かいにすれば遠出もできる。未嗣がいる場所になら現れることも可能なのだ。

「いい考えだと思うけど……とりあえずいいよ。学校は学校。プライベートはプライベートでさ」

「で、でも、ほら！　未嗣んとこはふたり暮らしで、親父おやじさんは仕事で帰り遅いんだろ？　寂しいかと思ってさ。前にクラスの子が料理作りに行ったじゃないか」

　確かに鈴りんが強引に夕食を作ってくれたことがある。あの時は、杏子たち三人も勝手に家に押し掛けたのだが。

「あたし、あの子みたいに料理とかはできないし、第一モノ食べたことがないから味とかわかんないんだけど……。その……ただ一緒にいるだけでも寂しくないかなって」

「ありがとう。でも、いいよ」

　やきもきして両手の指をわきわき動かす杏子に、未嗣は笑いかけた。

「馴なれてるし。父さんだって帰ってきた時、息子が独り言ぶつぶつやってたらかえって心配するよ」

「そ、そうか。わかったよ……でも、さっきの件。例のキューピッドについて調べるっていう話は忘れるなよ。あたしも考えておくからさ」

　念を押す杏子に、声では答えず小さく頷うなずく。

「……未嗣と、あたし。ふたりきりだけど頑張ろうな。他の連中に頼らないでさ」

　そう言い残した杏子の気配が急に薄れ、消える。

　ぞくっ！

　同時に、未嗣の背筋に冷たいものが走る。

　強い異覚アザー・センスだ。

　異覚は他の五感のどれとも違うが、強しいて言えば嗅きゆう覚かくや温度感覚に似た性質がある。

　未嗣が杏子たちから感じる感覚を負担に思わないのは「馴れた」からだ。臭においや温度は同じ環境が続けば特に意識されなくなり、変化のみを感じ取るようになる。

　今まで杏子と一緒で気にならなかったのが、彼女が離れたせいで感知したのか。

　いや、違う。

　ただの存在ではない。何かの「行為」だ。

　幻象フエノメナが、自分を狙ねらっている？

　己おのれの肩を抱きすくめながら慌あわてて周囲を見回す。

　人影も、幻象の気配もない。強烈な感覚はほんの一瞬だけで、すぐに消失した。

　あの階段でキューピッドを見た時と同じだった。

「ふぅ……」

　息を吐きながら、胸をなで下ろす。

　一秒か二秒で消えたのは源になる幻象が去ったのか。それとも、ただの錯覚だからか。

　未知の幻象が自分を狙っているとは考えにくい。そんなことをする理由が思い当たらない。学校に進出するため、真っ先に不思議使いを狙ってくるなんて、自意識過剰だ。

　それに、今感じた気配は杏あんず子こたちや『神託オラクル』『足音』『鏡の中の死神』――未み嗣つぐが知っているどの幻象とも違う。

　単に強さが異ことなるのではなく、さまざまなバイオリンを弾き比べている時に、突然チェロの音色が混じったような――微妙だが決定的な差異を伴う違和感だ。

　ほとんど反射的にその場から逃げるように教室に戻って鞄かばんを取り、昇降口に向かう。

　さっきの感覚そのものはもう消えているのに、まるで口中の髪の毛にも似た不快な感触がまとわりついている。気になる。

　ぽん。

　不意に肩を叩たたかれ、反射的に振り返る。

「ど、どしたの？　怖い顔して……？」

　片手を中途半はん端ぱに上げたまま、鈴りんがきょとんと目を丸くしていた。

「あ、ああ。ミリンさん、ごめん。ちょっと考えごとしてたっていうか……」

「そう？　それならいいけど変に汗かいているし、大丈夫？　未嗣くんって、時々そういうことあるじゃない？　どっか悪いのかなって思ってさ」

「平気だよ。ありがとう」

　心配そうに見上げる鈴に答えながら、ハンカチを額に当てる。意識していなかったが、思ったより汗ばんでいたらしい。

　びくっ！

　背筋が震える。また悪お寒かんが走ったのだ。背後から濡ぬれた手で首筋に触れられるような冷たい不快感。

　緊張で身体からだが強こわばったが、またすぐに幻象の気配は消える。

　例のキューピッドと関係があるかどうかはわからないが、やはり校内で何かが起きているのか。デラシネが侵入しているのか。

「本当に大丈夫？　あたし、ちょうど調べもの終わって帰るところなんだけど、未み嗣つぐくんも途中まで一緒に行こうよ。そんなんじゃ、放ほうっておけないし」

「そ、そうだね。ありがとう。ひょっとしたら、ちょっと風邪気味かも知れないね」

　笑顔を作る。

　これも隠しごとだ。ごまかし、嘘うそだ。

　異覚アザー・センスで幻象フエノメナの気配を捕らえたこと。いや、幻象の存在そのものが鈴りんには内緒なのだから。

「無理しない方いいよー。季節外れの風邪とかって、かえって長引くっていうじゃない？　あたしは経験ないんだけど。やっぱり健康第一だよねー」

「うん」

　帰り道、口数の少ない未嗣に鈴はしきりに話しかけてくる。未嗣の方は、ただそれに意味のない相づちを返すだけだ。

「あれーっ？　ミリ～ン」

「げっ！」

　突然の呼び声に、鈴が足を止めた。

　未嗣も振り返ると、たたたたた、と小こ刻きざみな足音が近づいてくる。

　濃いグリーンのブレザーは、確か近所の高校の制服だ。少しウェーブのかかった髪やくりっと大きな目、それに高めの声も鈴に似ているように思えた。

　ただ、この人の方がずっと髪は長い。年齢のせいだろうか、身体からだの線も鈴に比べるとかなり女らしい――なんてことを考えてしまって、未嗣は自分に向けて咳せき払ばらいする。

「その子、誰？　ミリンの彼氏？」

「そ、そーじゃないって！　クラスメイト！　何か具合が悪いっていうし、方向が一緒だから、途中まで送っていってるの！」

「ふぅん、へぇ、ほぉ～」

「三段活用しなくていいの！」

「あ、あの……。この人は……？」

　こちらをじろじろと眺める女性本人ではなく、鈴に訊たずねる。

「あたしの……お姉ちゃん」

　恥ずかしそうに、鈴が答える。

「え？　東京じゃなかったの？」

　前に聞いた話では、鈴の姉は水泳の特待生としてスポーツ名門校に進んだはずだ。

「お姉ちゃん、双子って言ったでしょ。それは琴ことちゃんの方。こっちは笙しようちゃん」

　そう言いながら、鈴は空中にそれぞれの字を書いた。

　鈴、琴、笙――なるほど、全部楽器の名前か。

　確かみっつ違いと聞いているが、鈴は姉を「ちゃん」づけで呼ぶ。ひとりっ子の未嗣にはちょっとうらやましい関係だった。

「あ、どうも。初めまして。賽さい穏おん寺じ未み嗣つぐと言います」

　紹介され、未嗣は深く頭を下げた。

「賽穏寺……ああ、例の事件解決したのって君？　ミリンが言ってるの聞いてて、もっとかっこいい子かと思ってた」

「笙しようちゃん！　そーいう言い方って失礼でしょ！」

「だってぇ。ミリンって彼のこと、すごいとか偉いとか、いっぱい話してたし」

　にやにや笑いながら、笙は未嗣に顔を寄せた。

　コロンの香りが鼻び孔こうに届く。

「要するに気にしてるんでしょ？」

「あたしは彼氏をとっかえひっかえしてる笙ちゃんとは違うの！」

「そういう言い方は心外だなぁ。普通に恋愛楽しんでるだけなんだし。ミリンちゃんも年頃なんだから彼氏のひとりくらい作らないと」

　鈴りんも口数が多くて騒がしい方だと思っていたが、笙はそれ以上だった。

「ちょっと地味って言えば地味だけど、真面目まじめそうだし、顔も悪くないし。この子が鈴の彼氏だったらあたしも安心かな？」

「笙ちゃんっ！」

　真っ赤になって鈴が叫ぶ。

「あ、あの……っ。僕の家、あっちですから。これで失礼しますっ！　ミリンさん、送ってくれてありがとうっ！」

　早口で一気に告げて、未嗣は何度も礼をしてから一気に走り出した。

「身体からだ、気をつけてねーっ！」という鈴の声が遠ざかっていく。

　手紙のこと、キューピッドのこと、断続的で奇妙な異覚アザー・センスのこと、菫すみれ子この態度。

　これだけ山積みなのに、さらにややこしくなりそうなことは、さすがに勘弁してほしかった。



　夜。

　北きた野の島じま中の校舎跡で動くふたつの人影。

「どう？　何かいる、優ゆ鶴づる？」

「雄ゆ鷹たかも気づいてるでしょ？」

「優鶴から、聞きたいんだよ」

　解体中の廊下をマグライトで照らす雄鷹と、彼の肩に寄り添う優鶴のふたりだ。

　微かすかに黄色を帯びた光条の中に、ふたりの歩みで埃ほこりが渦巻き漂ただよっていく。

　優鶴は暗がりの中へそっと手を伸ばす。

「……確かにいる。でも、ただの残のこり香がも混じっている。それも、かなり新しいわ。つい最近、ここから離れたみたいな。それとは別に、新しいのも、古いのもいろいろ」

「危険だね。廃校から離れた幻象フエノメナか。デラシネになっている公算大だ」

　雄ゆ鷹たかが、親指の爪つめを噛かんだ。

「でも、ここが廃校になったのは二年前よ。ただ居場所を求めて離れただけだとしたら、遅すぎるわ」

「幻象の考えることだからね。筋が通らないことだってあるさ。どこに行ったかは、わかる？」

「うん。気配を追っていけると思う。まだここに残ってる幻象がいるから、痕こん跡せきが混じっているけど……」

　風を計るゴルファーのように、優ゆ鶴づるが宙に手をかざした。

「古い街で、ちょうど学校や病院の統廃合や建て替えが続いてるからね。こんなに、いろんな現象が溢あふれて、入り乱れているのは珍しいよ」

　軽けい蔑べつ混じりの苦笑で、雄鷹はマグライトを手渡した。優鶴も、無言でそれを受け取り、雄鷹の視界を照らす。何の打ち合わせもない、馴なれた動きだった。

「来いよ。隠れてないでさ」

　何もない虚こ空くうに向け、上向きの手で招き寄せるポーズを取る。

　雄鷹の挑発に応こたえ、ライトの光の中で塵ちりが大きな渦を描き、凝こり固まり、ひとつの形を作り出していく。

　おかっぱ頭に赤い和服――時代外れの姿をした童女だ。見た目の年齢は七つか八つか。

　右手でまりを突きながら、左手をそっと上げ、雄鷹を指さす。

「ひとーつ……ふたーつ……」

　高く、あどけない、それでいてどこか虚うつろな声で歌いながら、童女は微かすかに口を開いて笑った。三日月型に開かれた口唇くちびるの隙すき間まには、ぎざぎざに尖とがった歯が並んでいる。

「手まり歌を最後まで聞いたら命がない……そういうパターンかい？　いいよ。俺は逃げない。さっさとかかって来いよ」

「いつーつ……むーっつ……」

　だが、童女の動きは変わらない。同じリズムで、唄うたい続ける。

「まったく、幻象ってのは救われないよな。応用が利かない、工く夫ふうがない。決められた通りにしか動けない連中ばかりだ」

　軽蔑の口く調ちようで吐き捨てる雄鷹を、優鶴は恐れも怯おびえもなく、ただ静かに見つめている。

「ま、人間の方も頭の悪い馬鹿が多いけどな」

　雄鷹が付け加える。

　童女に聞かせるのではない、こぼれ落ちた独り言だ。

「ここのつ……とぉ……！」

　最後のひと突き。そのまま手まりを放置して、童女が雄ゆ鷹たかに襲いかかった。一直線に、袖そでを翻ひるがえして跳んだ――いや、飛んだ。

　半月の形に開いた口に、涎よだれまみれの牙きばが優ゆ鶴づるのライトを映して光る。塵ちりが軌跡のままに螺ら旋せんを描く。

　雄鷹の襟首に、童女がかぶりつく。

　かぶりついたように、見えた。

　優鶴の差し掛ける光は、揺れない。まったく動じない。

「……あ……？　あああ……っ!?」

　童女の喉のどから、呻うめきと疑問の声が漏れた。

　その口には、牙がなかった。

　折れたり、削れたりしたわけではない。牙が存在していた部分そのものが文字通り消失しているのだ。

　童女の口中には、まるでそこだけ映像の画素が抜け落ちたかのように、周囲の闇やみよりもなお黒い黒い空虚があった。

　宙を飛び、童女が雄鷹から離れる。

「どうした？　来いってば。人間を殺し、怖がらせるのがお前の存在理由なんだろ？　俺は逃げないぜ。それとも、ただの人間が恐ろしいか？　お前らに、恐怖なんて上等な感情があるとも思えないけどな」

　また、雄鷹が手招きをする。

　童女の袖の中から包丁が現れる。両手に一本ずつ、逆さか手てに構かまえた刃はが光る。

「おお、怖。刃物かぁ」

　言葉の内容とは裏腹に、雄鷹は笑っていた。楽しげに、冷たく。

「しゃぎゃっ！」

　甲かん高だかい叫びを上げ、童女が再び雄鷹に襲いかかった。

「はい、残念」

　刃を、雄鷹は素手で受け止めた。薄笑いのままで。

「この包丁も幻象フエノメナだからな」

「ぎ？　ぎぎぎぎ？　ぎぎーっ！」

　宙に浮いたまま、童女が身をよじる。だが、雄鷹に握られた包丁は微動だにしない。

「幻象で、俺を傷つけることはできない」

　刃に亀き裂れつが走り、そのひびからじわじわと黒い虚無が広がっていく。

　キャラン！

　金属音が響き、包丁が砕ける。

　破片は落ちない。そのまま黒く染まり、細かな点へと霧む散さんして消滅する。

　床に落ちた童女が強こわばった笑顔で、尻しり餅もちのまま後ずさる。

「それで終わりかい、幻象フエノメナ？」

　膝ひざを折り、目の高さを合わせて笑いかける雄ゆ鷹たか。

「じゃあ、これで終わりだ」

　すっ。

　真横に腕を薙なぐ。雄鷹の指先が、童女の顔に触れる。

　笑顔が消えた。

　表情が変わったのではない。笑顔を構成すべき目も口もえぐり取られ、漆しつ黒こくの空虚に置き換わったのだ。

　さらに雄鷹は跪ひざまずき、動かなくなった童女の身体からだに指先で触れる。

　触れた箇所に黒い斑はん点てんが浮かび、広がっていく。

　数度の接触で童女は完全に黒い虚無に変わり、それが無数の細かな点になって消滅する。

「……くだらないな。この程度の奴が、人間を驚かし、脅おびやかし……人の気持ちを動かす」

　唾つばとともに言葉を吐き捨てる。

「雄鷹、行こう。行かなきゃ」

「どうしたの、優ゆ鶴づる？　まだ幻象の気配は残ってるよ。しらみ潰つぶしにすれば、ここにももう一匹か二匹くらいは……。この間の病院はもう始末された後でハズレだったし、この街みたいにデラシネが多いところは、俺たちも本気で駆除しないとさ」

　立ち上がった雄鷹は、不安げな優鶴に訊たずねる。

「そうじゃないの。人が」

　優鶴の視線を向けた窓の先、廃校舎を覆うブルーシートのすき間から小さな灯あかりが揺れているのが見える。大きさから判断すればマグライト、速度は人の歩く速さだ。グラウンドからこちらに向かってきている。

「警備員か……警察か……」

　たった今、童女の幻象を消滅させた右手を、雄鷹は己おのれの左手でさすった。

「駄目だよ、雄鷹。相手は人間だし、騒ぎが大きくなったら……」

「わかってるよ、優鶴。ここは、ひとまず引き上げよう」

　優鶴の肩を抱くと、雄鷹は静かな足取りで闇やみの中へ消えていった。



    

  
    
      


第二章　恋の季節





　鈴りんに適当にごまかすために口にしただけだったが、どうやら本当に季節外れの風邪を引いてしまったらしい。

　帰宅後、妙な寒気を感じて未み嗣つぐは寝込んでしまった。ここ何年も病気らしい病気はしていなかったのだが。

　結局、学校を休む羽目になった。

　病院で診みてもらった限り、特に不審なところはない、当たり前の風邪だった。まさか精密検査をするわけにもいかないし、幻象フエノメナがらみのトラブルだとしても、普通の医学的な検査で発見できるとは限らない。

　背筋が震えてもずっと幻象がらみの反応だと思っていたから、本当の体調不良に気づくのが遅れてしまったのか。ひょっとしたら最近感じたあの気配も幻象が関かかわっていたのではなく、単に風邪の予兆を勘違いしていたのかも知れない。

　ぼんやりした頭で布団に潜もぐり、そんなことを考えているうちに、一日で何とか具合は良くなった。

「よっ！」

　欠席の翌日、校門をくぐった途端に未嗣の肩を叩たたく者があった。振り返ると、不安そうな顔で杏あんず子こが立っていた。

「だ、大丈夫か？　昨日学校に来なかったから心配でさ。お前ん家ちに行こうかとも思ったんだけど、迷惑がられたら嫌だしさ……」

「ああ。ちょっと風邪引いちゃったみたいでさ」

　周りには、他の生徒の姿もある。注意を引かないように小声で、視線も正面に向けたままで、未嗣は杏子に答えた。

「……そ、そっか。それならいいけどさ。もし、何かもっとヤバいことならどうしようかと思って……。そうだよな。人間って病気とかするんだもんな。あたしら、そういうのってないから気づかなかったよ。あたしが人間だったら、多分わかったんだろうけど……」

「ウチのクラスに行ってみればよかったんだよ。担任の先生には電話で連絡したんだから」

　長く学校にいても「生徒」だったことのない「トイレの花子さん」だ。案外抜けているというか、学校の常識でも知らないことが多いのだろう。

「それで……その……具合はもういいのか？　もしひどいようだったら椿つばき子こに頼めば……。あたしには、そういうことってできないからさ」

「おっはよーっ！　未み嗣つぐくんっ！」

　杏あんず子この言葉を遮さえぎるように、別の声が響いた。

「あ、ミリンさん。おはよう」

　後ろから駆け寄る鈴りんに返事をしながら、片手を挙げて杏子にも合図する。他人の目には見えない、声も聞こえない友達がいると、いろいろ気も遣つかう。

「風邪、大丈夫だった？　お見舞いに行こうと思ったんだけどさ」

「うん。大したことないよ。一日寝たら良くなった。本当に、ただの風邪だしね」

　人間でも幻象フエノメナでも、友達が欠席した時に考えることは同じらしい。ちらりと見ると、杏子もほっと胸を撫なで下ろしていた。

「そうそうっ！　昨日すごいニュースがあったんだよ」

　昇降口に向かいながら、鈴が興奮して手を振り回す。

「何？」

　まさか、幻象がらみの事件だろうか。

　自分が異覚アザー・センスだと思ったものは、ただ風邪の悪お寒かんを錯覚したものだと思ったのに。

　杏子も興味深そうに鈴に顔を寄せた。もっとも、当の鈴は異覚が鈍にぶいのでちっとも気づいていないが。

「あのねあのね……」

　鈴が声を潜ひそめる。思わず未嗣も耳をそばだてる。

「城しろちんに彼女ができたの！」

「……え……？」

　ぽとり。

　拍子抜けして、取り出す途中の上履きを落としてしまった。

　確かに大ニュースと言えば大ニュースではあるが。

　差出人不明の手紙のこともあるし、笙しようにからかわれた件もある。未嗣もつい意識して、額が火ほ照てる。もう、風邪の熱は退ひいたはずなのに。

「三み島しまさんって、美術部の先輩なんだって。ずっと好きだったんだってさ」

　その名前には聞き覚えがあった。確か、階段の染しみを最初に見つけた時に一緒にいた美人だ。

「確かに、意外だね……」

　あの時、城しろ山やまは女の子は好きだけど恋愛は面倒くさいとか言っていたのに、どういう心境の変化だろうか。

「先輩の方から告白したら、城ちんがすぐに受けちゃったんだって。女の子の方からで、しかも年上でしょ？　それで今まで言い出せなかったんだってさ」

　屈かがんで上履きを履きながら、鈴りんが説明する。

「そ、そういうモンなのかな？　女の方が年上だと、やっぱりまずいのか？　幻象フエノメナだと年齢って人間と違うんだけど……。この世に現れてからの時間っていうと、あたしはもう何十歳にもなっちゃってるし、でも、ずっとこのままで歳とし取ってないんだし……」

　隣では、杏あんず子こが妙にやきもきしている。鈴の手前、なるべく変な行動を取りたくはないが、うっかり小首を傾かしげてしまった。

「まあ、人によっては気にするんだろうね。年上とか年下とか。僕は考えたことないけど。まあ、詳しい話は後で」

　鈴への相づちのふりをして、杏子に答える。

「そ、そっか……そうだよな。別に、そんな気にすることじゃないよな。じゃ、後でな」

　さすがに人目が多い教室では杏子と会話するのは難しい。彼女もそれは心得ているので、姿を消す。多分、彼女の住まいであるトイレに戻ったのだろう。

「でね。噂うわさなんだけど、その先輩、例の『キューピッドさん』にお願いしたんだって」

「キューピッドさんって、ひょっとして……？」

　教室に向かう廊下で、鈴は説明を続けた。

　小柄な彼女が声を潜ひそめているので、未み嗣つぐとしてはよく聞こえるように肩を寄せたいところだが、どうしても手紙のことや笙しようにからかわれたことを思い出して遠慮――というか、ぎくしゃくしてしまう。

「そう例の、階段に現れた影。人呼んで『階段のキューピッド』。あれに願がん掛かけすると両りよう想おもいになれるっていう話。あれが本当なんだってさ」

「何？　城しろちんの件？」

　席に着くと、話を聞きつけてのりちゃん――山やま路じ規のり子こが寄ってきた。城しろ山やまと同じ、美術部員のクラスメイトだ。

「意外ったら意外だよねー。城ちんってああいうこと言ってるわりには、彼女とか作らないタイプだと思ってたのに、三み島しま先輩にコクられたらあっさり受けちゃって。しかも、つきあい始めたことを部室で堂々と宣言しちゃって。それが、例のキューピッドのおかげだとか先輩ももらしてさ」

　陽気というか口が軽いというか。頼みもしないのに、規子はことの顛てん末まつを語りだした。

　もっとも本人が隠そうとしていないし、クラスでもクラブでももうとっくに知れ渡った話で、特に隠す必要もないらしい。要は、たまたま事件の当日に欠席した未嗣ひとりが乗り遅れないように気き遣づかってくれてるのだ。

「何でも、例の『キューピッド』の前で願掛け――って、声に出さなくてもいいから好きな相手の名前を念じるんだってさ。それで、何か自分の持ち物を捧ささげるんだって。そしたら願いを叶かなえてくれるって話」

「捧ささげるって？」

「えーと、赤い字で自分と好きな人の名前を書いて、あそこの階段脇のダストシュートに入れるんだったかな？」

「わたしが聞いたのは、ちょっと違うよ」

　わざわざ前の方の席から小椋おぐら美み由ゆがやってきて話に加わる。おとなしくて引っこみ思案な彼女だが、やはり恋の話は好きなのか。

「ちょうどあの階段の外って校舎裏の花壇でしょ？　誰にも見られないようにあそこに置いておけばいいって聞いた」

　一年の女子が実行したら、ちゃんと今朝には供えた品物が消えていた。隣のクラスの女子が憧あこがれの先輩と恋仲になった。校内の人間同士じゃないと通じないらしい。

「……あのね。実はあたしもやってみたんだ」

　嬉うれしそうに告白したのは、いつの間にか話に混じっていた木き崎ざき奈な生お美みだ。

　校則ぎりぎりの長さに伸ばした、自慢の髪をかき上げながら頬ほおをほんのり染めている。

「えっ？　ホント？　どっち？　ダストシュート？　裏庭？」

　規のり子こが訊たずねる。

　気がつくと、鈴りんの周りには何人もの女子が集まっていた。未み嗣つぐは話の輪から外れて、それを聞いているだけになってしまった。

　まあ、女の子の集まりに混じるのはちょっと恥ずかしいし、下手をすると鈴が気をつけても話題の流れでうっかり例の手紙のことがばれてしまうかも知れない。この現状はむしろ望ましかった。

「どっちでもないよ。『キューピッド』にお祈りすればいいって聞いたけど、お供えのやり方ってわかんなかったし。午前中の五分休みの間に、ダッシュで行ってきて踊り場の隅に置いてきたの。愛用のストラップ」

「それで……効いた？」

　言葉には出さず、奈生美は胸元で小さくＶサインを出した。その手を、規子がぎゅっと握る。

「やるじゃん！　奈生美が狙ねらってたのって、陸上部の浜はま崎ざき先輩でしょ？」

「うん」

　浜崎というのは、ハイジャンの選手で去年県大会でも上位に食いこんだ三年生だ。見た目も性格もいいので女子に人気がある。しかもというか、だからというか、特定の彼女はいない。

　何しろ、未嗣さえそのことを耳にしているくらいの校内の有名人だ。

「じゃあ、そのやり方が効くのかな？」

「あ、でも四組の京きよう花かちゃんは裏庭式で彼氏つかまえたってさ。だいたい規のり子こは彼氏いるんだから聞いてどうする気？」

「じゃあ、どこでもいいのかな？　そんなに効くんだったら、あたしも誰か狙ねらおうかなぁ」

「それって変だよぉ！」

「ほら。お料理だってレシピが先にあって材料集めるのと、いい材料が手に入ったからどう料理するか考えるのと両方あるじゃない？　それと同じで」

「全然違～うっ」

　不自然だ――脇で笑い声を聞きながら未み嗣つぐは思った。

　この手の「おまじない」というのは、普通様よう式しきをきちんと遵じゆん守しゆすることが求められる。それに、結果がすぐに現れ、しかもこんなに確実性が高いというのは妙だ。

「うぃーっす」

「お、話題の主ぬし登場？」

　教室に現れた城しろ山やまは、鈴りんの声に少し顔を赤らめた。ただ、照れてはいるが困っているようにも嫌なようにも見えない。性格なのか。もう馴なれたのか。

「来たなー、幸せな裏切りもんが！」

「お前のギャルゲーに捧ささげた思いは偽物かーっ！」

　女子ばかりではない。城山と仲がいい本ほん田だや河かわ本もとも囃はやしたてたり指笛を吹いたり。

　今日でこれなのだから、発覚した当日にはどれだけもりあがったのか。

「おはよう。ちょっと意外だね。あんなこと言ってたのに」

　他人の色恋沙ざ汰たに口を挟むべきではないとは思っても、やはりちょっと気になる。

　城山が方針を変えたように、自分も手紙の主がわかったら受け入れてしまうのだろうか。

「ん？　まあ……何か自分でもわかんないんけど、好きだって言われたら急にこっちもドキドキしてさ。三み島しま先輩って、美人だろ？　いや、自慢するわけじゃないけど、美人は美人だけどあそこまで魅力的だって今まで気づかなかったっていうかさ」

　真っ赤な顔で説明する城山は、妙に早口だ。うろたえたり焦ったり、あるいは隠しごとがあったりすると人は言葉が多くなるのか。

「あんだけの美人から好きって言われると、やっぱり嬉うれしいっていうかさ。あ、別に美人限定じゃなくたって人から想おもわれるのって誇らしいだろ？　美人ならなおさら嬉しいって話でさ」

　頭の後ろをかきながら城山の口が滑すべりまくる。多分、気持ちが高揚していて沈黙に耐えられないのだ。

「おっ？　城しろちん早くものろけてますか？」

「言ってろ！　俺はミリンとは違って愛もロマンも理解する男なんだよっ！」

「ギャルゲーマニアだけどねー。ああ、三島先輩は髪の毛がピンクだったり緑だったりするアニメ顔の女の子と同列に扱われちゃうのかしらん？」

「それは関係ねーのっ！　きれいなモン見て嬉うれしいのと、現実の彼女は別！　ほら、俺様げーじつかだし？」

　笑いながら、城山は鞄かばんを自分の席に放ほうり投げる。

　ちょうどチャイムが鳴り、教室に担任の伊い月つき先生が入ってきた。

「皆さんに注意があります。ここ何日か、特別教室棟の踊り場で――」

　ＨＲでの注意事項も『階段のキューピッド』の件だった。生徒たちの間で「おまじない」がエスカレートしているので、慎つつしむようにと注意される。何人かの女子が「え～っ」と不満の声を上げた。

「……みんな、そんなに期待してるのかな……」

「そりゃ、たった二、三日であれだけ効果があったんだもん。女の子ってやっぱりこういうおまじないとか好きだし」

　未み嗣つぐの呟つぶやきに、隣席から鈴りんが告げる。

　不自然だとは思ったが、さすがに授業中にはそれ以上込み入った話をするわけにもいかない。続きは給食時間になった。

「それにしても、本当にすぐに広まったね」

「んぐ？　未嗣くんも気になる？　やっぱりゴーストハンター？」

　八はつ宝ぽう菜さいを頬ほお張ばったまま、鈴が訊たずねてくる。

「そういうわけじゃないけどね」

「あたしも自分の目で確かめたわけじゃないけど、ちゃんとお供え物は朝には消えてなくなってたんだって。もちろん、校務員さんが片づけたとかじゃなくて」

「それだけなら何とも言えないよ」

　捧ささげ物の方法が複数あるのは、狭い場所で他人と鉢合わせを避けるために自然に生まれたものかも知れない。だが、いろんな手段があるということは、それが消える理由もさまざまなものがあり得るということだ。誰かが拾った可能性があるし、外に置いたものなら野良犬やカラスが持ち去ったことだってあり得る。

「人に見られないように供えた品物だったら、それを持っていく現場だって人目にはつきにくくなるよ。自然にね」

「あ、そうか」

　未嗣が思いついた説明に、鈴は素直に納得した。

『トイレの花子さん』の目撃情報など、校内で起きた怪事件はメモに取っている鈴だが、今回は当事者にとっては秘密の儀式だ。奈な生お美みや城しろ山やまのように実現した結果ばれてしまうケースは別にして、何人が試してどれだけ成功しているかのデータは調べにくい。

　それにしても、普及のスピードが速すぎる。それに、実現の確率も。失敗例や未定のケースは話に昇らず、成功したものだけが伝わっているとしても、たった三日で何件もというのは異常に思えた。

　恋愛は放射能に似ていると、未み嗣つぐは思ったことがある。

　クラスや友達グループの中で誰かが彼女や彼氏を作ると、何となくみんなが浮き立って、早く自分もパートナーを捕まえたいというような空気が流れてくる。昨日まで恋なんて興味ないと言っていた奴まで。

　ふた組、三組とカップルが増えると、残された者はますます焦り出す。

　ちょうど、放射線を放はなつ試料があると周囲の物体まで放射能を帯びていくように。

　恋を熱病にたとえる言い方があるけれど、それはただ当人がのぼせて熱くなるからではなく、感染し、広まっていくからだろう。

　ただし、それは経験に基づく実感ではない。本やドラマで知った知識でもない。

　今までずっと、未嗣は観察者だった。

　これまでに転校で渡り歩いた中学での、観察に基づく認識。

　いわば、自分は分厚い鉛入りの防護服を着た実験者だった。

　恋だけではなく、友達を作るというだけでも。

　重い防護服を脱ごう。率直になろうとは思っていても、今の事態には違和感を覚える。

　自分たちがつき合ってることを周囲にアピールしようとするケースもあれば、周囲から見れば丸わかりなのに懸命に隠そうとしている人もいた。

　恋そのものではなく、それがもたらす雰囲気を何種類も見てきた未嗣の目から見ても現状はどこか不自然だ。

　まるで自然に熱病が広まったのではなく、誰かが生物兵器を散布したみたいな――。

「気になるんだったら実験してみるとか？『血ち塗まみれ看護婦』の時と違って、今回は簡単に試せるし」

　牛乳を吹きそうになった。

　慌あわてて屈かがみ、咳せきこみながら何とか飲み干す。

「実験できないでしょ！　僕には、両りよう想おもいになりたい相手とかいないんだから」

「例の手紙の人とか？」

「相手が誰かもわかんないんだよ、まだ……って、ミリンさん、さりげなく事態が進展してるかどうか、聞き出そうとしてない？」

　小さく抑えた、しかし鋭い声で問いつめる。

「あははは。手紙の主ぬしが未嗣くんの欠席を知ったらお見舞いに行ったんじゃないかなとか思って。ま、あたしも昨日行きたかったんだけど、ちょっと家の用事でね」

　目を細めながら、鈴りんが小さく舌を出した。

　ついでに、口元についた牛乳を嘗なめとる。

「もう……それとも、ミリンさんが実験台になって協力してくれるの？」

　思わず、軽口に軽口で対抗してしまった。

「ん～。あたしも、そう言われるとなぁ……」

　一瞬、鈴りんが真顔になる。

「それに本当に本気で好きな人ができたら、多分あたし、きちんと自分で決心して好きっていうと思うな。変なおまじないとかに頼らないでさ」

「それなのに、僕には勧めたわけ？」

　何気ない言葉だが、未み嗣つぐは気づいた。

　鈴が今まで、真剣に誰かを好きになって、告白したことがないということを。

「あはは。冗談冗談。でも、後半は本気だよ」

「……ミリンさんらしいね」

　確かに、彼女は他人の恋を叶かなえるために奔ほん走そうはしても、人には頼らないだろう。それに、こっそり願がん掛かけをしてるヒマがあったら、まず当の相手に真正面から告白しそうだ。

「本当に好きになったら、ちゃんと言える勇気があるかどうか、わかんないけどね。だから『階段のキューピッド』に頼る気持ちもちょっとはわかるんだ。ちょっとはね」

　まるで未嗣の内心を見み透すかしたように言うと、鈴は牛乳を飲み干す。

「まあ、確かにこのブームは変っていうか、気にならないわけじゃないけど『血ち塗まみれ看護婦』の時と違って誰かに迷惑がかかるとか危ないとかじゃないしね」

　未嗣も給食を食べ終え、食器を片づける。

　鈴にはこう言ったが、北きた野の島じま中にあった『キューピッドの影』の話や、菫すみれ子この態度も気にかかる。やはり杏あんず子こと一緒に調べた方がいいかも知れない。



　放課後になり、杏子とコンタクトした未嗣は例の階段に向かった。

「トイレで話してる子も何人かいたよ。お供えすりゃ両りよう想おもいになれるとか、品物はなるべく自分の大事なものがいいとかさ」

　廊下を歩きながら、他人には聞こえない声で杏子が説明する。

「あたしには自分の持ち物なんか何もないからなぁ……。願掛けようにも……」

「え？　何か言った？」

「ななななな、何でもないよっ！　何て言うか、その、要するに、人間の女の子だったらどういうことするのかなーってさ！　ほら、あたし長く学校にはいるけど、生徒の間のことだと案外わかんなかったりするんだよ。今まで未嗣みたいにあたしと話できる奴なんていなかったんだしさ」

　はっきり聞き取れずに未嗣が聞き返すと、杏子は大おお慌あわてで首を振った。あまり独り言ですれ違う人の注意を引いてもまずいので、とりあえずそれ以上追及せずに聞き流した。

　階段に近づくと、妙にきゃあきゃあはしゃいだ女子の声が聞こえてくる。

「やはり人が集まってるね」

　踊り場の染しみの前にたむろしているのが三、四人。それとは別に上の三階から見ている三人組のグループがふたつ。未み嗣つぐがいる二階でも数人が談笑している他、他人がいなくなるのを待っているのか。廊下の同じところを行ったり来たりしている女子が何人か。

　みんな時には潜ひそめた声で、時には嬌きよう声せいで、互いに好きな人のことを聞き出そうとしたり、自分からほのめかしたり『キューピッド』への供く物もつの作法を話し合ったりしている。

　一年生も、二年も三年もいる。文化部っぽいのも運動部風なのも。

　ただ、どの子も浮わついていて、それでいて本気で、楽しそうで、不安そうだ。

　女の子集団特有のオーラみたいなものは、異覚アザー・センスの強弱とは別にびんびん伝わってくる。

　さすがに近づくのは恥ずかしくて、未嗣は遠巻きに眺めるのが精一杯だ。

「こういうのは、他人に見られたら効かないっていうのがパターンなのにね。結局友達には話すし、手伝ってもらうのかな」

「でも、こういうのって何かいいって言うか、羨うらやましいよな……」

　未嗣の肩越しに女の子たちを眺めて、杏あんず子こが呟つぶやいた。

「どうする？　これじゃ調べるのも難しいだろ。あたしが追っ払おうか？」

　基本的には腕力や敏びん捷しよう性だけが取り柄の杏子だが、幻象フエノメナとして人間の異覚を刺激し、不気味な気配を感じさせたり、怯おびえさせたりはできる。その力で、集まっている女の子たちを立ち去らせようと言うのだ。

　もっともこの手段、鈴りんのように極端に鈍にぶい人間には通用しないのだけど。

「いや、いいよ」

　好奇心だけの野次馬半分でも、何かの願いを持ってここに来ている。追い散らすようなことはしたくない――そう未嗣が言いかけた時。

　ぞぞっ！

　背筋を、冷たい蛇が這はう感触。

　風邪の寒気などではない。これは、違う。

　間違いなく、何度もアプローチしている幻象。

「……何だよ、これ！」

　杏子も感じているのだろう。

　不審そうな顔で周囲を見回し、握った両拳こぶしを胸元に構かまえる。

　未嗣の額に脂あぶら汗あせがにじむ。震えそうな奥歯をかみしめて力を込める。

　何か幻象が力を奮ふるい、発散している。

　だが、これを「悪お寒かん」「恐怖」として捕らえているのは未嗣だけだ。

　周囲の女生徒たちはごく普通に笑い、語らいながら、自然な態度でこの場を離れていく。

「……多分、彼女たちの心に働きかけてる。そういう幻象フエノメナなんだ」

　辛かろうじて口唇くちびるを開き、杏あんず子こに告げる。

　恐らく女の子たちは自分がなぜここから立ち去る気になったのか、理解も自覚もしていないだろう。

　現に、両肩を抱えて震えている未み嗣つぐとすれ違っても注意さえ払わない。

　ここから離れるという意識が何よりも優先し、それが自然なことだと認識しているように見える。

　昔話に伝わる妖よう怪かいにも「幻象」がいるとしたら、人の心を読むサトリやセイレーンの魅了のように人の心を操る能力もあり得る。

　極端に敏感な異覚アザー・センスを持つ未嗣だけが、幻象の作用を受ける前に、その気配に反応し本能的に身み構がまえて防御してしまうのだ。

　まるで空気が急に冷えこみ、気圧さえ低下したような強烈な違和感。

「未嗣っ？」

「大丈夫……！　耐えられる。ちょっと、びっくりしただけ」

　杏子に肩を支えられたまま、未嗣は一歩ずつ、無人になった踊り場に近づいた。

　影に――踊り場に焼きつけられた天使のシルエットがにじみ、震え、ゆらめき、浮かび上がる。

　黒く半透明の、無む貌ぼう有翼の少年が未嗣の前に立ちはだかる。

「き、君は……」

「初めまして、でいいよね？　君も、そっちの彼女も。僕は『踊り場のキューピッド』。まあ『階段のキューピッド』の方がいいかな？　昔は『踊り場さん』って呼ばれてたんだけど、古くさくてかっこわるいでしょ？　だから『キューピッド』って呼んでもらった方が嬉うれしいな」

　無邪気そうなボーイソプラノで、饒じよう舌ぜつに『キューピッド』は挨あい拶さつする。片腕で大きく弧を描き、片足を後ろに引きながら一礼する。芝居がかった仕草だった。

「君は『幻象使い』とか『不思議使い』って奴だろ？　ずいぶん異覚が強いみたいだね。手て強ごわいよ。僕が何度接触しようとしても、すぐに気づいちゃってたし。今だって幻象と一緒に話してるしね」

　やはり、たびたび感じた寒気――異覚はこの幻象によるものだったのか。

「その……君は、本当に噂うわさになっているように恋を叶かなえる力があるのか？　北きた野の島じま中にいたっていう幻象と、同じ存在？」

「ウチの学校の七不思議になりに来たのか？　あいにく、ここはもう満席なんだけどな」

　質問を遮さえぎり、未嗣を庇かばうように前に出た杏子が挑発的な言葉をぶつける。

「ああ。そんな風にいっぺんに言われても困るよ。順番にね。質問も、願がん掛かけもね」

　両手と翼を振りながら『キューピッド』は苦笑した。目も鼻も口もない、薄うす墨ずみ色いろのシルエットだったものから、人間らしい造作が浮かび出る。

「僕の正体とか、能力は彼女が知ってるよ。君たち、教えてもらってないの？」

　声に、未み嗣つぐは振り向いた。

　菫すみれ子こが立っている。

　その名の通りの深い菫色の瞳ひとみで、まっすぐに『キューピッド』を見つめている。

　だが、その眼まな差ざしの強さは、どこか強こわばっているように未嗣には感じられた。

　自信に満ちているというよりは、虚勢を張っているような視線。

　傍かたわらには、心配そうな表情で椿つばき子こが寄り添っている。

　幻象フエノメナも人間と同様に青ざめることを、未嗣は知った。

「久しぶりだね、花子さん」

「……今は、菫子ですわ」

「なるほど。じゃあ菫子さん。率直に言うよ。僕も、この学校の仲間に入れてほしいんだ。ほら、おまじないとか願がん掛かけ系の話って、割と七不思議とは区別されたりするじゃない？　だから共存できると思うんだよね。北きた野の島じま中でもそうだったでしょ？」

　未嗣にも思い当たる節はある。



    

  
    
      



    

  
    
      　これまで転校してきた学校の中には、いわゆる七不思議とは別にこういうジンクスが言い伝えられているところもあった。恋ではなく、テストやスポーツで成功するための願がん掛かけだったが。

　この『キューピッド』のように確かに効くものはなかったから、そこに幻象フエノメナが介在していたかどうかはわからないけれど。

「わたくしが、どう答えるかはご存知でしょう？」

　菫すみれ子この声も、微かすかに震えていた。

「そうだね。君は、僕を封印したんだもんね。十年前、自分たちのエゴのために」

　戦せん慄りつし、未み嗣つぐはキューピッドの影と菫子を交互に見る。

　菫子も肩が、微かに震えている。

「……本当かよ、菫子？」

「否定はしませんわ」

　杏あんず子この詰きつ問もんに、菫子は無表情のまま答える。

「僕が君の地位を脅おびやかしたからって、みんなの役に立って、必要とされている僕をね！　だけど、今度はそうはいかないよ。僕はもっともっと強くなる。君に邪魔されないようにね。だけど、僕は寛大だ。君に恨うらみはあるけど、別に君をやっつけたいとか思ってない。ただ、みんなに喜ばれたいだけなんだよ。そのために、この学校に現れたんだ」

　両手を広げ、唄うたうように『キューピッド』は主張する。

「君たちなんかより、よっぽどここにいるべきだと思わないかい？　いや、僕は菫子と違って心の狭いエゴイストじゃないからね。君たちを追い出そうって気はない。ただ、ここにいさせて欲しいんだ。みんなに――恋をする子たちに喜んでほしいだけなんだよ」

「……あの時も、あなたはそう言いましたわね」

「だけど、あの時のようにはいかないよ」

「わたくしは……この学校を守りますわ」

「学校じゃなくて、自分の存在と立場を、だろ？　君は、昔からそういう奴だったもんな」

「菫子？」

　杏子が叫ぶ。菫子が口唇くちびるを噛かむ。

「あなたを、許す気はありませんわ。わたくしは、あなたのような者が、祉し河が原わら東ひがし中に入りこみ、根づくのを許しません」

　菫子が右手を掲かかげ、小指から一本ずつ指を折って固めていく。

　小さく、白い拳こぶしに何かの『力』が凝こり固まっていくのが、未嗣には感じ取れた。

　杏子には敏びん捷しよう性とパワー、それに憑ひよう依い能力。椿つばき子こにはヒーリングの力がある。

　だが、菫子が幻象として常人にはない能力を発揮するところを見たことはない。

　知識が豊富なだけではなく、やはり彼女にも特殊な力があるのか。

「おや？　それを、使うわけ？」

「二度と使いたくない……使わないと決めていましたわ。ですけど、あなたがそのような態度をとり続けるのでしたら……」

　思い詰めたような眼まな差ざしで、菫すみれ子こは一歩、また一歩、ゆっくりと階段を下りて踊り場に近づいてくる。

「やめろよ、菫子！」

　杏あんず子こが抱きつき、その歩みを止める。

「僕は退散するよ。花子さん――じゃなかった。菫子ちゃんには、どうしてもわかってもらえないみたいだからね」

　退散――？

　その言葉に、未み嗣つぐが不審を覚えたのと同時だった。

　まるで一陣の突風。

　急激な「感覚」が吹き荒れる。

　轟ごう音おんにさらされた鼓こ膜まくのように。絶叫マシンに乗った三さん半はん規き管かんのように。強い光を浴びた眼球のように。

　身体からだのどこか――異覚アザー・センスを感じる部分がくらみ、しびれる。

　脳裏に七色のストロボが点滅し、耳の奥が張りつめる。

「……うく……っ！」

　小さなうめき声を漏らすのが精一杯だった。全身から力が抜ける。片かた膝ひざを突く。

　幻象フエノメナの存在や接近を感じた時とは、また異ことなる独特の感触だ。

　無意識のうちに瞼まぶたに力を込め、壁に手を突いていた未嗣が目を開くと『キューピッド』の気配は消えていた。

「……あいつは、どこだ？　わかるか、未嗣？」

　杏子の問いかけに、未嗣は首を振った。

　混乱する異覚を研とぎ澄まし、周囲を探ってみるが、杏子たち三人以外の気配は感じ取れない。

「……ここには、いないみたいだ」

　息を切らしながら、未嗣は壁の染しみに触れて確かめる。

　幻象の中には、場所に束縛される者がある。

　杏子たちは本来の居場所は女子トイレだが、校内ならある程度自由に動き回れる。『鏡の中の死神』は大きな鏡面を媒ばい介かいにしなければ現れられない。そして『神託オラクル』は視聴覚室そのものと同化しているので、そこからの移動は全く不可能だ。

『階段のキューピッド』も、おそらく階段の染みそのものに宿っていると未嗣は判断したのだが、違うらしい。

　何らかの方法で移動するか、あるいは自分の存在を完全に隠せるようだ。

　今まで『キューピッド』がらみの異覚アザー・センスが、感じてはすぐ消えたのはこの性質によるものかも知れない。

「……で、今のあいつの話は本当なのか？」

『キューピッド』の不在を確かめると杏あんず子こは腕を組み、鋭い眼まな差ざしを菫すみれ子こに向けた。

「彼が、人の心に干渉して恋を叶かなえる――両りよう想おもいに導く力があるのは事実ですわ。今、女生徒を遠ざけたのもその力の応用でしょうね。恐怖感を与えて遠ざけたのではなく、本人たちも意識しないままに立ち去らせたのですから」

「そんな説明してほしいんじゃないんだよ！」

　ドンっ！

　杏子の拳こぶしが壁を叩たたく。鈍にぶい低音が響く。

「あんたが北きた野の島じま中で、自分の地位を守りたくてあいつを封印したとかっていう話の方！　それが本当かって訊いてんだ！」

「否定は、しませんわ」

　押し殺した声で、菫子はさっきと同じ言葉で答えた。

　杏子の方を見てはいない。顔を逸そらし、廊下の窓から遠くを見つめている。

　未み嗣つぐは気づいた。

　あの方角は確か、廃校になった北野島中だ。

「あ、あの……」

　小声で、ふたりの間に割って入る。

　先日も険悪だったが、今日はそれ以上だ。一触即発で、つかみ合いのケンカが始まりそうな雰囲気だった。

「菫子さんも、何か理由があったんでしょ？　そうだよね？」

「やめろよ、未嗣！　そんな奴、庇かばう必要なんてないだろ！」

　顔を背そむける菫子を、杏子はさらににらみつける。

「あたしらは、他の幻象フエノメナが余計なちょっかい出して来た時、生徒たちを守ることはできても、それだけだ。『鏡の中の死神』なんて誰かを傷つけるしかできないし、『神託オラクル』だって予言の能力はあっても、実際にそれを使うのはあたしたちだけだ」

『視聴覚室の呪のろいのビデオ』はあり得る未来の一端を見せると、生徒たちは信じている。だが、その条件は難しく、実際に試すことは難しい。「彼」の実力を知っているのは「七不思議」の仲間である杏子たちと「不思議使い」の未嗣に限られる。

　確かに、校内に住まう「七不思議」は『階段のキューピッド』のように、生徒たちに何かのメリットを与えているわけではないのだ。

「先日も言った通りですわ。あなたに、説明したくありません。わたくしの、話ですわ」

　菫子はいつものように髪をかき上げる。

　だが、自然な仕草には見えない。

　普段の冷静な彼女を下手な芸人が物まねしているような、滑こつ稽けいに誇張された動き。

「あの……菫すみれ子こちゃんは、わたし、後で話しておく。でも、菫子ちゃんも、わたしも、言いたくないこと、あるし……。わかって……」

「わかるかよ！」

　不安げにこちらをうかがう椿つばき子こにまで、杏あんず子こは怒声を飛ばした。

「何かあったのならはっきり言えよ！　あいつがもしヤバい奴なら、この学校の生徒が危ないんだぜ。それとも、あんたらがこの学校を――生徒を守りたいって言ったのは嘘うそか？　ただ新しい学校に居着くための出で任まかせかよ？」

「……違う……！」

　椿子が目に涙を浮かべて、しかしまっすぐな眼まな差ざしで杏子を見つめた。

「わたしも、菫子ちゃんも、本気、だもん……。『血ち塗まみれ看護婦』とだって、戦った。生まれた、場所から、離れても、学校が、好きって……それは……変わらない。杏子ちゃんと、同じ、だもん！　嘘、だなんて……言って、ほしく……ない！」

　声を詰まらせ、椿子が叫ぶ。

「あ、あの……とりあえずみんな落ち着いてよ。菫子さんにも何か事情があるんでしょ？　でも、何かあいつ――『キューピッド』について知ってることがあったら、できる範囲でいいから話してほしいんだ。あいつが言う通り悪意のない幻象フエノメナなら共存だってできるだろうし……」

「……彼に悪意はありません。それだけは、確かですわ」

　それなら危険はないということか。焦って対たい処しよする必要もないのか。

「やばくない相手なら、どうしてそいつを封印とかしたんだよ？」

　杏子の声はさらに硬いものになった。投げつけられる、尖とがった言葉の礫つぶて。

「……話したくないと、言ったはずですわ」

「菫子、てめぇっ！」

　杏子の手が翻ひるがえる。

　菫子が頬ほおを抑える。

　鳴った音は、未み嗣つぐ以外の誰に聞こえただろうか。

　幻象が幻象を打った、現実には存在しない響き。

「あ、杏子さん。落ち着いて……っ！」

　未嗣は杏子にしがみつく。

「み、未嗣がそう言うなら……。でも、仲間っていうか、友達に隠しごとされて納得できるかよ！　しかも、最初に隠しごとして近づいたんだぜ！」

　本気を出したら普通の人間が敵かなう相手ではないが、未嗣が羽は交がい締じめにすると杏子の動きは鈍にぶった。そこを気き遣づかうだけの冷静さはまだ残っているのか。

　だが、その間に菫すみれ子この姿は薄れ、完全に消えていく。

「待てよ、菫子！　ちゃんと説明しろ！」

「杏あんず子こさんたちだって、初め僕に接触した時に全部教えてくれたわけじゃないでしょ？」

　興奮した杏子に振りほどかれそうになり、未み嗣つぐはとっさに叫んだ。

「あ……」

　息を詰まらせ、杏子が動きを止めた。

　腕をだらりと下ろす杏子に、未嗣も両手をほどく。

　解放された杏子はきまり悪そうに、一、二歩後ずさり、未嗣の後ろに立つ。

「頼むから、ケンカとかしないでよ。菫子さんのことは、後でゆっくり考えようよ」

　背中を向けたまま、杏子に告げる。

「そ、それじゃ……わたし、行くから……」

　軽く会え釈しやくして、椿つばき子こも姿を消した。

　菫子の方のフォローは彼女に任せるしかないだろう。

「あの時は……まだ未嗣が味方だって決まってなかったから。でも、今は違うよ！」

　残された杏子は、常人には聞こえない声を張り上げて未嗣に訴えかけた。

「その……あたしは幻象フエノメナで、未嗣は人間だしさ。でも……もっとわかりあいたいっていうか……同じだろ？」

　同じものを見て、同じものを聞いて、同じ学校で時を過ごす。

　そういう意味では確かに、同じ仲間だ。

　そんな風に未嗣が考えていると――。

「あの……大丈夫ですか？」

　不意に聞こえてきた、知らない声に振り返る。

　心配そうに未嗣を見下ろす杏子の後ろから、背伸びするようにして肩越しにのぞき込むもうひとつの顔があった。

　小柄な一年の女子だ。

「あ……ああ、ありがとう。大したことじゃないよ。ちょっと風邪がぶり返したみたいで」

『キューピッド』が去ったからか。またちらほらと女子が集まり始めていた。未嗣を気遣ってくれたのは、その中のひとりだ。

　どこかで見覚えが――少し考えて、未嗣は思い出した。

『キューピッド』が見つかった時に現場にいた女の子。確か、最初に見つけた本人だと城しろ山やまが言っていた子だ。

「そうですか？　あの、何だか具合悪そうで、独り言とか喋しやべってたみたいですし……」

「うん。本当に大丈夫だから」

　軽く手を挙げ、一年の女子とその手前にいる杏あんず子この両方に合図する。

　既にたくさんの女生徒が集まっているのだから、杏子にはこの場を離れてもらった方がいいだろう。

　先走ったことはしないように目配せしたが、果たして伝わったのか。

　とりあえず、杏子がこの場から離れていくのだけは確認できた。

「あ……あの……っ！」

「ん？」

　礼を述べ、その場を立ち去ろうとした未み嗣つぐに、お下げの一年女子が声をかける。

「ひょっとして『キューピッドさん』に願がん掛かけに来たんですか？」

　顔を上げ、またすぐ俯うつむき、まっすぐに未嗣の方を見ずに、少女が訊たずねた。

　好奇心――というより、その口く調ちようには不安と期待が混じっている。

「いや。そうじゃなくて……ちょっと通りかかっただけっていうか……」

「そ、そうなんですか？　その……男の人は珍しいなって思って。変なこと訊きいちゃってごめんなさいっ」

「別にいいよ」

　妙にせっぱ詰まった口調の少女に、未嗣は苦笑する。

「あの……っ。じゃあ、先輩は好きな人とかいないんですか？」

「えっ？」

　突然の質問に、足が止まる。

「賽さい穏おん寺じ先輩。あたしの手紙、読んでくれました？」

「じゃあ……君が……？」

　心臓が跳ね上がる。

　異覚アザー・センスの反応とは違う。幻象フエノメナ以上に自分とは――男とは異ことなる何かに触れた時の感触。

　どこか一部ではなく、全身のありとあらゆる機能が未知とのコンタクトを期待し、警戒して震えている。

　未嗣自身の意思とは無関係に。

　未嗣にとって、女の子は幻象と同じくらいの異物だった。

　自分とは根本から異なるのに、同じ時、同じ場所に存在し、コンタクトしてくる存在。

「はいっ！　一年の……って、それはバッジでわかりますね。何言ってるんだろ、あたし。あ、名前は伊い都つ美みです。鮎あゆ崎ざき伊都美。今、ちょっと不安だったんです。先輩が『キューピッドさん』にお願いに来たのなら、誰か好きな人がいて、あたしの気持ちとか伝わらないんじゃないかって思って……。あ、ごめんなさい。あたしばっかり喋しやべっちゃって……」

　伊都美と名乗った少女の緊張がこちらにまで伝わってくる。

　おとなしい下級生。真剣に思い詰めるタイプが精一杯の勇気を奮ふるった――鈴りんや椿つばき子この予想は当たっていた。

　多分、今も具合の悪そうな自分を見かけ、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスに思い切って声をかけてきたのだろう。

「手紙……その、ありがとう。ちゃんと、読んだよ」

「そうですか？　今、ありがとうって言いましたよね？　やっぱり！　つき合ってくれるんですよね？」

「え？　ああ、その……誤解してほしくないんだけど」

　慎重に言葉を選びながら、未み嗣つぐは呼吸を整える。

「君のことが嫌いっていうわけじゃないんだ。でも、僕、鮎あゆ崎ざきさんのこと、何も知らないし。好きとかつきあうとか、ちょっとそういうことは……」

「あたしは先輩のこと、知ってますよ。『血ち塗まみれ看護婦』事件のこととか、すごくかっこよかったし……」

　それで未嗣も合が点てんがいった。

「あれは、まあたまたまっていうか……。多分、実際に話とかすると幻滅するよ、きっと。僕なんか、そんなかっこいい人間じゃないって」

「謙けん遜そんなんてしなくていいです！　あたし、先輩が凄すごい人だって……特別な人だって知ってますから！」



    

  
    
      



    

  
    
      「い、いや。だからさ。あれは、その、たまたま知ってただけっていうか、思いついただけで。いつか誰かが気づいたことだよ。僕じゃなくてもさ」

　真実は違う。

　不思議使いである未み嗣つぐが危険な『血ち塗まみれ看護婦』を倒したが、真相を秘ひ匿とくするために偽装したのが「公式の解決」なのだ。

「違います！　あたしは……知ってます。本当の先輩を、あたしだけは知ってるんです」

　真顔で、伊い都つ美みが告げる。

　明るく滑なめらかな鈴りんの雄弁さとも、ぶっきらぼうに飾らない杏あんず子この真まっ直すぐさとも違う。

　圧倒される。

　真剣さに、ひたむきさに。

　それでも――。

「ごめん。嫌いとか、そういうのじゃないけど、今はまだ……」

　他人から強い好意をぶつけられるのは、怖い。

　今まで転校先では人間関係を淡泊に留とどめてきた未嗣だ。それを改めようとは思っても、これほど強い感情を受け止めるような、心の準備はできていない。

　今までのポリシーを翻ひるがえし、美術部の三み島しま先輩の告白をあっさり受け入れたという城しろ山やまの気持ちは、やはりわからない。

「先輩、誰か好きな人とかいるんですか？」

「そ、そういうわけでもないよ。ただ、今のところは、女の子とつき合うとか、そういうことを考えてないっていうか……」

　鮎あゆ崎ざき伊都美という少女がどんな人間なのか、自分なんかのどこに好意を抱いたのか、未嗣は知らない。

　ただ、彼女の気持ちを傷つけたくはないと思う。

「そ、そうですか……。でも、あたしのこと、嫌いとかじゃないんですよね？」

「それはそうだけど……」

　嫌うほど、知っているわけではない。

　そもそも転校を繰り返してきた未嗣は、他人を嫌ったり退しりぞけたりするより、いつも自分が周囲から浮かないようにすることばかり気き遣づかってきたのだし。

「その……友達になるっていうんじゃ駄目なのかな？」

「ありがとうございます。まず、友達ですね？　それじゃっ！」

　嬉うれしいのか、恥ずかしいのか。

　勢いよく頭を下げて、伊都美は小走りで去っていった。

「鮎崎、伊都美さんか……」

　手紙を入れたポケットに手を当てる。

『キューピッド』が人払いした効果が切れたのか、またちらほらと女子が集まってくる。

　未み嗣つぐも目立たないように、この場から離れることにした。

　また、頭の痛い問題が増えてしまった。女の子の気持ちと、幻象フエノメナがらみの事件を一緒にしてはいけないのかも知れないが。

「……でも、考えてみると杏あんず子こさんや菫すみれ子こさんも女の子なんだよなぁ……」

　いろんなことが絡み合って、うまく整理がつかない。

　気にはなるが『キューピッド』はすぐに実害が出るようなものでもなさそうだし、杏子と菫子も反発しあっていて、急に衝突したりはしないだろう。むしろ未嗣本人も含め、少し頭を冷やす時間をとった方がいいかも知れない。

　鞄かばんを取りに教室に戻ると、鈴りんがいた。

「あれ？　未嗣くん、今帰るところ？」

「うん。ミリンさんは？　委員長の仕事？」

「あたしだっていつもそればっかりじゃないよ。明日英語当たるから、予習。途中まで一緒に行こうか？」

　とんとんとノートを揃そろえながら、鈴は答えた。

「う、うん」

　並んで歩き始めると、妙に意識してしまう。

　伊い都つ美みに告白された直後だからだろうか。

　今まで気楽に話せる友達だと思っていた鈴が、急に「女の子」に思えてくる。そして、自分が「男」だということも、頭の片隅から離れない。

　ふたりきりで教室に居残って話をしたり、家で料理してもらったりしたことまでもあったのに。

（あまり気にしてなかったけど……あれってずいぶんなことだったんだよな。親も誰もいない家に女の子が来て、ご飯作ってくれたなんて。あの時は、杏子さんたちも現れたりしたけど……）

　純粋な美び貌ぼうという意味では完かん璧ぺきと言っていいほど整っている杏子たちには、一歩も二歩も譲る。だけど、元気と愛あい嬌きようがあって、お調子者のようでいてよく気がつく細やかさは彼女の魅力だ。

　一緒にいると元気になれる女の子。

（……って、何を考えてるんだ、僕は）

　考えなければならないのは、鈴のことよりも鮎あゆ崎ざき伊都美だ。

　つき合う――というのは正直考えにくいが、かといって断るのも気が退ひける。

「……ねえってば！」

「え？」

「もうっ！　何かあったの？　さっきから話しかけても上の空でさ」

　上目遣づかいで、鈴りんが笑いながら頬ほおを膨ふくらませる。

「えー……えーとさ。ミリンさん、これはあくまで仮定の話として聞いてほしいんだけど」

「仮定？　うん、仮定ね」

　頬ほおに溜ためた空気をぷっと吹き出して、鈴は目を細める。

「もし、ミリンさんが知らない人から好きだとか言われたらどうする？」

「……どんな人かってことにもよるよ。全然知らないって言っても、第一印象ってあるじゃない？　それに、本当にいきなり言われるのと、先に手紙とかもらってるのだとまた違うしねー」

「だ、だからっ！　仮定の話だよっ！」

　痛感する。

　自分は、こういう話はまるっきり不慣れで苦手だ。

　前の学校のことなど、適当に話の調子を合わせたりはぐらかしたり、空気を読んで角を立てないように流したりするのは得意なはずなのに、この一件では完全に見抜かれてしまっている。

　もちろん、鈴が聡そう明めいだというのもあるけれど。

「……相手のこと、別に嫌いじゃないんだよ……じゃなくて、嫌いじゃないとしてさ。よく知らないから特に好きっていうこともない。だけど、向こうが好きだっていってくれるなら、つき合ってもいいのかな……ってさ。城しろ山やまの場合みたいに」

「城しろちんは城ちん。未み嗣つぐくんは未嗣くんでしょ」

　鈴はあっさりと答えた。

「そんでもって、あたしはあたし。あたしだったら……そうだなぁ。友達にはなっても、彼氏にはしないと思うな。まあ、実際にそういう経験ってないから、あくまで想像の話だけどさ」

　そんな話をしているうちに、未嗣たちは岐き路ろにさしかかった。

「じゃ、あたし、こっちだから」

「うん。それじゃ、また明日」

「あのねー」

　角を曲がり、歩き出した未嗣の背中に鈴の呼び声が届く。

「未嗣くんって思い詰めるタイプだし、まだ人づきあいを怖がるクセが残ってるでしょ？　だから……その……そういう娘こがいるなら、深く考えこまないで思い切ってつき合ってみるっていう手もあると思うよ。例えば、笙しようちゃんならそういう風に言うと思う。まあ、ひとつの考え方としてさ」

「う、うん。忠告、ありがとう」

　大げさに手を振る鈴に、もう一度軽く頭を下げて、未み嗣つぐは家に向かった。



　吉よし住ずみ家があるのは市の中心から少し離れた古くからの住宅街だ。多すぎるくらいの街灯に照らされ、こぢんまりとした一軒家がそれぞれの狭い庭を挟んで寄り添っている。

「ただいまー」

「おっかえりー」

　鈴りんが帰宅すると、姉の笙しようが今のソファに寝転がってお笑い番組を見ていた。薄手のプルオーバーに丈の短いキュロットというラフなスタイルで、目の前のテーブルにはポテトチップスのかけらがちらほら散らばっている。共働きの両親はまだ職場らしい。

「笙ちゃん、だらしないなぁ」

「いーじゃない。今日、遅かったね」

　テレビがあまり面白くないのか。笙はつまらなそうにポテトチップスを頬ほお張ばっていた。

「うん。ちょっと校内でいろいろあったっていうか。ノート写させてもらったりとか、ちょっと友達に相談されたりとか」

「お？　恋の話？」

　瞳ひとみを輝かせ、笙が身を起こす。

「何でそうなるのよ！　笙ちゃんってば、何かあるとすぐそればっかし」

　帰り道での未嗣との話に関しては図星だ。

　だから、ことさらに強く否定してしまう。

　笙が起きあがったので、空あいた席に鈴も腰を下ろし、ポテトチップスに手を伸ばす。

「だって、中学生だったらやっぱりいちばんの話題ってそれじゃない？」

「そんなわけないってば！　笙ちゃんと違うんだから。テストとか進路とか、他にもいろいろあるでしょ？」

　リモコンを操作するが、面白そうな番組はない。結局、元のチャンネルに合わせる。

「鈴ちゃん、この前のあの子とはどうなわけ？」

「た、ただの友達って言ったでしょ！」

　最初に転校してきた時。『血ち塗まみれ看護婦』事件の時。

　話題があるたびに、鈴は未嗣のことを笙に話してきた。何だかんだ言っても、この姉は鈴にとってもっとも親しい人のひとりなのだ。

「ねえ、笙ちゃん」

「ん？」

「今、笙ちゃんがつき合ってる人って、サッカー部だったっけ？」

「あ、それは止やめ。今のは劇団やってるんだ」

　何の葛かつ藤とうもなく、あっさりと答える。

「演劇部？」

「そうじゃなくて、小劇団っていうの？　あれに参加してる大学生。心配しなくても、前のとはきれいに別れたからね」

「それは心配してない。笙しようちゃん、そういうのは上う手まいもんね」

　呆あきれるのと尊敬するのと半々の気持ちで、鈴りんもポテチをかじった。

　スポーツ一辺倒で親元を離れ、まるで武芸者のように己おのれを高め続けている琴こととは違い、笙にとっては恋愛がいちばんの趣味であり得意技だ。

　高校に入ってからでも彼氏はもう四、五人目だろうか。毎度毎度こじれないように縁を切り、相手によっては友達づきあいを平然と続けているのは、実際特技と言ってもいいかも知れない。

　鈴にはよく理解できないのだけど。

「笙ちゃん、そんな風にいろんな相手をとっかえひっかえして楽しいの？」

「うん。楽しくなきゃやってないよ。好きになったら即彼氏、これでおっけーおっけーよ」

　またあっさりと笙は答えた。お気に入りの芸人が出てきたのか、ちょっと身を乗り出してテレビに注目する。

「まあ……そういうと思ったけどね」

　やはり、この姉ははっきりしている。

　未み嗣つぐにはあんな風に言ったけれど、自分では簡単には割り切れない。

　もし、彼が誰か他の女の子とつき合うようになったら――。

「あのねー。恋愛の醍だい醐ご味みってつき合い始めるまでとか、つき合い始めた最初だと思うのよねー。ケーキの最初のひと口っていうか、相手のいいところがいちばん見えてる時期ね。で、本気になって傷ついたり傷つけたり、そういう修しゆ羅ら場ばになるのって嫌だし、ちゃんと相手も自分と同じタイプの、遊びで軽くつきあえて軽く別れられる奴を嗅かぎ当てるの」

　笙が、わざとらしく鼻をぴくぴく動かして見せる。

「嗅ぎ当てるって……動物じゃないんだから。それに、そんないい加減で浅いつきあいだけで、本当に楽しいわけ？」

　校内で起きている『キューピッド』のブームが、鈴の頭に浮かぶ。

　高確率――というよりは、ほとんど確実に意中の相手と両りよう想おもいになれる。その噂うわさが急に広まったせいか、みんなが何となく浮かれているように思う。

　本当に真剣で、ずっと慕したっていた相手がいるのなら『キューピッド』の出現をチャンス到来と考えるのも自然だけれど、せっかくの「便利でよく効くおまじない」を使わなければ損だとばかりに、遊び半分でお願いしようというクラスメイトもいる。

　話に加わっている間は楽しいし、興味もある。友達が盛り上がってる時に水を差すようなことを言いたくない気持ちもある。

　それでも、いちばんの芯しんの部分では納得できないものがあった。

「あたしは、楽しいの。だから、一緒に楽しめる相手を選ぶようにしてるわけよ」

　笑顔で、だけど真剣な眼まな差ざしで、笙しようはテレビの電源を切って鈴りんに向き直った。

「人間にはさ。ふた通りあると思うのよ。わかる？　ミリンちゃん？」

「何だってふた通りには分けられるじゃない。××する人としない人とかって言えば。カレーが好きな人と嫌いな人、靴下を右から履く人と左から履く人とか。そういうのってあんまり意味ないと思うな」

「そうじゃなくて……そうだなぁ。ポリアンナタイプとトム・ソーヤタイプ」

　意味ありげに微笑ほほえみ、笙は指を二本立てた。

「何、それ？」

　ポリアンナなら、鈴も小学校の頃に本で読んだ。どんな苦境や逆境でも「よかった探し」と称してポジティブに考える女の子の物語だ。トム・ソーヤだって名前とタイトルくらいは知っている。

「だから、今いる環境の中から美点を探し出す人と、どんな環境でも満足しないでもっといいものとかいい場所があるって探しに行く人」

「ああ。なるほどね」

　変な比ひ喩ゆだけど、理解はできる。

「例えば、ポリアンナタイプは恋をするとずーっとその相手とくっついてるわけ。ちょっと不満とか、嫌な点があっても、いいところを探し出すようにするのよ。それで前より好きになったりとかさ。でも、トム・ソーヤタイプは駄目」

　笙はそう言って、わざとらしく大げさに肩をすくめた。

「この人よりももっと自分にふさわしい恋があるんじゃないか。もっと好きになれる人がいるんじゃないかって、そんな思いが心のどこかにずっと残ってるわけね」

「……それって、ただの浮気者の正当化じゃないかなぁ」

「ま、そうかも知れないけどね。逆に、ちょっとでもいいところがあるとか、面白そうとか思ったらためらわないのがトム・ソーヤね。ただ現状を否定するんじゃなくて、もっと素晴らしい場所とか、未知の楽しみとか、新しい出会いの方に惹ひかれるのよ。今の安定よりもね」

　気に障さわった風もなく、笙はけらけらと笑った。

「いつかは幸せになれると、どこかに幸せがある……。時間を信じるタイプと空間を信じるタイプ？」

「そう言ってもいいかもね。でも、このふたつのタイプがくっついたら悲惨だよぉ。トム・ソーヤは別れようと思ってるのにポリアンナがいつまでも追いかけてくるとかさ。混ぜるな危険って奴？」

　自分はどちらなんだろう――鈴りんは考える。

　トム・ソーヤなのか。ポリアンナなのか。

　例えば、誰がいちばん好きかと訊きかれたら、それには答えられる。

　だけど、みんなの中で比べていちばんということと、特別なたったひとりというのは違うと思う。

　少なくとも、恋だという自信は持てない。

　気持ちのボーダーラインが超えられない。

　親しいとか、仲がいいとか、そういう気持ちを深めていったものと「恋」は違うんじゃないだろうか。

　どんなに濃い真紅も黒ではない。どれほど熱い湯でも、水蒸気とは違う。

　きっと、この気持ちが「恋」に変わるには、何か量ではなく、質の変化が――シフトが必要なのだろう。

　鈴が、まだ経験していない変化が。

　それを知るまでは、まだ自分はどちらでもないのかも知れない。

「……あれ？　でも、それじゃフォローできないタイプもあるじゃない」

「ん？　何？」

「とにかく、相手のいいところとか見ないで全部に不満言うタイプ」

「そういう奴の存在をあたしは認めません」

　笙しようは、わざと大きな音を立ててポテトチップスを噛かみ砕く。

「だーからー、笙ちゃんが認めるとか認めないとかじゃなくて、実際たまにいるでしょ、そういうのが」

　鈴だって、そういう人間になりたいとも会いたいとも思わないけれど。

「そういうのはいない方がいいから、あっちに置いとくっていうか、どっか行け」

　空になったポテチの袋を丸め、笙はくずかごに向かって放ほうり投げた。

　命中しない。

　くずかごの縁にかすりもしないで、五〇センチくらい離れたところでころころ転がる。

　苦笑しながら鈴が立ち上がり、それを拾って捨て直す。

「じゃあ、恋をしないタイプとかは？」

「そんなのもったいないじゃない！　信じらんないっ！」

「笙ちゃんが信じないとかじゃなくて、いるでしょ。そういう人が」

「何？　ミリンちゃん、そーいう人生を送りたいの？」

「そ、そうじゃないけど……」

　無理にしたいとも思わないけれど、絶対に恋はしないというつもりもない。

　ただ、まだ機会がないだけだ――少なくとも鈴の自覚において。

「そーでしょ、そーでしょ。転校生の彼もいるしね～」

「だ、だから、未み嗣つぐくんはそういうんじゃないってばっ！」

　悟りきったような表情で、笙しようは大げさに頷うなずいた。

「ふたつのタイプって、どっちがいいとか悪いとかじゃなくて、両方の人間がいるのが当たり前なんだよね」

　赤くなっている鈴りんを見かねて話題を変えてくれたのか。笙は説明した。

　例えば、その場に留とどまる人間がいなければ農業は発生しなかっただろうし、村や町、国というものさえ存在しなかっただろう。会社だって、転職希望者ばかりではまともに機能しない。

　だけど一方で常に未知を求め、挑いどみ続ける人間がいなければ進歩も発展もない。

「ポリアンナがいなきゃ国とかないよね。けど、トム・ソーヤがいなかったら多分まだアメリカ大陸とか南極大陸とか見つかってないよ」

「そこまでご大層な話？」

　人類社会の起源、根本にまで及びそうな笙の例え話に、ソファに戻った鈴は苦笑するしかなかった。

「そうだよ。恋も一緒。自分を守る恋。今が気持ちいい恋。己おのれを高めて、変えていける恋。安心できる恋。不安だけど、やめられない恋。いろんな恋があるの」

　そう言って、笙は指先をティッシュで拭ぬぐう。

「ひょっとしたら、それは全部違うものなのかも知れない。似てるから同じ恋って言葉でくくって呼んでるだけで。『あたしとサッカー部の恋』と『あたしと役者くんの恋』は違うんだよ。別々の種類」

　ちっちっち、と立てた人差し指を振りながら、笙はどこか哲学者めいた表情になった。

「あたしも鈴も、同じ『人間』だけど『別々の個人』でしょ。琴こととなんて顔とか一緒だし、他人が見ればまるっきり同じに見えるかも知れないけど、実際は全然違うわけよ。ポリアンナとトム・ソーヤだって、完全なタイプ分けっていうんじゃないしね。ポリアンナ八〇パーセントにトム・ソーヤ二〇パーセントとか、いつもはトム・ソーヤだけど今日はポリアンナな気分とかってこともあるし」

「何度も恋を経験している人ならではの、ありがたーいお言葉ありがとうございました」

　おどけて、鈴は大げさに頭を下げた。

　未み嗣つぐは、どちらなのだろう。

　日本中を転校しているが、彼自身が何かを求めて旅しているのではなく、父の仕事に同行していただけだ。

　漂ひよう泊はくの身だからと言って親友や恋人を作らないように――喜びや楽しさをすぐに消え去るものとして求めないようにしていた未嗣は、トム・ソーヤともポリアンナとも違うように思えた。

「あ、そうだ。後は幸福の王子タイプっていうのもあるかな？」

　思い出したように、笙しようは新たなタイトルを挙げた。

　己おのれの身体からだを飾り立てる宝石や金きん箔ぱくを貧しい人々に分け与え、最後にはみすぼらしい姿に変わった銅像の物語。

「他人の幸せのために、自分は不幸になってもいいっていうタイプ。気をつけてよぉ。ミリンちゃんみたいな世話好きな子って、一歩間違うとそういう貧乏クジ引いちゃうからね。自分が好きな相手と、別な相手の間取り持っちゃったりね」

「そ、それって悪いことなわけ？　いーじゃないっ、好きな人が幸せになるんだから！」

　今日、未み嗣つぐとの別れ際に言ったことを思い出す。

「鈴りんちゃん、自分でそれでいいと思う？　本当に本気で本心からそう思うの？」

「本」の字をみっつも重ねて、笙は訊たずねた。わざわざ愛称ではなく本名で呼んで。

「……わかんない」

　本当に本気で本心から、自分でもわからなかった。

　この気持ちが恋なのかどうかも、その時がきたら「幸福の王子」になれるのかどうかも。

　なりたいのかさえわからない。



「ただいま。すぐ、お風ふ呂ろ使っていい？」

「あら？　今日体育あったの？　沸かしてないわよ？」

「そうじゃないけど……。シャワーだけでいいから」

　帰宅した伊い都つ美みはカバンだけを先に部屋に置いて、制服のままバスルームに向かった。

　脱いだ服を丁てい寧ねいに畳み、髪をほどき、バスルームに入ってシャワーを流す。

　身体からだを洗うため――というよりも、話し声が外に漏れないようにするためだ。伊都美に独り言が多いのは母も知っているが、万が一にも聞かれたくないこともある。

「……話しちゃった。賽さい穏おん寺じ先輩と……」

『よかったね、伊都美』

　ふたつ目の声は、伊都美の口唇くちびるから漏れたものではない。

　そこから一〇センチほど下がった胸元から、微かすかに聞こえるボーイソプラノ。

　この声は伊都美にしか聞こえない。シャワーの水音でごまかさなくても母には気づかれないはずだ。

　頭では理解していても、伊都美は万が一を恐れる。

　ほとんどあり得ないような不運も、あり得ないような幸運も。

「でも、好きだって言ってくれなかったじゃない。あなたの力で、両りよう想おもいになれるはずだったのに……」

　口唇くちびるを尖とがらせた伊い都つ美みの言葉には、どこか恨うらむような拗すねるような響きがあった。

『仕方ないよ。彼は特別だ』

　伊都美は、己おのれの胸を見下ろした。

　数日前までは存在していなかった、薄いグレーの影が浮かんでいる。

　痣あざではない。

　微かすかに膨ふくらんだ両の乳房に翼を広げる天使の――いや、キューピッドの影。

『賽さい穏おん寺じ未み嗣つぐ、あいつには特別の力があるんだ。君と同じように、僕たちみたいな幻象フエノメナの存在を感じ取る能力がね。そのせいで僕が彼の心に触ろうとしてもなかなか上う手まくいかないんだ。後ろからこっそり近づいて、背中にバカって書いた紙を貼はろうとしてるのに、カンがいいからその前に気づかれちゃうみたいなものでさ』

「……喩たとえが古いよ」

『キューピッド』と一緒に笑いながら、伊都美は温いシャワーを身体からだに当てた。

　湯の流れが、華きや奢しやな身体の表面を這はい伝い、足元へと落ちていく。

　同じ歳としのクラスメイトに比べても伊都美は背が低く、身体も細い。

　友達の中にはスリムだと羨うらやましがる者もいるけれど、自分では単に子供っぽくて魅力のない、発育不良としか思えない。

　成長期だから個人差が大きいだけ。そのうち女らしくなると母は言うが、そんな言葉だけでは安心できなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　それに枝毛が多い髪や顔のそばかすまでは、ただの成長では消えない。

　そばかすもは他人から見えるほどではない。髪の毛も普通だ。

　そんな風に言われても、ただの気休めとしか思えない。

『賽さい穏おん寺じ未み嗣つぐも、伊い都つ美みと同じ不思議使いなんだよ』

『キューピッド』はきっぱりと断言した。

『彼自身が特別な人間だから、僕の能力がなかなか通じないんだ。極端に鈍にぶい奴に効かないっていうのは前にもあったけど、敏感すぎて困るっていうのは初めてだよ。普通はよく反応するのにさ』

　多分、彼に実体があったら肩をすくめているのだろう。口く調ちようだけでもそれがわかる。ひょっとしたら、体内に封じているから、一心同体だから特別よく伝わるのかも知れない。

『でも、大丈夫。絶対、伊都美の願いは叶かなえてあげる。僕は、そのために存在するんだから。約束もしたし』

「そう……賽穏寺先輩と、あたしが同じ……ふたりだけが、特別な人間……か」

　瞼まぶたを閉じ、唄うたうような口調で伊都美は呟つぶやいた。

　そうだ。だから、わたしはあの人に惹ひかれたんだ。

　事実を知らないうちから、ふたりだけの間に走る特別な絆きずなを感じていた。

　それを『キューピッド』は気づかせてくれた。

　そっと、胸元に焼きついた影を指先でなぞる。

　あの雨の日、北きた野の島じま中校舎跡で伊都美は『キューピッド』の呼びかけに答え、頼みを受け入れた。

　自分の「不思議使い」になってほしい。もうすぐ壊されるこの場所から連れ出して、君の学校に連れていってほしい。代わりに、君の恋を叶えてあげる。好きな人と両りよう想おもいにしてあげる、と。

　それを承諾した伊都美の胸に、このシルエットは移った。そして形だけではなく『キューピッド』自身の本質も。

　今、祉し河が原わら東ひがし中の階段踊り場に現れている染しみは、この『キューピッド』の影。いわば端たん末まつに過ぎない。

　本質を人間の体内に隠しているからこそ、『キューピッド』は他から守られ、己おのれの気配を消し、自由に行動できるのだと、伊都美は本人から説明を受けている。

　最初は気持ち悪かった。それに、まだ交換条件は果たされていない。

　それでも、伊都美は『キューピッド』を受け入れてよかったと思う。

　自分自身だけではなく、他のたくさんの人の恋を結ぶことができたのだから。

　きっと、これはよいこと。

　賽さい穏おん寺じ先輩が『血ち塗まみれ看護婦』事件を解決して校内の不安を拭ぬぐい去ったのと同じで、たくさんの人を幸せにする行為。

　このことを知ったら、多分あの人もわたしを認めてくれる。

　やせっぽちでも、枝毛でも、そばかすでも。

　そんなことに関係なく、好きになってくれる。

『あたしは先輩と同じです。先輩の特別な仲間なんです。一緒に、みんなを幸せにできるんです』

　そのことを告げる勇気は、まだ無い。

　それでも『キューピッド』に出会い、アドバイスしてもらったおかげで最初は手紙を出せた。今日は好きだと打ち明けて、こちらの名前を告げることもできた。

　この奇跡に比べたら、胸に浮かぶ影なんて辛つらくも恥ずかしくもない。

　わたしと同じ特別な力を持っている賽穏寺先輩なら『キューピッド』のことも理解して、受け入れてくれるはず。

　そこまで考えて、伊い都つ美みは自分が裸の胸を未み嗣つぐに見せるという事態を想像していることに気づいた。

　顔が真っ赤になり、耳たぶが火ほ照てる。鼓動がテンポを上げ、胸の影まで熱く疼うずいているような気がする。

　シャワーの水滴の感触を、まるで自分の肌を撫なでさする優しい手のように伊都美は感じていた。



    

  
    
      


第三章　北野島中の不思議





　また、雨だった。

　小雨だが蒸むすというより、少し肌寒く感じるような天候。未み嗣つぐは傘を畳み、滴しずくを払った。

　今日の登校は、憂ゆう鬱うつだった。

　何日か考えたけれど、伊い都つ美みの気持ちにどんな風に答えたらいいのかわからない。

　嫌いではない。だけど、好きというわけでもない。単によく知らない女の子だ。

　そういう相手から恋を告白されたら、嫌いじゃないからつき合うのが正しいのだろうか。好きではないから断るのが正しいのだろうか。

　伊都美の方からも、あの後は何もない。

　手紙を出したのも、声をかけたのも、きっとありったけの勇気を振り絞ったのだろう。友達にならなれると聞いたからといって、気軽に近づいては来ないのが彼女の人柄だと未嗣は考えていた。

　だからこそ、忘れようとしていたことが、頭から離れない。

　自分は、いつまた転校するかもわからない身だということが。

　生き真面目まじめで、臆おく病びようで、ひたむきな彼女を、いつ裏切り、見捨てることになるとも知れないのだ。

　今日は雨なので、市民公園の工事は中止だ。言い換えれば、未嗣が祉し河が原わら東ひがし中の生徒でいる時間が一日延びたということでもある。

　通り過ぎる身であるのを自覚しすぎて、友達を作らないようにするのは止やめようと誓ったはずなのに、恋という話になるとやはり簡単に同意はできない。

「僕は……身勝手なんだよな」

　思わず、愚ぐ痴ちめいたひと言が口を突く。

　伊都美を傷つけたくないというよりは、自分が傷つける加害者になりたくないだけ。

　そのことばかりが気になって、菫すみれ子こや『キューピッド』の件をどうしたらいいのかは、まるっきり考えもつかなかった。

　結局、条件が変わらない限りはいくら頭をひねっても意味がない。

　行動しよう。

　自分自身の気持ちの問題はどうにもできなくても、「外」の問題なら行動すれば動く。

　逃避かも知れないが、まず『キューピッド』のことと菫すみれ子このことに取り組もう。

　幸い、雨だ。

　父の現場だけではなく、北きた野の島じま中の解体工事も休みのはずだ。

　一昨年廃校になった学校の、それも一〇年ほど前の出来事。地元出身者なら兄弟や部活のＯＢなどのつてをたどって調べられるだろうが、あいにく未み嗣つぐにそれは無理だ。

　それでも、自分には強い異覚アザー・センスがある。

　現場に出向けば何か感じること、わかることがあるかも知れない。

　たとえ北野島中で一〇年前に禁止され、廃すたれたまじないであっても、今、この学校で復活したことには何か意味か原因があるはず。

　人間がルールを知らないだけで、幻象フエノメナも因果関係を持つ――そのことを教えてくれたのは、菫子だった。

　授業に身の入らないまま、放課後になった。

　今日もクラスでは『キューピッド』の噂うわさが飛とび交かっている。

　三年の誰と誰がくっついたのも『キューピッド』の力だとか、捧ささげものが大切なほど願いは早く叶かなうとか。

「ん……？」

　帰りのＨＲが終わって掃除が始まった。当番ではないので、さっさと教室を出ようとした未嗣は、奇妙な視線に気づいた。

　自分が見られているのかと思ったが、違う。後ろの扉の外、廊下に立っている男が見ているのは隣の席の鈴りんだ。

「あれ？」

　未嗣の動作が気になったのか。鈴も相手に気づく。

　眼まな差ざしの主ぬしは三年生の男子だ。三人組だが、鈴を見つめているのはひとりだけで、他のふたりはその男に注目しているように未嗣には見えた。

「知ってる人？」

「うん。安やす川かわ先輩。クラス委員会議とかで会う人だから。あのー、何か用ですか？」

　鈴は立ち上がり、自分から廊下に出ていくと安川に訊たずねた。

「えっと……あの……」

　眼鏡めがねの安川が口ごもっていると友人らしい両サイドが、彼を肘ひじや拳こぶしで小こ突づき、せかす。早くしろ、大丈夫だって、と。

「あ、あのっ！　吉よし住ずみさん。ぼ、ぼ、僕とつき合ってくださいっ！」

「え……っ？」

　大きめの声に、近くにいたクラスメイトたちが一いつ斉せいに注目する。

　もちろん――何がもちろんなのか訊ねられたら説明できないが、未嗣も。

「ごめんなさい」

　鈴りんはあっさり、しかしきっぱりと答えて、きれいな姿勢で頭を下げた。

「わーっ！」

　安やす川かわが悲鳴ともやけくその笑いともつかない声を上げる。両側の友達が支える。

「ぼ、僕のこと、嫌いなの？　他に好きな人とかいるの？」

「どっちでもありません。安川先輩、いい人だと思いますけど、特別な恋人にしたいっていう感じはしないんです。先輩だけじゃなくて、他の誰も。だから、あたしは今のところは誰ともつき合う気がないっていうか……。ごめんなさい」

　まっすぐに相手の目を見て答え、鈴はもう一度礼をする。

「そ、そうか。ありがとう」

　無理矢理作った苦笑いで、安川も鈴に会え釈しやくした。

「あ～あ、せっかく『キューピッド』さんに願がん掛かけまでしたのになぁ」

「あれ、成功率一〇〇パーセントじゃないのかよ！」

　どこかわざとらしいくらいよろけた足取りで去っていく安川を、両側の友人が支えて去っていく。

　おそらくは、よほど『キューピッド』の効き目に自信があったのだろう。だから、こんな人目があるところで告白したに違いない。

　廊下に居合わせた他のクラスの生徒たちも、哀あわれむような心配するような、微妙な眼まな差ざしでその背中を見送った。

「ミリン、かっこよかったよ。さすが委員長は毅き然ぜんとしてるねー」

　山やま路じ規のり子こが、駆け寄ってきて鈴の肩を叩たたく。

「あはは。ただ、素直に普段考えてること言っただけだよ。多分、あたしはトム・ソーヤでもポリアンナでもない、別のタイプなんだなーって」

「何、それ？」

　規子は笑いながら首を傾かしげた。

「でも、さっきの人が言ってたのが本当なら……『キューピッドさん』って効かないこともあるのかな？」

　不安そうなのは、願掛けが叶かなった木き崎ざき奈な生お美みだ。

「ん～。多分、女の子の願いしか聞いてくれないとか？　実際、他のはみんな上う手まくいってるんでしょ？　心配しなくていいって」

　鈴は明るい顔で、奈生美の頭を撫なでる。蛍光灯の光を映したまっすぐな髪が揺れる。

　未嗣も感心していた。

　相手の気持ちを真正面から受け止めて、まっすぐに投げ返す。自分にできなかったことを、鈴はきちんとやっている。

『キューピッド』や菫すみれ子この件を優先する自分は、伊い都つ美みから逃げている。

　その後ろめたさは消えないが、今はできることをやるしかない。

　女の子たちのはしゃぐ声を聞きながら、未み嗣つぐは特別教室棟へと足を速めた。

　三階で周囲に人目がないのを確かめ、呼びかける。

「杏あんず子こさん、いるんでしょ？　出てきて」

「気づいてたのか？　なるべく気配は消してたんだけどな」

　空中に滲にじむように、いつもと同じ制服姿の杏子が姿を現した。

「放課後になってすぐ、様子をうかがってたでしょ。わかるよ」

「あ、あのさ……。この間はごめんな。あたし、すぐカッとなっちゃって……。最初に自分らが未嗣に隠しごとしたのは確かだよ。だけど、それは事情があるっていうか……」

「そのことはいいよ。自分たちの味方になってくれるとは限らない僕に、最初から全部話すわけにはいかないのは当然だし。それに、いきなり聞かされても僕だって信じられなかっただろうしね」

「そ、そうか？　そう言ってもらえると嬉うれしいよ」

　照れながら、杏子は頬ほおを掻かいた。

「だから多分、菫すみれ子こさんにも何か事情があるんだよ。菫子さんたちとは？」

「会ってない。ずっと、自分のトイレにこもっててさ。あそこは、あいつのなわばりみたいなもんだから、本気で閉ざされるとあたしにも立ち入れない」

「だろうね」

　未嗣も、校内のあちこちで呼びかけてみたが返事はなかったのだ。さすがに女子トイレの中のことは知る術すべもないが、菫子が誰にも会いたくないのはわかった。

「だから、僕たちで調べよう。菫子さんには不本意かも知れないけど『キューピッド』の件もあるしね。菫子さんのことは、多分椿つばき子こさんがフォローしてくれると思うし」

　杏子はうなずき、目の前にある視聴覚室のドアに触れた。施せ錠じようされているはずの扉が音もなく開いてふたりを受け入れ、また静かに閉じる。

「久しぶりだね、『神託オラクル』」

『また私の力を借りに来たのか。いい心がけだ。充分な知識と情報、それこそが問題解決の鍵かぎだ。何でも強引な力押しというのは、猿どころか爬は虫ちゆう類るいにさえも劣る愚かな所業だからね』

　スイッチを入れていないのに大型ディスプレイに青いスタンバイ画面が点ともり、手書きめいた細い線の文字が表示される。

　視聴覚室に住まう予言の力を持つ幻象フエノメナ――『神託』だ。

「ふぅん。で、その知識の持ち主サマは、あたしが今とーっても機嫌が悪いってことは知らないのかな？」

『とにかく、早く本題に入ろうではないか』

　指を鳴らす杏あんず子こに、『神託オラクル』が慌あわてて話題を変えた。人間なら、冷や汗を浮かべているところだ。

　目や耳どころか、姿そのものが存在しない『神託』だが、この室内のことは何でも知覚できるし、どうやってかは「本人」も知らないが、校内はもちろんより広い範囲の出来事も知っている。

「十数年前、北きた野の島じま中での『キューピッド』事件の顛てん末まつを知らないかな？」

『今、校内で話題になっている一件だね。残念ながら』

　肩をすくめることも首を振ることもできない『神託』のリアクションはそっけなかった。

　彼がはっきりとした意識を得たのは、今のディスプレイが設置された八年前。それ以前の出来事は記憶があやふやだという。

「何だよ。ご大層なこと言ってるわりには、肝心な時に役に立たねえのな」

「それじゃ仕方ないね。じゃあ、せめて……」

　通学途中に、コンビニで買ったＶＨＳテープの封を破り『神託』のデッキに挿入する。

　これで、彼は「あり得る未来の一端」を見せることができるのだ。

「このまま『キューピッド』を放置したらどうなるのか、それを教えてほしい」

　だが、未み嗣つぐの頼みにもかかわらず、画面には砂の嵐あらしが吹き荒れるだけだ。

『駄目だ。……こんなことは、私も初めてだ。不確定要素が多すぎる』

「どういうこと？」

『何か――今まで私が一度も遭遇したことのないファクターを感じる。ただの幻象フエノメナでも、人間でもない。その存在が、未来を不確かにしている』

「それは……『キューピッド』が普通の幻象とは違うっていうこと？」

『そうではない。確かに気配を完全に消したり、踊り場から立ち去ったり、奇妙なところはあるが、私が認識した限りではあれはただの幻象だ。そうではなく、我々がまだ一度も遭遇したことのないような……』

「『神託』が偉そうに断言しないってことは、本当にわかんないってことだな」

　杏子が口唇くちびるを堅く結んだ。

『私にも予知できないということは、普通では考えられない危険が迫っているのかも知れない。充分、注意した方がいいだろうね』

「ありがとう、『神託』」

　勝手に吐き出されたビデオを鞄かばんにしまいながら、未嗣は感謝を述べる。

『神託』と菫すみれ子こ――祉し河が原わら東ひがし中の七不思議のうち、知識や情報面では頼りになるふたりが今回はあてにならない。

　いくら危険だと警告されても、やはり実地に当たるしかない。



　雨だし、引っ越してきてまだ二か月にも満たない未み嗣つぐには土地勘がない。徒歩ではなく、路線バスを乗り継いで北きた野の島じま中へ着いた頃には夕方になっていた。天気のせいもあって薄暗く、ビニールシートに包まれた建物は巨大な墓標のようだ。

「ここが、菫すみれ子この故郷か……。ここにいた時には、その名前じゃなかったんだろうけどさ」

　傘を広げる未嗣の傍かたわらに、杏あんず子こが現れる。傘からはみ出しているのに、その肩は濡ぬれていない。

「不思議使い」を媒ばい介かいにすれば、場に縛られたタイプの幻象フエノメナでも遠出ができる。ここまでの道のりを未嗣と同行したというより、未嗣がいるこの場所に新たに現れたという方が正確な表現だろう。

　祉し河が原わら東ひがし中を離れるのはまだ三度目の杏子は、どこか遠い眼まな差ざしで古い校舎を見つめた。

「本当は立入禁止だからね。なるべくさっさとすまそう。何だか、雨も強くなってきたみたいだし」

　未嗣の方は、校舎から幻象の存在を感じていた。途切れとぎれで、どこか曖あい昧まいだが、確かに何かがまだ存在している。

　校舎に結びつき、縛られているタイプの幻象が残っていれば、昔の話を教えてくれるかも知れない――襲われるかも知れないが。

「じゃあ、やるよ」

　杏子が未嗣の手を握り、肩を抱き寄せた。そのまま胸を重ね、頬ほおを添わせる。

　瞼まぶたを閉じ、精神を集中する未嗣の鼻び腔こうをくすぐる、鮮烈であまやかな香り。

　肌を濡らす雨とは違う、もっと温かで、同時に透明なものが未嗣の肌を覆い、染しみ通っていく。

　もし、この場に強い異覚アザー・センスの持ち主が居合わせたなら、杏子の身体からだが未嗣に重なり、溶けこんでいくさまが見えたはずだ。

　これが、彼女の能力。

「不思議使い」に憑ひよう依いすることで、自らの優すぐれた敏びん捷しよう性や腕力をさらに増幅し、相手に与えられる。

　本来立入禁止の、解体中の建物だ。素人がうかつに歩き回ったりしたらどんな危険があるかわかったものではない。さらに、通常の物理的なトラブル以外に敵対的な幻象との接触もあり得る。

　事態に素早く対たい処しよし、未嗣の身を守るため合体するとあらかじめ決めておいたのだ。

「さて、と……」

　身体の主導権を預けると、杏子は濡れるのも構かまわずに傘を閉じた。そのまま、オリンピック級のアスリートも上回るスピードで、グラウンドを走る。

　蹴けられた水たまりに大きな波紋がいくつも広がり、消える。あっという間に、杏あんず子こが操る未み嗣つぐの身体からだは校舎にたどり着き、シートをくぐって中に入った。

（杏子さん、あまり無茶はさせないでよ）

「わかってるって」

　未嗣の声――意識に、杏子が答える。

　今は、ひとつの身体にふたり分の精神が同居している状態だ。コントロールを杏子に任せているため、未嗣は言葉も出せない。

　ただ、杏子の力で強化されているとはいえ、あくまでも筋肉や骨格は未嗣のものだ。限界を超えた負ふ荷かをかければ、翌日に猛烈な筋肉痛が襲ってくる。

　嬉うれしくないが、これも経験済みだ。

　照明のない廊下は暗く、湿気が多いくせに埃ほこりっぽい空気が漂ただよっている。ブルーシートを雨が叩たたく、絶え間ないノイズ。だんだんリズムが激しく、音量も大きくなっていく。

　外履きのままで歩くと、ところどころで床がみしりと鳴った。

「さすがにウチの旧校舎ほどじゃないけど、ずいぶんくたびれてるね。建った時期は新校舎とそう変わんないはずなのにさ」



    

  
    
      



    

  
    
      （廃校になったのは一昨年でしょ？　人が住まないと――って、ここは元々住まいじゃないけど、使わなくなると建物は急に駄目になるんだって、父さんが言ってた）

　専門は造園だが、未み嗣つぐの父も建築関係者だ。それに、引っ越し続きでさまざまな建物に住んだ経験もある。つい先日まで別人が使っていたアパート。半年空あいていた社宅。何年も無人だったマンション。

　建築物を生き物に喩たとえるなら、出入りする人間は呼吸や血流、根本的な代謝のようなものだ。手入れの有無とは別に、人の不在は建物の命を止める。

（確かに、何かいるよ……。気をつけて）

　肉体のコントロールは杏あんず子こに預けても、五感は共有しているし、未嗣の異覚アザー・センスは自身が幻象フエノメナである杏子よりも強い。

「うん……。友好的なのがいてくれりゃいいんだけどね。前に菫すみれ子こから聞いた限りじゃ、デラシネになるような質たちの悪い奴はいないって話だけどさ……」

　全身に緊張をみなぎらせ、杏子＝未嗣は慎重に歩を進めていく。

　机も椅い子すも運び去られ、がらんとした教室をいくつも確かめ、Ｌ字型校舎の短辺部分にさしかかる。ここから特別教室だ。

　一般に、学校に居着いて「七不思議」と呼ばれる幻象は特別教室やトイレに存在することが多い。

　自分たちに身近でありながら、常の居場所ではなく、時折出向く場所の方が生徒たちも怪談の舞台にしやすいのだろう。それに、普通教室には話の種になるような特徴もない。

　みし……っ。

　また、足下で廊下がうめく。

（……来るっ！）

　未嗣が、声にならない叫びを上げる。

　急激に高まる異覚。幻象が、近い。

　それも強烈な敵意を伴ったものが。

「うわっ！」

　杏子の眼前に、人影が立ち上がった。

　ただの人影ではない。全裸だ。

　右半身には一本の体毛もない。かつては極彩色で塗り分けられていただろう、左に露出する筋肉や内臓の色はくすんでいる。

　ただ、その中で血色の赤だけが本物のように濃く、鮮あざやかだった。

　理科室にあるような人体模型が、未嗣＝杏子に襲いかかった。

　バギっ！

　振り下ろした拳こぶしが床を打ち抜き、建材の破片を巻き上げる。

　杏子の反射神経でとっさに飛び退のいていなければ、未嗣の頭ず蓋がいが砕けていた。

「くっ！」

　急いで立ち上がり、身体からだを回転させて立ち上がる。

　ぶんっ！

　横よこ薙なぎにされた筋肉むき出しの腕が壁を叩たたく。

　亀き裂れつ。破断。

　穿うがたれた穴から風雨が流れこみ、廊下を一気に濡ぬらす。

　直接触れられたのでもないガラスが衝撃の余波で砕ける。飛び散る破片にグロテスクな左右非対称の姿が写る。

　はためくブルーシートが、激しいビートをわめきたてる。

「ま、待った！　あたしらは、戦いにきたわけじゃ……」

「黙れ！」

　杏あんず子この呼びかけを、人体模型は野太い声で遮さえぎった。

　開いた手が、眼前に迫る。

　バックステップで、ぎりぎり間合いを開く。

　壁に大穴が開ひらく。

　人体模型が指で壁面を穿ち、そのままつかんでえぐり取ったのだ。

「このぉっ！」

　人体模型が腕を引くのに合わせ、未み嗣つぐ＝杏子が前に出る。

（杏子さん、落ち着いて！）

「わかってるけどさ。このままじゃ……っ！」

　未嗣の腕で、杏子がつかみかかる。目標は、筋肉むき出しの相手の左手。

　だが、その手は相手をすり抜けた。

「あれ……っ？」

「何度も何度も、俺たちの学校をっ！」

　轟ごうと空気を裂いて、裸の腕が振り下ろされる。

　身体を捻ひねって直撃は避けたが、完全にかわしきれない。

　余波だけで弾はじき飛ばされ、背中が壁に叩たたきつけられる。

　衝撃が背骨を揺らし、頭ず蓋がいに響く。

　杏子が制御していなければ、確実に気絶していた。

　グワンっ！

　目の前に人体模型の足が踏み下ろされ、床を打ち抜く。

　とっさに転がって逃げる。

　こちらからは触れられないが、相手の攻撃は命中する。

　このままでは打つ手はない。相手が人間なら何かトリックがあり、見破れば逆転できる。

　だが、相手は幻象フエノメナだ。

　もし「決して触れ得ないもの」「最初からそういうもの」であるのなら、直接の腕力だけが武器の杏あんず子こには打つ手がない。

「この間は逃げられたけど、今度こそ！」

「ちょ、ちょっと待てってば！」

　休みなく繰り出される攻撃を、後ずさりながら杏子＝未み嗣つぐはかわす。

（杏子さん、どうにかできる？）

「わかんねぇよ！　くそ……っ。す……」

　菫すみれ子こなら――と言いかけて杏子は口をつぐんだ。

　彼女の知識と知恵ならこの状況を解決できるかも知れないが、今、この場にはいない。　召しよう還かんすれば、答えてくれるだろうか。

　菫子が隠そうとしている過去の在処ありかに。

　駄目だ。今、彼女を呼んではいけない。それは、彼女の気持ちを踏みにじることになる。

　決意した未嗣は、別の「七不思議」の名を音のない声で呼んだ。

　ふっ。

　廊下のガラスに、未嗣の姿と重なるように朱色の影が浮かび上がる。

　長い髪とスカートの、女生徒のシルエット。

　未嗣が呼び寄せた、祉し河が原わら東ひがし中七不思議のひとつ。

『鏡の中の死神』だ。

　本来は渡り廊下突き当たりの大鏡に住まう、校内最強の幻象。

　鏡面に映るものなら、彼女は鏡の中に引きずりこみ、切り裂き、消滅させることが可能だ。人間でも、その他の物体でも、幻象でも。

　だが、そのためには相手の全身を映すだけの面積が必要だ。

　取り壊し中の校舎には大鏡はもちろん、窓ガラスさえほとんどがすでに取り払われていて存在しない。

　未嗣の召しよう喚かんに応じて現れたものの、『死神』でもこの状況は打開できない。

「でかい鏡があれば……姿は映ってるんだし」

（多分、実体じゃないんだ！）

「どういうことだよ？」

（他の機材が全部撤去されてるのに、人体模型だけが残っているはずはないよ。人体模型に憑ついた幻象の残留思念みたいなものか、そうじゃなきゃもっと別の幻象だ）

「なるほどね……っ！　牽けん制せいは頼んだよ！」

　杏子の声に『死神』が無言で頷うなずいた。

　わずかに残った窓ガラス、濡ぬれた床の水たまり。さまざまな反射面を渡り歩きながら、『死神』は人体模型に挑いどみかかる。一瞬映った手首や足首をつかみ、肩や顔に触る。

　全身が収まる面積がなければ相手を引きずりこむことはできないが、触れて注意を逸そらすくらいはできる。

『死神』が鏡像につかみかかるたびに、人体模型は大きく手足を振り回して払いのける。

　生じたわずかな隙すきに、杏あんず子こは眼前の敵から距離を開き、未み嗣つぐは意識を研とぎ澄ます。

（そこの教室――理科室の奥の気配が強い。そっちに！）

「わかったっ！」

　未嗣の指示の通り、杏子は脚あしを動かす。

　すでにドアさえ撤去された素通しの入り口から、表札も取り払われた名無しの教室に飛びこみ、構える。

　作りつけの大机が六つ並び、それぞれに流し台が付属している。

　ここにも鏡はない。窓のガラスは残っているが、全身が収まるようなサイズでも位置でもない。『死神』の力には頼れない。

　だが――。

（そこっ！　そこの壁に、幻象フエノメナの本体が！）

　一見すると何もない壁。だが、白いモルタルの壁に微かすかな色の違いがある。上下二メートル、幅が七〇センチほどの四角い日焼けの跡だ。

　未嗣の異覚アザー・センスは、その位置に幻象の本体があるのを感じ取った。

「よっしゃあっ！」

　杏子が拳こぶしを振り上げ、壁に殴りかかる。

（駄目だよ！　戦いに来たんじゃないんだから！）

　未嗣の制止に、杏子はパンチを止めた。壁までの距離は、ほんの数センチ。

「いいのかよ！　このままじゃ、こっちが危ないぜ！」

（僕たちの目的は情報収集だよ。せっかく見つけたこの学校の幻象なんだから、交渉しなくちゃ損だ）

「あ？　そ、そうだったな。ごめん」

（とりあえず、僕の言うとおりにして）

　杏子が抜け出て身体からだの主導権を未嗣に戻せば話は早いのだが、憑ひよう依い能力は一度解除すると、次に日が暮れ、夜が明けるまでは使えない。ここで離れたら、何か危険があった時に対たい処しよできない。

「え、えーあー」

　ぎこちない発声練習をする杏子の前に『死神』を振り切った人体模型が現れた。

「ま、待てよっ！」

　ぶんっ！

　空気を裂いて振り下ろされる拳こぶしを、紙一重で避ける。前髪が風圧でなびく。

「挨あい拶さつもなしに上がりこんだのは謝るよ。だけど、あたしらは戦うつもりで訪たずねてきたんじゃない。さっき、何度も、とか言ってたけど、ここに来るのは初めてだよ」

　反撃はせず、逃げもせず、ただかわしながら懸命に訴える。

「嘘うそを言うなぁっ！」

　上体を逸そらして、ストレートの直撃を防ぐ。

　崩れそうなバランスに、一歩後ずさる。

「嘘じゃないっ！　あたしは杏あんず子こ。祉し河が原わら東ひがし中の『トイレの花子さん』だ。この身体からだは賽さい隠おん寺じ未み嗣つぐっていって、あたしらに協力してくれる生徒。あたしらふたりとも菫すみれ子こ……元々ここにいてウチの学校に引っ越してきた『花子さん』の知り合いだよ！」

　次のパンチを放はなとうとしていた人体模型の手が止まった。

「あの子の？　知り合いなのか？」

「ああ。そうだ！　今は、ウチの学校であいつも『花子さん』のひとりだよ！」

「そうか……」

　構かまえを解き、人体模型が両腕をだらんと下ろした。

「恥ずかしい話だけど、ウチの学校でいろいろあってさ。昔の話を聞きにきたんだ」

「いや、失礼した。てっきり、何日か前にここにやってきた人間の仲間かと思ってな」

　人体模型が開いた右手を差し伸べる。未嗣に促うながされ、杏子もそれに答えたが、やはり握手はできない。

「え？」

　とまどうふたりにいたずらっぽく笑うと、人体模型はそのまま日焼けを逃れた白い四角形に近づき、そこに溶けこんだ。白い中に、うっすらと人影めいたものが浮かぶ。

「元々は立体の人体模型じゃなくて、ここに貼はられていた解剖図なんだよ、俺は。まあ、俺の仲間はどこでも生徒に気味悪がられて、怪談の種になっちまうようでね。理科室でも、保健室でも。とりあえず俺のことは『解剖』とでも読んでくれや」

「壁に焼きついた影か。『キューピッド』みたいだな」

　未嗣が心の中で何気なく呟つぶやいた言葉を、杏子は正直に声に出した。

「『キューピッド』？『踊り場さん』か？　あいつを、知っているのか？」

『解剖』が叫んだ。

「知ってるのか？」

「知っているも何も……何日か前だったな。あいつは、この学校から出ていったんだ。誰か、人間に連れられて」

「人間って……誰だ？　どんな奴だよ？」

　杏子が身を乗り出して訊たずねる。未嗣が頭の中で同じことを質問するのと、同時だった。

「さあね。俺は現場に居合わせたわけじゃないし、人間の顔見分けるのは苦手なんだよ。ついて来な」

　そう言うと『解剖』は再び壁から抜け出して、人体模型の立体像になって歩き出した。未み嗣つぐ＝杏あんず子こを二階から三階へ続く階段の踊り場へと案内する。

「ここが『踊り場さん』……あんたたちの言う『キューピッド』がいた場所だよ」

　解体途中のせいか。壁には染しみ出してきた雨水の筋が何本も見て取れた。ただ、うっすらと濡ぬれた壁に、漆しつ喰くいが薄く剥はがれた跡がある。

　翼を広げた、少年の形。

「あいつも俺も、二〇年くらい前からこの学校で『七不思議』やってたんだ。『花子さん』……って、あんたたちのいう菫すみれ子こか。彼女が『トイレの花子さん』になったのもその頃だったかな？」

「花子さんになったって……？」

『トイレの花子さん』の原型になる怪談は一九五〇年頃から存在していたが、今の形になり、全国的に広まったのは八〇年代だ。

　校舎そのものが古いこともあり、杏子は比較的古株の『花子さん』と言える。ただ、トイレを使う女生徒を驚かせる者から、校内を守護する者へと性質は変化させたが『花子さん』以外の何かだったわけではない。

「彼女は、元々は家庭科室に置かれていたフランス人形なんだよ」

『解剖』が説明する。

　何かの資料だったのか。誰かが寄贈したものだったのか。古いフランス人形。

「すげえきれいな人形だったからなぁ。その分、変な噂うわさが立ってさ。呪のろいがかかってるとか、殺された女の子の魂たましいが宿ってるとかな。そのうち、呪いの話が具体的になっていってなぁ」

「それであいつ、あんな格好だったのか。『花子さん』にしちゃ妙だと思ったけど」

（それで、具体的っていうのは？）

「どんな風にだ？　教えてくれよ」

　身を乗り出し、未嗣＝杏子は『解剖』に訊たずねた。

「女の子の恋を叶かなえてくれる、そういう噂がいつの間にか湧わいて出たんだよ」

「それって『キューピッド』……『踊り場さん』と一緒じゃ……？」

「ああ。話せば結構長くなるけどな。先に菫子がいて、後から『キューピッド』が生まれたんだよ。だからまあ、あのふたりは姉弟きようだいみたいなもんだな」

「姉弟……か。未嗣にはわかんないかも知れないけどさ……」

　杏子が呟つぶやいた。

「あたしら幻象フエノメナは、最初から『それぞれそういうもの』として生を受けるから、家族ってよくわかんないんだ。あたしと『神託オラクル』は同じ学校で生まれたけど、特に姉弟きようだいみたいなつながりってないしさ」

　杏あんず子この場合は『トイレの花子さん』なので、己おのれがこの世に存在すると自覚した瞬間には一〇代の少女相応の知性と人格を持っていた。時間の経過に沿って精神的に成長したり、性格を改めたりすることはあるが、根本的な性質は変化しないし、自分が「何」から生まれてきたかもわからない。

「前に、菫すみれ子こが言ってたよ。あたしたちは人間とは違う。強しいて言えば野生の獣けものみたいなもんだってさ」

　未み嗣つぐは内心で頷うなずいた。

　生物として最低限必要なことをこなせるようになるまで何年も要する人間は、生物としては異様なほど無力だ。

　シマウマは生まれてすぐ立ち上がれる。走れなければ、ライオンから逃げることができないから。そのライオンも約二年で群から離れ、自力で獲え物ものを追えるようになる。飛行という破格に難しい行為を行う鳩はとやカラスさえひと月ほどで巣立ち、親には頼らずに生きていく。

　この世に存在した時点で一定の完成をしている幻象フエノメナは、確かに人間とはほど遠いのかも知れない。

　生き物の基準を当てはめることそのものが無意味かも知れないが。

（確かに人間と幻象は違うけど、人間だってひとりひとり違うんだし。違っても、わかりあって助け合えればいいんじゃないかな）

「そ、そうか？　うん、そうだよな」

「話、続けていいか？」

　爪つま先さきで床をとんとん叩たたきながら『解剖』が訊たずねた。

（あ、ごめん。お願いします）

「って、未嗣が言ってる。頼むよ」

「うんうん。それが相互理解ってもんだよな」

　最初は『不思議なフランス人形』が恋の願いを叶かなえてくれる代わりに何かの代償を求めるという噂うわさだった。由来が何かはわからない。誰かが思いつきで言い出したのかも知れないし、本に似たような話があったのかも知れない。

　だが、それは本当にただの「噂」どまりだった。生徒たちの方からアプローチする具体的な方法がなかったし、資料の入れ替えでそのフランス人形そのものが撤去されたからだ。

「ちょうどその頃、ウチの学校にも『トイレの花子さん』の噂が流れてきてね。それで、菫子はフランス人形から離れてトイレに潜ひそむようになったってわけさ。あいつ、幻象の性質とかそういうのずっと調べてて、ちゃっかりしてるからな」

「確かに、そういう奴だよ。自分の学校が潰つぶれるからって、あたしらの学校に引っ越してきたりとか普通はやらないもんな」

「まあ、できる奴はそうすりゃいいさ。そうする奴がいなきゃ俺たち幻象フエノメナはただ生まれて消えるだけの泡ほう沫まつだ。自分たちが何者なのかを少しでも知りたいって、菫すみれ子こは言ってたよ。彼女が『花子さん』になった直後に大雨が降ったのも、本当にただの偶然だった。そして、あんな染しみができたのも偶然だ。それ自体はな」

　古い校舎に染みわたった雨が、階段の壁に影を浮かび上がらせた。どういう構造のいたずらか。それは翼を広げた天使のような形。

　少女たちは密ひそかに話した。あれは、恋を叶かなえるキューピッドだと。

　そんな噂うわさだけなら、その「影」が自我を得るのには何年もかかったかも知れない。

　だが、北きた野の島じま中にはつい先日消えたフランス人形があった。

　フランス人形に託されるはずだった想おもいが、その影に集まって『踊り場さん』を生んだ。

（……だから、姉弟きようだいみたいなもの、か……）

　何か目立つものに「特別な意味」があるように考えてしまうのは人間の習性だ。みっつ並んだだけの点を顔に見立ててしまうのと同じで。

　天使やキューピッドの形を見れば、そこにはキューピッドとしての力が備わっているものだと思ってしまう。

「すべての幻象がこんな風に生まれたとは限らないが、貴重な実例だ。菫子は、そう言ってたし、最初は喜んだよ。新しい仲間だからな。俺だって言ってみりゃ同じ壁仲間だし。俺は実体みたいになって壁から出られるけど、あいつは壁とか床に沿って這はうって違いはあるけどな。菫子は、これも経験っていうかキャリアの差みたいに言ってたっけ。そうさ、あいつは……『踊り場さん』は若くて、ガキだったんだ」

『解剖』が語った内容は『キューピッド』が自ら話したこと、そして鈴りんが教えてくれた断片的な情報と同じだった。

　急速に広まったのではなく、長い年月をかけてじわじわと噂になっていったことを別にすれば、今の祉し河が原わら東ひがし中と状況は変わらない。

　祈りと供く物もつを捧ささげれば恋を叶えてくれるという、不思議な『踊り場さん』。恐怖を伴う七不思議とは違う、校内の伝説。

　だが――。

「……そんなことが……」

　決して短くはない一〇年前のいきさつを『解剖』が語り終えると、未み嗣つぐ＝杏あんず子こは小さく息を吐いた。

　杏子が呟つぶやいたのか、未嗣の内心が漏れたのか区別できない。

　ふたりが抱いた感情は、まったく同じだったから。

「菫すみれ子こも菫子だよ！　そんなことだったら、なんで素直にあたしらに話してくれないのさ？」

（彼女も、いろいろ考えたんだよ）

「あんたたち。あいつの仲間なんだろ？　俺からも頼む。『花子さん』……菫子を助けてやってくれ。それと……できるなら『キューピッド』の奴も」

　半分むき出しの表情筋を歪ゆがめ、泣きそうな顔で『解剖』が訴える。

「俺は、この校舎から離れられない幻象フエノメナだ。だから、解体されりゃ一緒に消えるのも仕方ないと思ってる。正直、生き残っても相手脅おどかすしか能がないしな。『キューピッド』の奴も同じだろうと踏んでたんだけど、奴はまだ未練があるらしい。だから、消すとかじゃなくて、できれば……どうにかして助けてやってほしい」

　ガラス玉のような、何の表情もない瞳ひとみ。それなのに、真剣な思いがはっきりと伝わってくる。

「約束はできないけど……やるだけやってみるよ。あたしらだって、他の幻象をやっつけたいわけじゃないんだからさ」

「ありがとう……」

　そう言うと『解剖』の気配は急激に薄れていく。

「お、おいっ！　ちょっと待てよ！」

「俺は、もうすぐ消える身だからな。考えてみると、あまりこっちの世界に長居して変な里心がついたりしたらまずいんだ。デラシネにはなりたくないしな」

　最後の方は、小さく聞き取れない声だった。

「……ありがとう」

　最後に、もう一度未嗣は呟つぶやいた。『解かい剖ぼう』に聞こえたかどうかはわからないが。

　未み嗣つぐ＝杏あんず子こは壁にもたれ、長く細く息を吐いた。

　その肩を、誰かが叩たたく。

　振り向いても、誰もいない。当たり前だ。背中は壁につけていたのだから。

　ただ、窓に残っていたガラスに朱色の影が浮かんでいる。『死しに神がみ』だ。

「何？」

『はなれて』

　未嗣の背中に、不可視の指で文字がつづられる。

「離れてって……あたしが、未嗣から抜けろってこと？」

『うん』

『死神』は、言葉を発しない。彼女は、鏡に映るものに干渉するだけだ。

「まあ、いいけどさ……。この校内にはもう危険はないだろうしね」

　最初に認識したのは、夢から覚めたような感覚。未嗣のすぐ目の前に杏子の後ろ姿が現れ、数歩進んで振り返る。

「幻象フエノメナ同士なら、心の声みたいのである程度は意思疎そ通つうできるんだから、何か話があるならあたしに伝言すりゃいいのに」

『ちょくせつ、いいたい』

　ガラスまで数センチの距離にある未み嗣つぐの背中――肩けん胛こう骨こつのあたりにまた文字が書かれる。その「心の声」で同じ内容を杏あんず子こにも伝えたのだろう。不ふ承しよう不ぶ承しよう納得したような表情で、彼女は腕組みして頷うなずいた。

「……どういう話？」

　未嗣は身み構がまえる。

　実のところ『死神』の印象はよくない。

　杏子や菫すみれ子こ、椿つばき子このように話ができるわけではないから、彼女が何を考えているかはほとんどわからない。それに、最初のコンタクトで首を絞められて窒息しかけたのだ。まあ、殺意はない挨あい拶さつ代わりと杏子たちから説明を受けたが。

　戦う仲間としては強力で頼りになるが、基本的には相手を傷つけ、殺すだけしかできない存在。言葉の端はし々ばしに、杏子たちも決して好意的に見ていないような節がある。

　だいたい、名前が『死神』だ。

　ピンチの時にはそんな『死神』の力を借りてしまう自分に、幾分の嫌悪感も覚えるが。

　まさか、またいきなり首を絞めたりはされないだろうけれど、不安の尻尾しつぽを引きずったまま未嗣はまた壁に――ガラスに背中を向けた。

『げんしょうと　にんげんは　ちがう』

　当たり前のことを『死神』はゆっくりとつづった。

『わたしは　にんげんに　なれない　ならない　なりたくない』

「え……？」

　恐らく、未嗣の背中に書いているのと同じ内容が伝わっているのだろう。杏子が、わずかに目を見開く。

『とりは　さかなに　あこがれない　むしは　けものに　あこがれない　うまれつき　そういう　いきもの　だから　おなじに　なれない　ならない』

「で、でもさ……」

　未嗣の背後、ガラスに浮かぶ『死神』に、杏子が呼びかける。

「あたしは、なりたいっていうのとは違うけど、人間に近づきたいっていうか、仲良くなりたいっていうか……そんな風に思ってるよ。その……好きだからさ。人間が」

『にんげんと　げんしょうは　ことば　つうじる　きもちも　つたわる　だから　にてる　ところも　ある』

　すべて平仮名なのは、触覚での筆談という条件を気き遣づかってか。それとも『死神』が漢字を知らないからだろうか。

　普通に話すのよりも遅い、ゆるやかなスピード。イントネーションもアクセントもないから、未み嗣つぐは彼女の気持ちを――意図を明確に理解はできない。

　これと似たもどかしさを、小学校の頃にも味わったことがある。

　最初の転校先が東北の小さな街で、クラスメイトはみんな普通に方言を使っていた。東京育ちの未嗣の話し方は自然と周囲から浮き上がり気取っていると非難されたし、未嗣の方でも友達の喋しやべるニュアンスが理解できなかったのだ。

　間に一度「翻訳」を挟んでいるようなまだるっこしさ。

『にてる　と　おなじ　は　ちがう　にてる　というのは　どこか　すこし　ちがうと　いうこと』

『すこし　おなじ　だから　わかりあえる　　　ことも　ある』

『死神』は、言葉の間を空あけた。

　おそらく、彼女なりに熟考して言葉を選んだのだ。

『わかりあえない　こともある　わかるところと　わからないところ　たすけあえることと　あいいれないこと　いろいろある　いっぱいある　ぜんぶある』

「……そりゃ、そうかも知れないけど……」

　反論したいのに適当な言葉が見つからないらしく、杏あんず子こは十本の指をくしゃくしゃと揉もみ合わせながら、未嗣の前をうろうろと歩き回っている。

「でも、相あい容いれなくても……少しでも理解し合える部分を拠より所どころにして助け合えるなら、それでいいんじゃないかな？」

　背中を向けたまま、未嗣は呟つぶやいた。

『そう　それで　いい　それだけで　いい』

　つづるスピードが速い。一四文字を『死神』は一気に未嗣の背中に記しるした。

　不意に、未嗣は恋という言葉を連想した。

　男と、女。

　人間として同じところもある。違いもある。だから、引かれあったり衝突したりする。

　いや、同じ人間なんていない。すべてが別々の性格と、個性と、歴史を抱えた代え難がたい存在だ。

　転校で全国を巡めぐり、たくさんの人間を見てきた未嗣の、これは実感だ。

　たった十数年の経験しか積んでいない自分たちでさえ、ひとりひとり異ことなる。

　ましてや人間と幻象フエノメナだ。

『にんげんみたいな　なまえは　いらない　わたしは　わたし　げんしょうの　しにがみ　かがみのなかの　しにがみ』

「……そうだね。ごめんよ」

『なぜ　あやまるの　わたし　わからない』

「理由はわからなくてもいいよ。僕が、君に謝りたいっていうことだけわかってもらえれば」

　今まで誤解していた。

　杏あんず子こたちがあまりに人間的すぎたから。

　人間のような姿をして、人間のように話し、笑い、怒る。

　だけど、違う。

　自分は無意識のうちに彼女たちを人間と同じように考え、扱おうとしていたのではないだろうか。

　学校を、生徒を守る。それは正しいことかも知れない。

　だが、そのために他の幻象フエノメナと戦い、殺す――消去する者の気持ちはどうなる。

　人間である自分が感じるよりも、菫子たちが受ける苦しみは大きかったのではないか。

「あ、あたしはさ……」

　杏子が人差し指一本で頬ほおを掻かく。

「あたしは人間と仲良くなって、人間に近づくのはいいことだと思うよ。人間と……もっとわかりあいたいよ。これって……変かな？」

「杏子さんがそう思うなら、それはそれでいいよ。幻象っていっても杏子さんと『死神』は別人なんだからさ。あ、幻象で別人っていう言い方も変だよね？　別幻象っていうのも何か収まりが悪いし……。何て言えばいいのかな？」

「いいよ」

　ふ、と息を吐いて杏子が口元を緩める。

「あたしらが使っている言葉って、人間用のを借りて使ってるんだもんな。ぴったりフィットしないのは仕方ないしさ。だいたい通じりゃそれで構かまわないさ」

「人間も、同じだけどね」

　言葉は、お下がりの既製服や借家みたいなものだ。

　遠い昔に生まれ、少しずつ修理や手入れをしながら使われ続けている。今を生きる者のため最適にあつらえられたものではない。

　不自由で、不確かで、けれども暖かく信頼できる道具だ。

　それこそ良質の古着や、長い年月をかけて飴あめ色いろに磨みがかれた木製家具のように。

　そして、伝えたい気持ちだって馴なれた動物ではない。

　気まぐれで、獰どう猛もう。時に臆おく病びよう。

　ままならないものを、あり合わせの道具でやり取りする。

　生きるというのは、他人と関かかわるというのは、そういうことだ。

「明日、菫すみれ子こさんに会おう。それで、話し合って……『キューピッド』のことも考えよう」

「うん。そうだね」

　未み嗣つぐの言葉に、杏あんず子こが頷うなずく。『死神』もぽんぽんと肩を叩たたく。

　そうだ。彼女にも――鮎あゆ崎ざき伊い都つ美みにも会って話をしよう。向こうがずっと待っているからっていつまでもこのままにしておいていいはずはない。

　はっきりと決めて、伝えるべきことを伝えよう。

　完全な理解なんてありえない。きっと誤解も、すれ違いもあるだろう。

　言葉は不完全な道具だから。

　それでも――。

「雨……止やんでるね」

　外に目を向け、耳を澄ます。

　すでに夜の暗さになっているが、シートを叩く重い雨音は聞こえない。

「また降り出さないうちに、帰らないとね」

「あ、あたし、送っていこうか？」

「せっかくだけど遠慮するよ。ひとりで考えたいこともあるしね」

「じゃあ、外に出るまででもさ。暗くて、未嗣は不便だろ？」

　ずい、と杏子が手を差し出した。顔を背そむけて、横目で未嗣の方を見ている。

「ありがとう。じゃあ、お願いするよ」

　壁を伝おうとした手を伸ばし、杏子の右手を握る。

　取った手は、人のような温ぬくもりはない。肌は滑なめらかすぎる。

　それでも触れあえる――握れる手だ。

「あ、あのさ……。未嗣はさ。自分の気持ちをはっきり言わない奴って……嫌いか？」

　手を引き、暗い廊下を歩きながら杏子が訊たずねる。先に立って背中を向けたままなので、未嗣からは彼女の表情はわからない。

「そうだなぁ……」

　少しの間、しかし深く考えてから未嗣は答える。

「そんな相手だからっていう一点で判断はしたくないな。僕が今までの学校でなるべく人づきあいを浅くすませようとしたり、杏子さんたちが最初に事実を隠したままで脅おびやかしたりしたのも、全部それぞれの理由があることだし」

「そ、そうだよな。仕方がないこととかってあるんだよな……。言いたくても言えないこととかさ」

　杏子には生身の実体はない。だから、未嗣が受けている手の感触も錯覚のようなものだ。

　だけど、その温度が少し上昇したように思えた。

　話をしているうちに、濡ぬれたグラウンドを横切って校門にたどり着く。

「それじゃ、明日また学校で」

「え？　ああ。またね」

　そっと放はなした手を大きく振りながら、杏子の姿が薄れて気配が消えていく。

　杏あんず子こを憑ひよう依いさせたのは短い時間だったが、やはり本来の限界以上に身体からだを酷使するのは辛つらい。膝ひざがきりきり痛む。

「……痛いつつ……。まあ、家までは保もつだろ」

　雨上がりの濡ぬれたアスファルトを未み嗣つぐは歩き出した。

「あれ……？」

　北きた野の島じま中からどのくらい離れただろうか。

　街灯の真下に場違いな人影が立っていた。

　年齢は自分と同じか、少し上くらいだろう。男女のふたり連れだ。

　男の方はどこにでもあるような学生服。女性の方はこのあたりでは見かけないデザインだった。

　抱き合うように肩を寄せてたたずんでいる。

　こんな時間に制服姿でデートか――視線を逸そらそうという気持ちと好奇心がせめぎ合い、一瞬目をやってしまう。

　ふたりの顔は、よく似ていた。

　恋人同士ではなく兄姉きようだいだろうか。

「……君は？」

　目が合ってしまった。

　男の声は、硬質なボーイソプラノだった。

「あ、あのっ？　ごめんなさいっ！　たまたま通りかかっただけで！」

　悪いことは何もしていないはずなのに、反射的に謝ってしまった。威圧的な声の響きに気け圧おされたせいだ。

　男の方は鋭い眼まな差ざしで未嗣を見つめたままだ。

　まずいな。絡まれたらどうしよう。

　未嗣は腕うでっ節ぷしに自信がある方ではない。しかも、今は杏子に身体を酷使された直後で身体のあちこちが痛む。逃げようにも、走るのさえ辛い。

　相手の少年は整った顔で、不良っぽい印象はないがどこか冷たく、酷薄そうな雰囲気だった。脅おどしたり殴りかかったりするのではなく、いきなり無表情のまま刃物を取り出しそうな――いや、何かもっと危険なものを持っているような圧力を感じる。

　逃げ出したいのに、足が強こわばって動かない。

　不意に、女の方が口元に手を当てて目を細める。

「別にいいわよ。わたしたちも、やましいことをしていたわけじゃないんだし。雄ゆ鷹たかも、そんな怖い顔はやめて」

「そうだね、優ゆ鶴づる」

　雄ゆ鷹たかと呼ばれた少年が、微び笑しようして肩をすくめた。

「ごめんよ。ちょっと気が立っていたみたいでね。睨にらんだりしてすまなかった」

「い、いえ。僕の方こそじろじろ見たりしてごめんなさい。失礼します」

　軽く会え釈しやくして、ようやく自由になった足でその場を離れる。

　話しぶりからすると、やはり兄姉きようだいか。見かけない制服だったから、自分と同じように最近引っ越してきたのかも知れない。

　もしも祉し河が原わら東ひがし中に転校してきたら、今よりは落ち着いて話したい。せっかく出会えたのに、変な誤解で嫌いあうようなことはもったいない。

　完全に理解し合うことはできないかも知れないけど、少しでもいい関係になれれば。



「……すごい残のこり香がだったわ」

　未み嗣つぐとは逆の方に向かって歩きながら、優鶴が呟つぶやいた。

「不思議使いだろうね。ついさっきまで幻象フエノメナの力を使っていたんだろう。ひょっとして、俺たちと同じ目的で動いているのかな？」

　雄鷹が薄く笑いながら、右手を開いたり閉じたりを繰り返す。

「違うみたい。まだ、いるもの」



    

  
    
      



    

  
    
      　北きた野の島じま中の前で、優ゆ鶴づるは宣告した。

　ふたりは寄り添ったまま、校内へ入っていく。ポケットからライトを取り出して点灯すると、まっすぐに特別教室棟へと向かっていった。

　まるで蛾がが光に導かれるように。いや、肉食獣が獲え物ものに忍び寄るように。

「ん。何だ？　また用か？　俺が知ってることならひと通り……」

　壁から『解剖』が浮かび出た。

「ああ、大事な用だよ。だから、素早く確実に済ませたいね」

　雄ゆ鷹たかが、ライトを優鶴に預けて右手を掲かかげた。

「お、お前ら！　さっきの男じゃねえな！　前にも……」

『解剖』は人間を見分けるのが苦手だ。

　だから、また間違えた。

「前は一匹しとめただけで、人が来そうだったから引き上げたけどね。今日はしっかり、お前も始末していくよ」

　片目だけを細め、口唇くちびるの片端だけを吊つり上げる。端正な顔を歪ゆがめた挑発の微び笑しようだ。

「うるせえ！　この前はこっちの方が間に合わなかったんだ！　何の恨うらみがあるのか知らないが、いくら消えるのを待つ身でもお前らみたいな奴に殺されるつもりはねえぞ！」

『解剖』が拳こぶしを突き出す。

　校舎の壁さえ破壊するストレート。

　だが、雄鷹の右手はそれを難なく受け止めた。

　杏あんず子この力を得た未み嗣つぐにさえ触れることも叶かなわなかった拳こぶしを、雄鷹は止めたのだ。

「恨み、か。恨みならあるね。お前たちみたいな幻象フエノメナが、存在することそのものが、俺たちの憎ぞう悪おの源だ」

「ど、どういう意味だよ」

「消えるモノが、知ってどうする？」

『解剖』の拳をつかんだまま、雄鷹は指の幅を狭せばめた。

　筋肉むき出しの手に、何の抵抗もなく雄鷹の細い指がめりこんでいき、その部分が消失する。

「また邪魔が入ったら嫌だからな。さっさと済ませるよ」

「わぁあああっ！」

　硬直したまま『解剖』が悲鳴を上げる。

「生き物じゃないくせに――本当は存在しないモノのくせに、上等に痛みなんか感じてるんじゃないよ！」

　そのまま腕を伸ばす。触れる部分から、人体模型の腕が消失していく。

「お前たちの痛みなんか、偽物だ。幻象は存在そのものが嘘うそなんだからな」

　消滅が腕から肩へ。そして胸へと広がり、侵食していく。

「嘘うそは……あってはならないモノは、消えろ！　不思議殺しが、お前たちを殺す！」

　雄ゆ鷹たかの腕が大きく翻ひるがえる。

　黒い侵食がアッパーカットのように胴体から頭へと駆け上がった。

『解剖』の頭が悲鳴さえ上げずに消滅する。そのまま、身体からだも黒い粒りゆう子しになって周囲の闇やみに溶けていく。

「油断しないで、雄鷹。本体は、あそこ」

　優ゆ鶴づるのライトが、壁を指さした。

「わかってるよ。ありがとう、優鶴」

　そのまま数歩近づくと、雄鷹は開いた手で壁に触れた。まるで吸いこまれるがごとく、薄い人型の影が縮み、小さな点に変わり、そして消滅する。

「後は、いないみたい。微妙な残のこり香がはあるけれど、校舎内に残ってる幻象フエノメナはいないわ」

　軽く首を巡めぐらせて、優鶴が告げた。

「彼は……あの不思議使いは俺たちの敵なのかな、やっぱり」

　壁から離した手をティッシュで拭ぬぐいながら雄鷹が吐き捨てると、優鶴も小さく頷うなずいた。

「幻象を支配して、他の幻象を始末してるならまだしも、今の口振りからするとこいつと仲良くお話してたみたいだしな」

「次は、どうするの？」

　優鶴が不安げに訊たずねる。

「そうだな。目立ったデラシネもいないみたいだし……あの不思議使いが俺たちの敵っていうのなら、この学校から逃げた奴も放ほうっておけないな」

　どこか嬉うれしそうに、雄鷹は優鶴に答えた。

「不思議使いなんてのも、本当はこの世にあっちゃいけないモンだしさ」

　笑う雄鷹の手も、ほの暗い光を放はなっていた。

　それは、常人にはあり得ないもの。

　この世にはあり得ないもの。



    

  
    
      


第四章　さよならキューピッド





　北きた野の島じま中を訪れた翌日、未み嗣つぐはいつもより早めに登校した。昨日知ったことを、そして考えたことを菫すみれ子こと話し合うためだ。

　だが、その予定は狂った。

　まだひと気のない教室では、別な騒ぎが起きていたからだ。

　未嗣の席に、ひとりの女生徒が座って泣いていた。その肩をさすりながら、鈴りんが何か声をかけている。

　最初は泣いているのが誰かわからなかった。俯うつむいて顔を覆っている上に、髪型が変わっていたからだ。

　木き崎ざき奈な生お美みが自慢している、校則ぎりぎりに伸ばした艶つややかな髪が、うなじをむき出しにしたベリーショートになっていた。しかも、未嗣の目にもわかるほど切り口が不ふ揃ぞろいだ。本職の美容師がカットしたものではない。

「……だって、だって……もっと大事なものをあげないと『キューピッド』さんが……」

　未嗣に気づかないのか、奈生美は絞り出すような小さな涙声を漏らす。

「奈生美ちゃん、あっち行こう。未嗣くん来たし、そろそろ他のみんなも登校する頃だからさ」

　遠慮して離れようとする未嗣に目配せしながら鈴は立ち上がり、泣きじゃくる奈生美の手を引いて廊下に出ていった。多分、目立たないところで話の続きをするつもりだろう。他にも、奈生美の友達が何人かついて行く。

　どこか居心地の悪いまま、未嗣は自分の席に座った。椅い子すに、奈生美の体温が生ぬるく残っている。

「ごめんねー、未嗣くん。朝から変な思いさせちゃって」

　山やま路じ規のり子こが両手を合わせ、ウインクしながら未嗣を拝おがんだ。

「別にいいけど……」

「その……こないだ告コクったばかりなのに彼氏に振られちゃってさ。急に、他に好きな子ができたとか言い出したんだってさ」

　迷惑をかけた分の事情説明のつもりか。こちらからは訊たずねてもいないのに、規子がひそひそ声で説明する。

　彼氏――陸上部の浜はま崎ざき先輩のことだ。つい先日、『階段のキューピッド』に愛用のストラップを捧ささげたおかげで結ばれたばかりの相手。

　三年生のクラスメイトが『キューピッド』にもっと高価な供く物もつを捧げた。奈な生お美みのストラップに対して、携帯電話そのものだという。

　そして、浜崎は日頃の彼の人柄からは考えられないほどあっさりと、奈生美からその三年生に乗り換えた。

「それで、奈生美ってば値段じゃ携帯には勝てないからって。自分で髪切ったんだってさ。それで今朝いちばんに裏庭に埋めてきて……。奈生美、言ってたよ。これで駄目なら、指とか切るって。あたし、見てらんなくて。鈴に任せちゃったんだけどさ」

　悪気はないのだろうが、規のり子こは饒じよう舌ぜつすぎた。

　使いにくい道具である言葉は、時に話し手の制御を離れて勝手に動き回る。

「その話は、もういいよ。木崎さんのプライベートのことだし、ぺらぺら喋しやべるようなことでもないでしょ」

「あ、そうだね。じゃあ、未嗣くんも内緒にしてね。まあ、内緒も何も、あの髪だし、大声で泣いてたからもう知れ渡っちゃってるかも知れないけどさ。ほら、相手が校内のスターだし」

　最後に念押しして規子が離れていった。

　教室の反対側では女子が固まって話している。小声だが、興奮しているのか、時に大きな声を出す者もいた。

　断片的だが、話の内容はおおよそ見当がつく。

　奈生美への同情と浜崎への非難。そして『キューピッド』に向けられる不安。

「どうしよ。あたしももっと何かお供えしなきゃ駄目なのかな？」

「横取りされたりしたらまずいしね」

「もうみんな知ってるっぽいよ。後から略奪できるって」

　そんな声が、断片的に漏れ聞こえてくる。

「女子の考えることは怖こえーなぁ」

　そう言ってる男子もいる。

　遅かった。起きてしまった。十年前の、北きた野の島じま中と同じ事件が。

　未み嗣つぐは立ち上がり、特別教室棟に向かった。

　もう猶ゆう予よはない。

　人目につかない屋上への階段をかけ昇る。

「杏あんず子こさん、お願い！」

　呼びかけに答えて杏子が出現する。そのまま未嗣の手を握り、屋上への閉ざされた扉をすり抜ける。

「菫すみれ子こさぁーんっ！　来てくれないか！　話がある。僕たち、昨日北きた野の島じま中に行ってきたんだ！」

　未み嗣つぐが声を張り上げる。

　物陰から、小さな影が現れた。菫子だ。

「……聞いて、しまいましたの？」

「ああ。悪いとは思ったけどさ。あそこにいた『解剖』って奴にな」

　何度か俯うつむきそうになりながら、それでも杏あんず子こは目を逸そらさずに菫子を見つめている。

「『キューピッド』が何をしたのかも、十年前にどんなことがあったのかもね」

　未嗣も、顔を上げる。

　菫子の傍かたわらには、いつの間にか心配そうな椿つばき子こが寄り添っていた。

「今、この学校でその時と同じことが起きている」

　未嗣が告げると、菫子は一瞬目を見開き、そして俯いた。

「わたくしが……未熟だったからですわ。あの時、完全に『踊り場さん』……『キューピッド』を始末していれば……」

「そんなこと、できないだろ？　同じ学校に生まれた幻象フエノメナ同士で、姉弟きようだいみたいなものなんだから」

　微かすかに頷うなずく菫子のリボンが揺れた。

「このままだと、また悲劇が繰り返されてしまいますわ。今度こそ……。お願いしますわ、賽さい穏おん寺じ未嗣くん。力を貸してくださる？　いいえ、違いますわね。わたくしの力を使っていただけるかしら？」

　いつものように、涼しげに見える菫子のまなざしに、強い力がこもる。

　だが、未嗣は首を振り、そして告げた。

「どっちも、違うよ。力を、合わせるんだ」

　未嗣が右手を差し出す。

　とまどう菫子の手を椿子がそっと導き、握手に自らの手も重ね合わせる。さらに、杏子の両手がそれを包みこんだ。

「行こう。もう、一刻の猶ゆう予よもない。このまま放ほうっておいたら、大変なことになるかも知れないし」

「でも……」

　椿子が、心配そうに目配せした。階下からは予鈴が聞こえてくる。

「先生には忘れ物を取りに戻ったとか、具合が悪くなったとか適当にごまかすよ」

　握手をほどき、未嗣は階段を下りる。本鈴が鳴り響く。

「それよりも、問題はあいつの本体がわからないことだよ。あの壁には、気配しか残っていない」

　階段を駆け下り、例の踊り場にたどり着く。さすがに授業中なので女生徒の姿はない。

　薄く壁に浮かんでいる影に、手を伸ばす。微かすかに幻象フエノメナの痕こん跡せきを感じるだけだ。

「……どうにかして、あいつの本体を探し出さないと……。菫すみれ子こさん、心当たりはない？」

　未み嗣つぐの質問に、菫子は口元に手を当てて考えこみ、ゆっくりと首を振った。

「先輩、あたしを探してるんですか？」

　上の階から、声が聞こえた。

　慌あわてて振り返る。

　逆光の中、鮎あゆ崎ざき伊い都つ美みが立っていた。

　華きや奢しやで、どこか張りつめたような少女。

「あたしに会いに来たんでしょ？　あたしを、探してるんですよね？」

「い、いや……そうじゃなくて。君にも話したいことはあるんだけど」

　口にしてから、未嗣は気づいた。

「君、授業は？」

「先輩だって、ここに来てるじゃないですか？　いいから、エスケープしちゃいましょうよ。あたしとふたりだけでデートしましょう？　周りにいる他の女の子たちは帰るように命令してください」

「……君は……！」

　身み構がまえる未嗣の視線の先、伊都美は微笑ほほえみ続けていた。

「見えてますよ。あたし、先輩と同じですから」

　思い出した。最初にここで彼女と言葉を交わし、名前を知った時のことを。伊都美は、杏あんず子この後ろから伸び上がるようにして未嗣をのぞき込んでいた。

　つまり、杏子が見えていたのだ。

　あの時『キューピッド』の力で人払いされていたのに、他の女生徒が戻ってくる前に伊都美は未嗣に駆け寄ってきた。

　最初に『キューピッド』を見つけたのも彼女だ。

　十年も前の他校の伝説を広めたのも。

「そこにいるのって、人間じゃないでしょ？　あたしにはわかります。そいつら、追い払ってください。ふたりきりでお話ししましょう。大丈夫。あたしたちの周りに他人が近づかないようにもできますよ。今も、ここには誰も来ませんから」

「てめぇっ！」

　杏子が階段を駆け登り、飛びかかる。

　だが、弾はじき飛ばされ、踊り場まで転げ落ちる。

　不可視の障壁が不意に出現したのだ。

「杏子さん！」

「先輩、そんな人間じゃない女の子なんかどうでもいいじゃないですか。あたしと、つき合ってください。あたしの方を見てください」

　虚うつろな声で呟つぶやきながら、伊い都つ美みは襟えり元もとに手をかけた。制服が引き裂かれる。純白の下着も弾はじけ飛ぶ。

　目を逸そらすことも、閉じることもできなかった。

　彼女の胸元には黒い影が浮かんでいる。

　そこから漂ただよう、異覚アザー・センスを刺激する強烈な幻象フエノメナの存在。

『賽さい穏おん寺じくん、僕からも頼むよ。この子は、本当に君が好きなんだから』

　翼を広げた影の中に、一瞬赤い光が灯ともる。

　ズンっ！

　重い衝撃と冷たい悪お寒かんに胸を貫かれ、未み嗣つぐがうずくまる。

「こ、これは……」

　前に、似たような感触を覚えたことがある。やはり、この場所を通りかかった時に。

　あれは、普通に異覚を感じただけではなかった。

『キューピッド』の能力だ。

　目がくらみ、耳鳴りがする。さまざまなビジョンと単語が頭の中でぐるぐる回る。

　僕、賽隠寺未嗣、鮎あゆ崎ざき伊都美、彼女、吉よし住ずみ鈴りん、杏あんず子こ、『幻象』、家族、転校、鮎崎伊都美、未嗣、恋、菫すみれ子こ、椿つばき子こ、『階段のキューピッド』、鮎崎伊都美、不思議使い、『血ち塗まみれ看護婦』、伊都美、僕、伊都美、伊都美、伊都美、伊都美、いつみ、いつみ、いつみ、いつみ、イツミ、イツミ、イツミイツミイツミ伊都美いつみ伊都美イツミ伊都美――。

　口唇くちびるを噛かみ、痛みで意識を集中する。

　顔を上げ、半裸の伊都美を見据える。

「先輩、あたしのこと、好きでしょ？　好きになってくれたでしょ？」

　笑いながら、伊都美が手を差し伸べる。

　何て綺き麗れいな――ずっと夢に描いていた。最初に会った時から彼女のことが好きだった。僕は心から、伊都美さんのことを。

　あんなに優しく、暖かく、はかなげな笑顔。

　今すぐ駆け寄って抱きしめたくなるような。

「未嗣っ！」

　ふらりと立ち上がった未嗣の肩を、杏子がつかんで押さえる。

「え……？　あ、ありがとう。杏子さん」

　すぐ我に返る。

　確かに、伊都美は笑っている。顔立ちも、地味だが端正と言っていい。

　だけど、今の表情を魅力的には思えない。笑顔には歪ゆがみがある。感情ではなく、表情筋だけを無理矢理電気的な刺激で曲げて作り上げたような、血の通わない微び笑しよう。

　決して美しいとは思えない表情だった。

「邪魔をしないで！」

　伊い都つ美みの細い腕が伸びる。

　指先から放はなたれたエネルギーを受けて、杏あんず子こが後ずさり、壁に叩たたきつけられる。

　だが、さすがにすぐ体勢を立て直してファイティングポーズを構かまえた。

　すぐにも反撃しそうな彼女を、未み嗣つぐが腕を広げて制する。

「鮎あゆ崎ざきさん……君は……」

「あたし、先輩と同じです。先輩と同じ不思議使いなんですよ。一緒なんです。あたしたちだけ、特別なんです」

　伊都美の口調は熱に浮かされたものだった。

「……それが『キューピッド』の力なんだね？」

　相手の心に忍びこみ、ねじ曲げ、操る。

　他人をこの場から遠ざけるのも、恋に落とすのも自由自在だ。

　未嗣が何度もアプローチを受けながら影響を退しりぞけられたのは、異覚アザー・センスの敏感さゆえに本格的な介入を受ける前に身み構がまえ、無意識のうちにはね除のけていたから。幻象フエノメナというものに慣れ親しんでいるから、一種の免疫がついているのかも知れない。

『キューピッド』に願がん掛かけをした先輩の気持ちが鈴りんに通じなかったのは、彼女の場合は極端に異覚が鈍にぶいせいで干渉が効かなかったのだろう。

　さらに伊都美という別の幻象使いが干渉していたから、未嗣の異覚でも『キューピッド』の所在を捉とらえられなかったのだ。

「こうして、みんなの心に恋を吹きこんだ。求められるままに！」

『そうだよ』

　伊都美の胸元から、少年の声が聞こえた。

『誰かが誰かを好きなら、そのふたりの間を取り持ってやるのはいいことじゃないか』

「それは、いけないことよ」

　菫すみれ子こが一歩進み出た。

　小柄な身体からだで胸を張り、まっすぐに伊都美を――伊都美の胸の『キューピッド』を視線で射い抜ぬく。

「人間でも、幻象でも。心を外からいじくり回すのは、許されるものではないわ。それが、できる者であっても。すべての人間の恋が……気持ちが同時に満たされることはありえないのですから」

　奈な生お美みの一件がそうだ。

　同じ相手をふたりが好きになったら。あるいは誰かに片かた想おもいしている人を、別な誰かが好きになったら。

　すべての願いは同時には叶かなわない。

　分け合えない。代わりも効かない。限りある、幸福。

『君がやらなかったのは、君の勝手だ。だけど、僕は君とは違う。ちゃんと公平になるように、工く夫ふうしてるんだよ』

　伊い都つ美みの胸で、シルエットが肩をすくめた。

「公平っていうのは、より貴重なものを捧ささげた方の願いを叶えるってことか！」

『うん』

　未み嗣つぐの怒ど声せいに『キューピッド』はあっさりと答える。

『だって、結局は気持ちの問題だろ？　最終的にどっちとくっついた方がいいかなんて判別もできない。だったら、恋のために大きな犠牲を払う気がある方が、本気だって考えるんだ』

　かつて北きた野の島じま中で、恋を叶えるフランス人形だった菫すみれ子こが自らの力を封じたのは、他人の心を能力で動かす危険を知ったからだ。

　だが、新たに現れた『踊り場さん』はためらわなかった。

　たまたま壁に浮かんだ天使型の染しみは求められるままに恋を結び、新たな願いが以前と矛む盾じゆんすれば絆きずなを平然と引きちぎる。

　最初は、ささやかな願いだった。

　愛用のシャーペン、安物のアクセサリー、こっそり校内に持ちこんだお菓子。そんなもので間に合っていた供く物もつがエスカレートしていく。

　確実に、絶対に効くことがわかってしまったから。

　他愛たわいもないおまじないや当てにならない迷信ではない。

　必ず効果を発揮することになら、人は惜しみなくコストを投下する。

　得られる報酬が、他に確かな手段のない恋愛なら尚なおのことだ。

「本当に、みんなに喜ばれていると思うの？　そのために、手首を切る子がいても？」

　未嗣が『解剖』から教えられた　十年前の事件。

　それは、自殺未遂だった。

　あるひとりの男性を争ったふたりの女生徒が儀式を加熱させた末に、踊り場で手首を切ったのだ。

　より貴重なものを捧ささげれば好きな人の気持ちを独占できる。

　それが『踊り場さん』のルール。

　だったら、お金には換えられないものを差し出すしかない。

　血や、命を。

「……やめろと、わたくしは言いましたわ。だけど、あなたは聞き入れてくれなかった」

『それで、僕を封印したんだよね、菫すみれ子こさん。人の心を操るのは間違ってるとか言ってるくせに、僕を塗りつぶすように吹きこんだんだ！　教師連中の心にね！』

『キューピッド』が菫子をなじる。

「否定はしませんわ。けど、わたくしが何もしなくても同じことになったでしょう。あなたの存在が危険なまじないの温おん床しようだとみんなが見なしていたのですから」

『けど、君が僕の力を弱めなきゃ……、僕を信じなくなるようにみんなの心に囁ささやきかけたりしなけりゃ、すぐに復活できたんだ。校舎の解体と雨で自然に浮かび上がるのを待たずずにね！』

「同じことを繰り返そうとしているあなたを、解とき放はなつわけにはいきませんものっ！　そのためなら、わたくしは自らに課したルールを破るしかなかったんですわ！」

　泣き出しそうな声で菫子が叫ぶ。

　彼女が、どうしても話したくなかった過去。

　他人の心を弄もてあそぶ幻象フエノメナを封じるために、自分自身もタブーを犯してしまったという傷。

　そのターゲットは、彼女の弟とも言うべき存在。

　自みずからに課したルールを破ったのは、他に手段がなく、一刻の猶ゆう予よも許されなかったから。

「……今、僕が改めて頼みたい」

　菫子の肩をさすりながら、未み嗣つぐは『キューピッド』に呼びかける。

「君のせいで、悲しんでる人がいる。だから、力を使うのを控ひかえてほしい。そうして、当てにならないおまじないのひとつとしてなら、この学校に存在していけるはずだから」

『やーだね』

　嘲あざけりの声が返ってくる。

『みんなを公平に扱う。願いは全部叶かなえる。後も先もない。真剣な方を優先してあげる。それが、恋を司つかさどる僕の誠意だよ』

「違うっ！」

　未嗣は叫ぶ。

「絶対に違うよ、そんなの誠意じゃない！　恋とか、人を好きになるっていうのは……そんなのとは違うはずだ！　他人が司ったりしちゃいけない！」

『おやおや。君に、恋の何がわかるって言うんだい？　いくつもの恋を見てきて、縁結びをしてきた僕よりも、知っているっていうつもり？』

「……知らない。知らないよ……でも」

　未嗣は階段を一歩上った。

　彼の肩を杏あんず子こが支え、椿つばき子こが寄り添い、菫子が一緒に『キューピッド』を睨にらむ。

「『キューピッド』、君は奈な生お美みさんの何を知っている？」

『え？』

「浜はま崎ざき先輩の何を知ってる？　ミリンさんを知ってるのか？　安やす川かわ先輩を知ってるか？　城しろ山やまの、三み島しま先輩の何かを知っているのか！」

『そんなのはどうでもいいじゃないか。その人たちが恋のために僕に頼ったり、ターゲットにしたりしたのは事実なんだからさ』

「違う！　僕だって、何もかも知っているわけじゃないさ。恋愛のことも、みんなのことも。だけど、その人のすべてじゃないってことは知っている。どれほど大切な恋でも、そのために人の気持ちを勝手にいじっていいはずがない。誰かを好きになったことがない僕でも、そのくらいはわかる！」

「好きになったことが……ない？」

　伊い都つ美みが、震えた。

「先輩、やっぱりあたしのこと、好きじゃないんですか？　あたしと先輩だけ……ふたりだけが特別なのに！　不思議使いなのに！」

　胸元の影が一秒ごとに濃さを増していく。その漆しつ黒こくの中で、真しん紅くの光が不安定に明滅している。

「あたし……あたしは、美人じゃないし、性格暗いし……人から好きになってもらえない。だから、恋を叶えてくれる力に頼った！　その力を使ったわ！　それがいけないの？　あたし、不思議使いだもん！　先輩と同じ不思議使いなんだもん！」

「同じだからって好きになれるとか、好きになるとか、それも違うよ！　きっかけかも知れないけど……。不思議使いであることが、僕の全すべてじゃない！」

「違う！　あたしと先輩は同じなの！　同じなんだもんっ！」

　伊都美の周囲に目に見えないエネルギーが迸ほとばしる。

「く……っ！」

　急激に気圧が下がったかのように、耳の奥が張りつめる。肌を襲うのは無数の細かい針を浴びせられた感触。

「こんな力を、どうやって……」

『みんなが信じて」

「頼ってくれたからね』

　不可視の暴風に耐える菫すみれ子こに答えたのは『キューピッド』の声ではなかった。甲かん高だかいボーイソプラノと、伊都美の声が重なっている。

「恋を叶かなえてあげたから、みんなが僕の力は強い、絶対のものだって思ってくれた。そのおかげでますます力が強くなる。持ちつ持たれつだよ。前みたいに、君に封印されたりしない」

『それに、先輩の心だって振り向かせてみせます。もっともっと強くなれば、その子たちを追い払って、先輩をあたしだけのものにできます』

　入れ替わった。

　口唇くちびるから放はなたれるのは少年の響き。伊い都つ美み本来の声は、胸元から聞こえてくる。

「鮎あゆ崎ざきさん、しっかりして！」

　得体の知れない圧力に押されながら、未み嗣つぐは懸命に近寄り、訴える。

「君は、幻象フエノメナに乗っ取られかかってる！　そいつは人の心を操る幻象だ！　自分のために、君を利用しているだけかも知れない！」

「ハハハハっ、お前だって不思議使いだろ？　そこにいる連中の力を利用しているだけじゃないか？」

　伊都美は答えない。『キューピッド』が高笑いするだけ。

　既に表情も声も、伊都美のものではない。

「違うよ！　未嗣は違う。あたしらは、助け合う仲間だ！」

「うるさいよ、お前」

　むき出しになった伊都美の肩から、黒いもやのようなものが広がる。

　床に映った影には、はっきりとした翼が生えていた。影の翼の中には、星ほし屑くずをちりばめたような光がきらめいている。

　影の翼が床の上で羽ばたくと、空中に光の吹雪ふぶきが現れ、踊り場へと吹き下ろされる。

「危ないっ！」

　杏あんず子こが立ちはだかり、未嗣を守る。

　輝きの粒は研とぎ澄まされた弾丸となって、杏子の肌を抉えぐる。

　飛び散る血も、幻象だ。実体があるわけではない。

　だが、未嗣は知っている。幻象であることと、偽物であることはイコールではない。

　彼女の血も、傷も、痛みも本物だ。

　人間でも、幻象でも、かけがえのない心。命。その価値は変わらない。

　だからこそ、外から偽物の「恋」をねじ込むようなやり方を許すわけにはいかない。

「杏子ちゃん、大丈夫……？」

　駆け寄った椿つばき子こが傷口に手をかざす。

「無駄遣づかいすんな、椿子！　あたしなら平気だ。あんたの力は、万が一の時に取っておけ」

「『死神』さん！　どうにかならない？」

　背後の鉄格子の向こう、明かり採とりの窓に訊たずねたが、小さなガラスに浮かぶ朱色の影は激しく首を振っただけだ。

「面積が足りないだけじゃなく、相手が悪いって言ってますわ」

　言葉を出せない『死神』の説明を、菫すみれ子こが未嗣に伝えた。

『キューピッド』の本体は伊都美の身体からだに潜ひそんでいる。『死神』の能力でそれを倒そうというなら、伊都美の身体をまるごと鏡に映し、彼女ごと葬り去るしかない。胸の影だけを標的にはできないのだ。

「こンのぉっ！」

　圧力に耐えながら、杏あんず子こが歯を食いしばって階段を上る。

　椿つばき子こや菫かおる子こ、未み嗣つぐはもう立っているのがやっとだ。

　肉薄し、拳こぶしを振り上げる杏子。しかし、翻ひるがえった影の右の翼が床を走り、杏子の足から腿ももへ、身体へと這い上がる。

「なっ！」

　翼の影が形をほどき、無数の触手に変じる。網のように、生き物のように、杏子の身体を縛り上げる。

「このっ！　放はなせっての！」

　常人に数倍する力を持つ杏子が引きずられ、側面の壁に叩たたきつけられた。

　ずるずると引き上げられた杏子は、宗教画のイエスのように壁の高い位置に張り付けられて動けない。

　もがいても、動かせるのは束縛されていない手足の先と頭だけだ。

「これが、僕の力だよ。僕はこれからもっともっと強くなる。恋っていうのは、すごく強い気持ちだ。その気持ちを捧ささげられているんだからさ！」

「やっぱ、あたしはあんたを許さないよ、『キューピッド』！」



    

  
    
      



    

  
    
      　縛られたままで、杏あんず子こが断言する。

「人を好きになる気持ちって、そんな風に道具に使っていいもんかよ！」

　ぐぐっ！

　力を振り絞る杏子の腕が、触手を一本引きちぎった。

「無駄だよ。君がどんなに力自慢でも、何人もの恋の力を蓄たくわえた僕の敵じゃないよ」

　伊い都つ美みの顔で酷薄に笑いながら、『キューピッド』は左の翼も大きく広げた。

　新たな触手が床から広がり、杏子を更に縛り上げる。

　腕うで、脚あし、胴。そして、首。

「ぐっ！」

　うめき声があふれ出る。

「僕はたまたま翼と光こう輪りんを持った姿に生まれたから、みんなからキューピッドであることを期待されて『キューピッド』になった。それと同じで、人間と同じ姿をした幻象フエノメナってだいたい人間に似てるんだよね。首を絞めれば、死ぬ」

「く……っ！」

　もがく杏子の顔色が、徐々に白んでいく。

「はははははっ！　僕は、正しい！　僕は強い！　邪魔になる七不思議なんていらないさ。みんなに必要とされているのは僕だけなんだから！」

　勝ち誇って笑う伊都美の身体からだに、うずくまった影が迫る。

「わぁあああっ！」

　一気に階段を駆け上がった未み嗣つぐだ。

　両翼を杏子のために使い、注意も逸それた隙すきに飛びかかったのだ。

　どんっ！

　タックルが、半裸の細い身体を押し倒す。

　倒れた弾みに翼の力が緩み、自由になった杏子が床に転がる。

「杏子さん、手伝ってっ！」

「お、おうっ！」

　倒れた伊都美に馬乗りになったまま、未嗣は両腕を押さえつける。杏子も寄り添って手を重ねた。

　完全に憑ひよう依いしなくても、こうして触れあうだけで未嗣は幻象の力を強化できる。

「で、でもさ。こんな裸の女の子にのしかかるなんて、その……」

「わざわざ言わないでよ！　僕だって恥ずかしいんだから」

　未嗣の耳が真っ赤に染まる。

　賭かけではあった。

『キューピッド』が力をつけても、それは『キューピッド』としての能力の延長のはずだ。

　人の心に介入したり、翼から神秘的な力を放はなつことはできても、肉体そのもののパワーは特別人間離れしたものにはならないだろう。今までの会話や杏あんず子こに気を取られて油断していたのからすると、感覚も人並みだし精神的にはむしろ幼いくらいだ。

　それに壁や床から立体的に浮かび上がれないという弱点も『解剖』から聞いている。

　一瞬のチャンスを突いての攻撃だったので、未み嗣つぐの方でも上半身裸の女の子相手にこんな体勢になる予想まではできなかった。

　けれど、目を背そむけるわけにはいかない。

　油断できないからという理由だけではなかった。

「鮎あゆ崎ざきさん、聞こえてる!?」

　彼女から、彼女が自分に向ける気持ちから逃げない。

　そう決めたのだから。

「放せ！　放せってば!?」

　床に押さえつけられたままで、『キューピッド』が伊い都つ美みの身体からだでもがく。

　背中が床に接しているため、光源との位置関係もあって影を自在に動かすこともできないようだ。これも、未嗣の予想通り。

　憎ぞう悪おと屈くつ辱じよくで歪ゆがんだ表情は、あの内気な少女のものではない。

　それでも未嗣は呼びかける。

「鮎崎さん。僕は、君の気持ちに答えられない。君の気持ちから逃げていた。それは、いくら謝っても償つぐなえないことかも知れない」

　言ってしまった。

　この言葉が、伊都美を絶望させ、あるいは逆上させ、取り返しのつかないことを引き起こすかも知れない。

　それでも、この場を収めるための嘘うそで彼女をなだめるという選択肢は、もう捨てている。

　一瞬、暴れる頭の動きが止まる。

「けど、こんなやり方は駄目だ！　君の恋を、こんな奴に利用させちゃいけない。僕の友達が言ってた。本当に誰かを好きになったら『キューピッド』の力なんかに頼らないで、はっきりと自分で告白するってさ！」

『で、でも……』

　強こわばった表情。口唇くちびるの動きとは異ことなるか細い声が未嗣の耳に届く。

『約束してくれたんだもん。あたしの恋を絶対に叶かなえてくれるって……。だから、先輩が好きになってくれてるはずって思ったから、あたしも告白したのに……っ！　この力が通じてなかったなんて……』

「『キューピッド』はルールを守るんだろ。だから、君の恋を叶える代償に、君から大切なものを奪っていくはずだ！　奴は君の身体を、心を、君自身を狙ねらってるんだ！　そんなことして僕の心を曲げても、その僕は君が好きになってくれた僕なのか!?　その僕とつき合っているのは鮎あゆ崎ざき伊い都つ美み？　それとも『キューピッド』に何もかも差し出した抜ぬけ殻がら？」

『それでも、いいもんっ！』

　泣き崩れた顔は、『キューピッド』ではなく伊都美自身のもの。

「先輩が好きなのに……こんなに好きなのに……振り向いてもらえないなら、こんなあたしなんかいなくなってもいいんだもんっ！」

「そんなこと言っちゃ駄目だ！」

　幼児のように泣きじゃくる伊都美を、未み嗣つぐは抱きしめるように押さえつける。

「僕は、君とつき合うことはできないけど、君を助けたいんだ！『キューピッド』に支配されないで！　気持ちを強く持って！」

　微かすかに膨ふくらんだ胸に浮かんでいる影が、色を薄めていく。

「友達に、なれないかな……。前の時は、ただとまどってその場を取り繕つくろうために言ったことだけど、今は違う。僕はまだ女の子を好きになるとか、つきあうとかってどういうのかわからないから、きっと君を失望させちゃうかも知れない。だけど、外からの力で勝手に好きにされたりするんじゃなく、少しずつわかりあっていこうよ」

「賽さい隠おん寺じ先輩……」

　もう伊都美は暴れていない。ぐったりと床に横たわっている。

『おいっ！　ねえってば！　僕なら大丈夫だってば！　僕の力があれば、この人とだって相思相愛になれるんだよ？』

　薄い影の中で『キューピッド』が懇こん願がんする。

「お願いですわ。あなたも、焦らずにここに安住する方法を考えてくださらない？」

　いつの間にか踊り場から上がってきた菫すみれ子こが、倒れた伊都美の胸元に囁ささやきかける。

　椿つばき子こは杏あんず子この首筋に手を添え、ダメージを癒いやしている。

『……そんなこと言って、また僕を閉じこめるんだろ！　僕が……僕がみんなに必要とされてるからって！』

「ほらね。そいつはわかってないんだよ」

　不意に、硬質な少年の声が聞こえた。

　数メートル離れたところに、男女が立っている。

　一瞬『キューピッド』の力が弱まったせいで生徒の誰かが通りかかったのかと思ったが、違う。第一、まだ授業中だ。

「あなたたちは……」

　未嗣には見覚えがあった。学生服と見慣れぬセーラー服の、よく似た顔立ちのふたり。昨夜、北きた野の島じま中の近くで見かけたふたり組だ。

　確か、名前は雄ゆ鷹たかと優ゆ鶴づる。

「幻象フエノメナと交渉なんて無意味だ。いや、交渉できたところで、こんな奴らはこの世にいちゃいけないんだよね」

　片かた頬ほおだけで笑いながら、雄ゆ鷹たかが近づいてくる。

「何者ですか？　どうしてここに？　それに、幻象のことを知ってるんですか？」

　思わず立ち上がり、未み嗣つぐは訊たずねる。

「うわっ！」

　杏子が、いきなり放ほうり投げられる。

　未嗣の拘こう束そくが緩んだ隙すきに肩を上げ、床に映った影から翼を伸ばしたのだ。

　伊い都つ美みの身体からだを起こした『キューピッド』は、むき出しの胸を隠そうともせずにスカートを翻ひるがえし走って逃げだす。

「……タチの悪い幻象は、きっちり始末しないとな！」

　雄鷹がダッシュする。

　未嗣よりも遥はるかに素早い反応で『キューピッド』を追撃する。

「何を？」

　先行する雄鷹の背中に問いかける。

「言っただろ。始末するってな！　俺たちは不思議殺しなんだからさ！」

　未嗣を置き去りにして雄鷹は伊都美の肩をつかみ、身体を壁に押しつけた。更に、広げた右手を彼女の胸へと伸ばす。

『うわぁっ！』

「ああっ！」

『キューピッド』と伊都美、ふたつの悲鳴が重なる。

　脂あぶらの焦げる異臭を放はなつ白い煙が上がる。

　何者なんだ？

　追いついた未嗣は異覚アザー・センスを働かせる。

　雄鷹と優ゆ鶴づるのふたりからは、幻象特有の気配は伝わってこない。つまり、普通の人間ということだ。

　だが、普通の人間にこんな力があるはずはない。

　自分と同じ不思議使いなのか。

『キューピッド』が伊都美の中に隠れて気配を消したように、何かの方法で幻象の存在を隠いん蔽ぺいしているのだろうか。

「や、やめろっ！」

　追いかけようとする未嗣の前に、優鶴が立ちはだかった。

「雄鷹の、邪魔はさせないわ」

「どけよっ……うっ？」

　両手を広げる優ゆ鶴づるの肩に手をかけた杏あんず子こが、いきなり膝ひざをつく。

「な……何だ？　急に力が……」

　四つん這ばいになって、声を震わせる杏子。菫すみれ子こと椿つばき子こもうずくまり、自みずからの肩を抱いている。

「変、なの……。わたしも、気が……遠く……」

「わたくしたちの力が、通じない？　いえ、中和されているとでも言うの？」

　三人を襲った事態は気になるが、今はまず伊い都つ美みだ。

　幸い、と言っては何だが、未み嗣つぐの身体からだそのものは変調を来していない。

　優鶴が両腕を広げても廊下を完全に封鎖することはできず、未嗣は彼女の腕の脇をすり抜けて雄ゆ鷹たかに飛びついた。

「やめろよ！　苦しんでるじゃないか！」

　背後から羽は交がい締じめにする。

　伊都美の胸には、引きはがされた雄鷹の手の痕あとが焼きつけられ、くすぶるような臭においを放はなっていた。

「幻象フエノメナがこの女の身体から出ていかないなら、女ごと始末するしかないだろう！」

　言い放ち、雄鷹は未嗣を振りほどく。

「やめろってば！」



    

  
    
      



    

  
    
      　もう一度立ち上がり、雄ゆ鷹たかの腰にしがみつく。

「放はなせ！　君も、幻象フエノメナの味方をするのか？　この学校を弄もてあそぼうとしてる相手を？」

「それでも！」

　同じ学校の仲間である伊い都つ美みを傷つけさせるわけにはいかない。

　それに『解剖』とも約束した。できる限り『キューピッド』をも救ってみせると。

『解剖』――その名前と同時に、未み嗣つぐの脳裏に閃ひらめく記憶があった。

「ひょっとして、あなたですか？　北きた野の島じま中に行って幻象を消したっていうのは？」

　菫すみれ子この件を訊たずねるのを優先して忘れていた。『解剖』は、自分を以前に現れた別の誰かと誤認して襲ってきたのだ。

「ああ、そうさ。ついでに教えてやるよ。昨日の夜も、君たちの後に出向いてあの人体模型を始末した」

「どうして!?」

　自分に菫子の過去を話してくれた。同じ学校で生まれた仲間を守ろうとしていた。

　その彼を、この男は「殺した」というのか。

　腕に力を込め、未嗣は雄鷹の胴をよじ登る。襟えり元もとに手をかける。

「幻象は、あってはいけないものだからさ！」

「くっ！」

　蹴けり飛とばされ、未嗣が廊下に転がる。

　杏あんず子こたちはまだ優ゆ鶴づるのせいで動けない。

　もう一度立ち上がり、無ぶ様ざまに、ただやみくもに、雄鷹にしがみつく。

「鮎あゆ崎ざきさんから離れろ、『キューピッド』！」

「何だと？」

『キューピッド』と雄鷹――音色の異ことなるふたつのボーイソプラノが、同じ言葉で重なる。

「君のやってることも許せないけど……問答無用で殺すなんてもっと駄目だ！　お前のために鮎崎さんが傷つけられているんだぞ！」

「せん……ぱい……？」

「何かを得るために代償が必要って、それは一見正しいかも知れないけど、絶対のルールじゃない。何かを求めて、代償を差し出しても叶かなわないことだってあるんだ！　この世は理不尽で、筋の通らないことがいっぱいあって……恋とか気持ちとかって、いちばんそういうものじゃないか！」

　誰かを好きになっても、相手には恋人がいるかも知れない。他に好きな人がいるかも知れない。恋愛に興味がないかも知れない。

　愛されても、応えられないかも知れない。

「僕にこんなことをいう資格はないんだろうな。だけど、ひとつだけは言える。君が死んだり傷ついたりするようなやり方は、認めちゃいけないと思う！」

「……ありがとう、先輩」

　伊い都つ美みの目め尻じりに、涙が溢あふれる。

「お願い、『キューピッド』。もう……あたしから、離れて」

『伊都美っ！　僕は君の味方だよ！　僕なしで、君の気持ちが彼に届くと思うの？』

「もう、いいんだってば！　さよなら……それと、ありがとう……」

　バジッ！

　爆はぜる音と、硫黄いおうめいた臭におい。

　別れの言葉が合図だったのだろうか。

　伊都美の胸から、黒い光の矢が飛び出す。

「どうする？　あいつはデラシネになるぞ。あるいは、どこかで次の不思議使いを見つけて取り憑つくか。北きた野の島じま中に封じこめられていた時とは違って、たっぷり力を蓄たくわえてるからな。逃がしたら、君の責任だぜ」

　雄ゆ鷹たかが告げる。腕は、戦いの構かまえを解かない。

　あくまで未み嗣つぐを敵と見なしているのか。

「……逃がさないし、消させたりもしない！」

　雄鷹から離れ、未嗣は断言した。

　黒い光が、踊り場の壁に向かう。羽を広げた薄い影に飛びこむ。

「今だっ！」

　未嗣が叫ぶ声に、答えて動き出したものがあった。



『は、ははは……っ！　いいさ。この学校は諦あきらめるよ、ひとまずね』

　笑いながら、影が壁面を流れるように滑すべりおり、床に移る。

　外に逃れるべく、階段に張りついて這はい降りる。移動の速度は人間を遥はるかに超えている。野獣の疾しつ走そう、いや、自動車を思わせるスピードだ。

　肉体から解き放はなたれた、それは想おもいの速さか。

『僕を必要としてる子はいっぱいいるんだ！　どこの学校にも、どこの街にも！　みんなに求められている僕を止めることなんてできない！　僕は、必要とされてる！　感謝されてる！　正しい。正しいんだよ！』

　未嗣や菫すみれ子こを置き去りにして、叫ぶ。

　彼らではなく、自分自身に言い聞かせるために。

　伊都美に拒否された。彼女の心に深く食いこみ、染しみ通っていたのに。怯おびえて、縮こまって、震えていた恋にエネルギーを吹きこんで、叶かなえてあげると約束したのに。

『キューピッド』にとってはあり得ないことだった。

　全部、自分に願がん掛かけをする人間たちの責任だ。自分は求められるままに力を使っているだけ。

　だから悪くない。彼氏に心変わりされたからって恨むのはお門かど違ちがいだ。悔しかったら、もっと大切なものを差し出せばいいだけじゃないか。

　それなのに伊い都つ美みの願いを実現できなかった。さらに、自分の存在を否定された。

　これは何かの間違いだ。そうさ。相手の男が幻象フエノメナ使いだなんて、あり得ない事態だったからに決まっている。

　他の学校に移ってやり直せば、きっとまた僕は必要とされる。僕の正しさは証明される。

　あれ――？

　そこまで考えて『キューピッド』は奇妙なことに気づいた。

　自分はどれだけ逃げたのだろうか。

　このスピードなら、とっくに学校の外に出てもいいはずなのに、まだ階段が続いている。

　何度も何度も、数え切れないくらい踊り場を折り返したはずなのに、廊下にはたどり着かない。

　まさか、これは――。



「『無限階段』、ですのね」

　確認する菫すみれ子こに、未み嗣つぐは頷うなずいた。

　目の前の壁には、すでに天使の影はない。『キューピッド』がいるのは『無限階段』が作り出した曲がった空間の中だ。

「『キューピッド』を殺さないようにしようと思って。説得を聞き入れてくれなかったら、これしか僕には思いつかなかった」

　苦いものを含んだ口く調ちようで、未嗣は呟つぶやいた。

　伊都美から離れた『キューピッド』は、少なくとも一度、踊り場の影に戻るはずだ。

　そこでなら『無限階段』に捉とらえることができる。どこまでも続き、どこへも続かないループの中に閉じこめられれば『キューピッド』も他の生徒に力を及ぼせないだろう。

「死刑じゃなしに終身刑にしたようなものさ。これで良しとするのは偽善だろうね。だけど、完全にこの世から切り離されたわけじゃない。僕や、菫子さんたちならあいつに会いに行くこともできる。そうして、時間をかけて話し合っていけば……」

　未嗣の異覚アザー・センスは感じていた。

　目の前の空間を曲げて周囲から切り離している『無限階段』の力と、その奥底で出口を求めて走り回る『キューピッド』の気配を。

「こんなやり方しかできなくて、ごめん」

　聞こえていないだろうが、未嗣は『キューピッド』に謝罪した。

　ベストの方法だとは、自分でも思っていない。『キューピッド』と和解したのでも納得したのでもなく、ただ他人に影響を及ぼせないよう隔離しただけ。完全に抹消するよりはましというのは未み嗣つぐの方の気持ちの問題でしかない。

「でも、僕たちは――途中なんだ」

　完全ではない。最良ですらない。ただ、未熟なりに今できる中から選択し、実行するだけしかできない。

「感謝しますわ、賽さい隠おん寺じ未嗣くん」

　菫すみれ子こが一礼する。

「ははは……。見事な手並みだったよ」

　不意に、雄ゆ鷹たかがぱんぱんと両手を打ち鳴らした。

「バ、馬鹿にしてんのか、あんたらっ！」

「冗談じゃないさ」

　食ってかかる杏子に微笑で答え、雄鷹は拍手を続ける。

「俺たちの理想とは違うけれど、邪悪で迷惑な幻象フエノメナがひとつ人間社会から隔離された。万全とは言えないが、まあ満足できる結果だろうな」

「……君たちの話は、後でじっくり聞かせてもらう。今は――」

　未嗣は、倒れている伊い都つ美みを見やった。

「こっちも、大丈夫……。気は、失ってるけど……」

　彼女には椿つばき子こがついている。

　胸元には火傷やけどめいた痕あとが残っていたが、椿子が手をかざすと黒茶けた引きつれが真っ白で滑なめらかな肌へと再生していく。

「身体からだの、傷は、何とか、できるけど……気持ちは……」

　顔を伏せたまま、椿子は首を振った。

「わたくしなら……」

　菫子が一歩進み出る。

「わたくしには、相手の心の中に入りこむ力があります。それを使えば、彼女の中から辛つらい記憶を消すこともできますわ」

　それが、菫子の能力。

『呪のろいのフランス人形』として生まれた時に得たもの。

　相手の心に入りこみ、操作する。その力を応用すれば、人間の認識を改変することで幻象の力を弱めることも――いや、幻象自身の自我に干渉してダメージを与えることさえできる。

「いいよ」

　未嗣は首を振った。

　菫すみれ子こが自ら禁じた許し難がたい能力を、使わせるわけにはいかない。

　伊い都つ美みに――伊都美の気持ちを受け止め、向き合うのは彼女に好かれた自分が負うべき役目だ。

　たとえ、応こたえることではないにしても。

「まだるっこしいな」

　杏あんず子こと対たい峙じしていた雄ゆ鷹たかが、いきなり歩き出した。

「な……っ！」

　止める間もない。

　椿つばき子こをはね除のけ、伊都美の眉み間けんに指先を当てる。

　ストロボを焚たいたような閃せん光こうが迸ほとばしり、未み嗣つぐは思わず目を閉じた。

　緑の残像が瞬またたく目を開く。

　すでに、雄鷹は伊都美から離れていた。

「彼女に……何をしたんだ！」

「記憶をいじった。幻象フエノメナが存在するメカニズムを知っている人間の存在自体が、幻象の温おん床しようになるからな」

「それは……やっちゃいけないことだろ！」

　未嗣自身、全すべてを明らかにしているわけではない。必要とあれば嘘うそもつく。

　だけど、知らせないことと、知ってしまった人間の心を強引にねじ曲げ、削り取るのとは違う。絶対に違う。

「未嗣っ！　あたしも！」

　飛びかかろうとする未嗣に杏子が駆け寄る。

　ふたりの身体からだが重なり、染しみこみ、解け合う。

　杏子のエネルギーが、未嗣の身体に満ちあふれる。

　だが――。

　雄鷹が手を突き出し、開いた。

　風圧に似たプレッシャー。

　一瞬、足が止まる。

　圧力が消えると同時に、未嗣は前につんのめった。未嗣、だけが。

　杏子はその場に取り残され、座りこんでいる。

　振り上げた未嗣の拳こぶしは、あっさりと雄鷹に受け止められた。

「え……っ？」

　手首が捕まれているだけなのに、全身が動かない。

　杏子が自分の意志で憑ひよう依いを解除したのではない。雄鷹の放はなった「何か」によって融合が解かれ、杏子が無理矢理引き剥はがされたのだ。

　彼女の助力なしの未み嗣つぐひとりでは、特に得意なスポーツもない並の中学生の体力だ。

「俺としては、人間相手にことを荒立てたくないんだけどな」

　雄ゆ鷹たかの言葉と同時に、未嗣の視界が一八〇度反転した。

　気がつくと、背中が床に叩たたきつけられている。衝撃で身体からだが痺しびれる。

　柔道か、合気道。その手の技か。

「『血ち塗まみれ看護婦』を始末した君には、それなりに敬意を払っているんだぜ。幻象フエノメナの被害を減らすために動いてくれるなら、こっちだって先送りにしてやってもいいんだ」

「……何者なんだ、あんたたちは？」

　片手で上体だけを何とか起こす。背骨に針金を通したような痛みに、未嗣の眉まゆ根ねが歪ゆがむ。

「俺たちは、不思議殺し。人間社会を脅おびやかす、すべての幻象を憎む者だ」

「不思議……殺し？」

　不吉な名称を、未嗣は無意識に復唱していた。

「先送りってことは、いずれ杏あんず子こさんたちも、その手にかけるつもりなんだろ。すべての幻象を憎んでいるなら……」

　幻象を理解している人間を許さないというのなら、未嗣自身も標的だ。

「当然だろ。連中は人間じゃない。人間の敵だ」

「敵じゃない！　仲間だ。友達にだってなれる！」

　奥歯を食いしばり、立ち上がる。

「あなただって……その力は幻象なんだろ？　普通の人間に、そんな力があるはずはない！　何か理由があるのかも知れないけど、わけもなく憎むなんて間違ってる！」

「間違ってる？」

　いきなり、雄鷹の脚あしが動いた。

　爪つま先さきが、未嗣の腹にめり込む。

「ぐぶっ！」

　胃から熱いものが逆流し、未嗣の喉のど元もとを侵食した。

「わけもなくだと！　お前が何を知っている！　俺を……俺や優ゆ鶴づるを幻象なんかと一緒にするな！　俺たちは不思議殺しだ。幻象は、全部ぶっ殺すっ！」

　雄鷹の顔が歪む。

　整った表情が破れ、激情の溶岩があふれ出す。

　何度も、何度も、再び倒れた未嗣に靴が浴びせられる。

　杏子たちを束縛し、伊い都つ美みに宿った『キューピッド』を傷つけた奇妙な力とは違う。

　皮膚を貫き、筋肉を歪め、骨に響く衝撃。

　ただの人間から放はなたれる真まっ直すぐな暴力。

　止やまない雨のように続く、形を得た怒りと憎しみ。

「やめろっ！」

　杏あんず子こが飛びこみ、ふらつきながら未み嗣つぐを庇かばって覆い被かぶさる。

「雄ゆ鷹たか、やめて！　彼まで、死んじゃうわ！」

　優ゆ鶴づるの言葉に抑えられ、雄鷹の動きが止まった。肉体の運動ではなく興奮のせいだろう。呼吸が荒い。

「今日のところは引き下がりましょう。力を、使いすぎるのはよくないわ」

「……そうだね。優鶴がそう言うのなら……」

　乱れた前髪を手て櫛ぐしで整えると、雄鷹は学生服の上着を脱いだ。

「な……何だよ。まだ、やる気か？」

　立ち上がろうとして膝ひざをつく杏子を無視して、雄鷹は倒れている伊い都つ美みに近づき、半裸の彼女に上着を掛けた。

「え……っ？」

　予想外の行動に、未嗣の思考が止まる。

「幻象フエノメナは、人間とは違う。幻象にはこんな真ま似ねはできないだろ？　そいつらが着ている服も、そいつら自身も偽物なんだからな」

　言い捨てる雄鷹に優鶴が寄り添った。ふたりの周囲から、爆発にも似た突風が広がる。

「きゃっ！」

　椿つばき子こや菫すみれ子この髪が激しく躍る。

　眼球を直接なぶる激しい空気の刺激に、未嗣は目を閉じた。

　頬ほおに感じる風が収まり、目を開くとふたりの姿はすでにない。

「……何だったんだ……？」

　幻象ではない。おそらく人間だ。だが、ただの人間でもありえない。幻象の存在を知り、それを憎む者。

「大丈夫か？　未嗣？」

「うん……。蹴けられたところは痛むけど……杏子さんは？」

「あたしも平気だよ。あいつが近くにいると、力が抜けるっていうか手足が痺れるっていうか……。でも、今は治まった」

「そう……よかった。じゃあ、どいてくれると嬉うれしいんだけど……」

「え？」

　未嗣の指摘で、杏子はようやく自分が横たわる彼の上にまたがっていることに気づいたらしい。

　顔が、いきなり赤くなる。

「あ、ああっ！　ごめんっ！　えっと、その……別にそーいうつもりじゃなくて、何て言うかその……っ！」

　慌あわてて飛び退のく杏あんず子こに続いて、未み嗣つぐも立ち上がった。杏子に微笑ほほえみかけたかったが、不思議殺しのことが気になって強こわばった表情にしかならない。

「気にしてないよ。助けてくれたんだし」

　見ると、雄ゆ鷹たかの学生服をかけられて横たわっている伊い都つ美みを、菫すみれ子こが跪ひざまずいてのぞき込んでいた。

「……やはり、あの男が言った通り記憶をいじられていますわ。どこがどうかは、詳しく調べないとわかりませんけれど……」

　上げた顔、細く流れるような眉まゆの間に縦じわが刻きざまれている。

「いいよ。菫子さん、その力を使いたくないんでしょ」

「ですけど……」

　不安げな菫子に、未嗣はもう一度首を振った。

　伊都美の表情は安らかだ。まるで心地よい夢を見ながら眠っているようにも見える。

「必要なら、僕が話すよ」

『キューピッド』に関する記憶を失っていたとしても、彼女が自分を好きだったことは覚えているはずだ。利用されたとしても、その気持ちの始まりは普通の恋だったはず。だとしたら、決着は自分がつけなければならない。

　もし、彼女の記憶がそこまで削り取られていたら――。

「不思議殺し……」

　もう一度、呟つぶやく。

　僕は、君たちを許さない。

「あいつら、次に会ったら今度こそぶちのめしてやろうぜ。な、未嗣」

「無理ですわね。あのふたりの能力――秘密を知らない限り、わたくしたちは彼らの前では力を失ってしまうんですもの」

　左の平手を右拳こぶしで打ちつける杏子に、菫子の冷たい声が浴びせられる。

　その声も、ただ淡々と冷静なだけではなく、悔かい恨こんの響きがあるように未嗣には聞こえた。

「……でも、悪い、人じゃない……と、思う……」

「何言ってんだよ、椿つばき子こ！　あたしらを殺すとか消すとか言ってたんだぞ！」

　肩をいからせ、杏子が椿子に詰め寄った。

「だって、これ……」

「あ……」

　椿子が指さしたのは伊都美。正確には、横たわる彼女を包む雄鷹の制服だった。

「確かに、わたしたち、彼女に、着せてやる服も、ないもの。人間じゃ、ない。幻象フエノメナ、だから」

　寂しげに、椿子は胸元のスカーフの先を指に巻き取った。

　彼女たちの存在は、ある種の幻まぼろしだ。伊い都つ美みと同じに見えるセーラー服も、脱いで差し伸べることはできない。いや、彼女たちが常にまとっている制服が「脱げる」ものなのかも未み嗣つぐは知らないのだ。

　学生服の下にある伊都美の半裸を思い出してしまった。さらに、杏あんず子こたちが制服を脱ぐところまで想像してしまい、未嗣は慌あわてて頭を振る。

「どうした、未嗣」

「な、何でもないよっ！」

　何とか呼吸と表情を整え、

「確かに人間と幻象フエノメナは違うよ。男と、女も違う。ひとりひとりの人間だって違う。だから、助け合えるし、引かれあう……。僕はそう思うよ」

　雄ゆ鷹たかと優ゆ鶴づる。

　不思議殺しと名乗るふたりにどういう事情があるかは知らない。

　それでも、他人からの理解を拒こばみ、幻象すべての存在を否定するのを許容はできない。

　多分――いや、きっと自分が不思議使いである以上、あのふたりと再会することになる。

　それは予感でも予想でもなく、確信だった。



    

  
    
      


エピローグ





「……それ、あたしの……？」

　三日後の放課後。校舎裏の片隅で、未嗣が取り出した封筒を見た伊都美はまず目を丸くして、次に恥ずかしそうに俯うつむいた。

「えーと、ほら……告白されて……僕もその時は気が動転してて……。それでいずれ返事するってことで……」

　真顔と緊張した姿勢で、未嗣は慎重に言葉を選ぶ。

　あの後、菫すみれ子こはどこからか祉し河が原わら東ひがし中の制服を調達してきた。『旧体育館更衣室の謎なぞ』の力らしい。更衣室で品物が突然消えるという怪談を拠より所どころにしている幻象で七不思議の一員だが、未嗣もまだ知らないメンバーだ。

　伊都美自身の異覚アザー・センスが強い――幻象に反応しやすい体質なのが幸いしたのか。気絶したままの彼女に杏あんず子こが代わりの制服を着せるのに困難はなかった。

　これが鈴りんのように極端に鈍感な相手だったら、生身の未み嗣つぐが着せ替えまで担当しなければならないところだった。

　気絶して踊り場に倒れ、多少の打だ撲ぼく痕こんがある伊い都つ美みは階段から落ちて頭を打ったのだと判断された。前後の記憶が曖あい昧まいなのもそれが原因ということで、深く追及する者は誰もいなかった。

『血ち塗まみれ看護婦』の時のように小細工を弄ろうさなくても、人は事実の断片からもっとも納得できる結論を見いだす。まるでシュミラクラのように。

　思えば、この学校に来る前の未嗣も同じだった。

「あ、あの……っ。それで、返事聞かせてくれるんですよね？」

　期待と不安が入り交じった眼まな差ざしが、未嗣に向けられる。

「ごめん」

　深々と、頭を下げる。

「女の子を好きになるってどういうことだか、正直よくわからない。だから今、鮎あゆ崎ざきさんの気持ちを本当に理解しないままでつきあったりしたら、すごく半はん端ぱなことになると思うんだ。だから、彼氏にはなれない」

「そうですか……。ありがとうございます」

　目め尻じりを人差し指で擦こすりながら、それでも伊都美は笑顔で答えた。

「例の事件で、賽さい隠おん寺じ先輩のことすごくかっこいいと思って……それで憧あこがれたんです。あ、これ前に話しましたっけ？　自分でも頭ごちゃごちゃしちゃって」

「本当にごめん……」

「謝らなくてもいいですよ。その……ちょっと悲しいのはホントだけど、でも、あたし、自分が好きになった人が真面目まじめで、誠実で……そういう人でよかったって思ってるんですから」

　目尻から頬ほおへ。伊都美の指が顔を滑すべる。

「鮎崎さんが許してくれるなら、友達になってくれないかな？　僕、今までいろんなところ転校してきたけど、この学校ではたくさん友達を作ろうって……そう思ってるんだ」

「はい……」

　涙を拭ぬぐった伊都美の手が、胸元に置かれる。

　セーラーカラーの下、スカーフの結び目のあたりの位置で、白く華きや奢しやな手が所在なさげに動く。

　まるでそこにあるはずの何かを、手て探さぐりで探すかのように。

「あ、あの……あたしの方こそごめんなさい。こんな泣いてるところ、人に見られちゃ大変ですよね。いつか……またゆっくりお話ししてください。友達どうしとして」

　それだけ言うと、伊い都つ美みは小走りで去っていった。

「ふぅ……」

　緊張から解放されて、未み嗣つぐは大きくため息をついた。

「偉いね、未嗣くん」

「わっ！」

　不意に声をかけられ、思わず飛び上がる。

　振り返ると、両手でゴミ箱を持った鈴りんがいた。

「み、ミリンさん？　見てたの？」

　上うわ擦ずる未嗣の言葉に、鈴は目を細めて頷うなずいた。

「あのねー。ここだと人目につかないって思ったんだろうけどさ。それ、甘いよ。たまたまあたしだったからよかったけど」

　鈴の話によると、この裏庭は特別教室棟から中庭のゴミ集積所に向かう近道なので、放課後時々通る生徒がいるのだという。

「未嗣くん、まだまだ知らないこと多いからねー」

「う、うん。あの……」

「わかってるってば。誰にも言わないよ」

　小さな声で、鈴は微笑ほほえんだ。

「感謝します」

　パンと両手を叩たたいてそのまま拝おがみ、鈴が持っていた空のゴミ箱を手に取る。

「あ、ありがと」

　そのまま並んで、教室に向かって歩き出す。

「……あ、浜はま崎ざき先輩」

　グラウンドに目をやり、鈴が呟つぶやいた。

　未嗣が見ると、ちょうど高いバーを綺き麗れいなフォームで飛び越えた瞬間だった。

「なんかいきなり『キューピッド』騒ぎも収まっちゃったね」

　あの日、壁の染しみも消えた。

「雨水が染みて出てきたものなんだし、自然に乾いて消えただけじゃないかなぁ」

　ゴーストハンターとしてクラスメイトに意見を求められた未嗣は、そんな風に答えた。本当はまだ「普通ではたどり着けない踊り場」に影が残っていることは、誰も知らない。

　浜崎は、結局誰ともつき合わないことに決めたらしい。

　好かれるのは嬉うれしいけど、やっぱりつき合ってみたら恋愛って面倒くさいし、今は中学最後の大会に専念したい――そう言って奈な生お美みたちに詫わびたという話を、訊たずねもしないのに規のり子こが教えてくれた。

　最終的な誠意ある態度と、以前からの人柄のおかげもあって、浜崎先輩の評判はそれほど下がっていない。奈な生お美みも彼女の恋こい敵がたきも、ある意味で残酷だが公平な結末に、それなりに納得したそうだ。

　他にも『キューピッド』がらみでできた急増のカップルが次々に自然解消している。

「多分、みんな浮かれてたんだろうね。ちょっと落ち着いてみると、別に焦る必要なんかないって気づいて、冷静になったんじゃないかな」

「うん。城しろちんみたいなケースだってあるしね」

　鈴りんが見上げた二階の窓は、美術室の位置だ。下からは見えないが、あそこには城しろ山やまと三み島しま先輩がいるはずだ。

　ふたりは、今もつき合っている。

　多分、三島先輩の本気が強くて、普段は軽薄で横着そうな城山も彼女をちゃんと好きになったのだろう。

　きっかけは『キューピッド』が作ったものでも、想おもいが確かなら恋は冷めない。

「……学校ってさ。踊り場みたいだよね」

「え？」

　唐突に鈴が口にした奇妙な言葉に、未み嗣つぐは首を傾かしげる。

「子供の頃、わかんなかったんだ。階段の踊り場って何のためにあるのかってさ。ウチの階段にはないし」



    

  
    
      



    

  
    
      「うん」

　さまざまな人間が利用する学校や病院の階段は普通の家屋のものよりも広く、なだらかな勾こう配ばいにした方がいい。急だと事故が多くなる。だが、それだけ緩い階段をまっすぐに作ろうとすれば構造上無駄なスペースが多くなる。

　だから、踊り場で折り返す。

　安全のため。方向転換や休息のため。

「あたしたち、登っていく途中なんだよね。そこで急ぎすぎると転んだり、他人とぶつかったりしちゃう」

「そうだね……。僕たちは今、踊り場にいるんだ」

　未熟で、不完全で、途中だ。

　迷い、しくじり、やり直すことを繰り返す過程。

　だから、強引に結論を押しつけられたくない。過あやまちも、傷つくことも、傷つけることも、自らの手で選び取らないと意味がない。

　そのことを、いつか『踊り場のキューピッド』にも知って欲しい。

「途中なんだからさ。トム・ソーヤなのかポリアンナなのか、どっちかわかんないことだってあるし、まだどっちでもないってことだってあるんだよね」

「え？　トム・ソーヤって何の話？　前もそんなこと言ってたよね？」

「あははは。何でもないっ！　そーだ。今度の日曜、みんなで遊ぼうよ。のりちゃんとか奈な生お美みとか本ほん田だくんとか誘って。城しろちんは多分デートとかあるから無理としてもさ」

「いいかもね。何だか『キューピッド』騒動とか雨とか、すっきりしないことが続いたし、気分転換しようよ」

　照れたように笑い、鈴りんは視線を上に逸そらす。

　つられて未み嗣つぐも空を見上げた。

　屋上から見下ろす影がみっつ。

　遠くて表情まではわからないが、大きく手を振っているのはわかった。

　ひとつの事件は終わった。

　直接関かかわった者以外は事件があったことさえ知らない――否いな、当事者さえ忘却させられた事件が。

　だが、まだ終わっていないことがある

　多分、この平穏も休息も踊り場だ。

　これからまた続く上り階段の前の。

　決意の表情を鈴に見せないように、未嗣はもう一度屋上を見上げた。



（終）



    

  
    
      


あとがき





　皆さま、お待たせしました。『不思議使い』二巻をお届けします。

　未み嗣つぐくんはもとより、花子さんズやミリンさんが好意的に受け入れていただけたようで、作者としてはほっと胸をなで下ろしてます。

　ファミ通文庫でも『だめあね☆』という新シリーズが始まりました。本作とはまるっきり色合いの違うおバカ路線突っ走りのコメディですけど、こちらも併せてよろしくお願いしますね。



　一巻が出た時、ある友人からこんなありがたいお言葉を頂きました。

『幻象？　幻の象というとアレか。酒飲んで酔っぱらった時、机の上で小さな大名行列と一緒に踊っているピンクの奴だな』

　違います。

　いくら私でも、中学生を主人公にしてそんな小説は書きませんって。

　で、今回は「恋とおまじない」の話です。

　こう書くと何だかほのぼのとしてかわいい感じになりますが、そこはそれ、この物語は「学園怪奇アクションファンタジー」なので、実際は読んでの通りです。あるいは、読んでのお楽しみ。

　思い起こしてみると、おまじないなんてのはもちろん、恋なんていうのも中学高校の頃の自分には縁の薄いものでした。じゃあ、大学時代とか現在はあるのかというと……まあ、いいじゃないですか。そんなことはっ！

　人様に聞かせて面白い話とか自慢できることなんてありませんでしたよ、ええ。

　笙しようちゃんがポリアンナとトム・ソーヤの話をしましたが、多分現実にはもっと複雑でいろんなパターンがあるのでしょうね。どんなに努力しても努力しても報むくわれない『蟹かに工こう船せん』タイプとか、まるっきり誰にも縁のないまま孤独に耐える『ロビンソン・クルーソー』タイプとか。

　何だか自分で言ってて侘わびしくなってきたんで、この辺で。

（なお、現在も無縁なのに「昔は縁がなかった」と半はん端ぱに限定することで、他のところでは違うかのように誤導するのは詭き弁べんの基本テクニックですので覚えておきましょう。もちろん、ひっかけられないために……って、こういう通り一いつ遍ぺんの理屈を言ってる方が楽だわ、やっぱり。あとがきって苦手なんですよ）



　なお、「階段のキューピッド」のおまじないは昔読んだあるマンガからヒントを得たものであることをお断りしておきます。もちろん着想の助けにしただけで、話の内容などは全く異ことなってますが。

　元のマンガは短編でグロテスクな怪物で、その外見と女の子の願がん掛かけのギャップが魅力だったのですが、本作ではいろいろ考えてオーソドックスにあんな形になりました。



　話は変わりますが、この本は私にとってちょうど二〇冊めの区切りになります。

　同業者の中にはほぼ月刊ペースで出したり、一シリーズでふた桁けた達成したりする方もいるので、まあ実にささやかな区切りではありますが。

　昔は「著書を積み重ねて自分の身長を超えれば作家として一人前」なんて言ったそうですが、文庫中心の仕事をしているとなかなか難しい目標ですね。まだ膝ひざにも届きません。このペースで身長並にしようと思ったら……と考えると気が遠くなりそうです。

　まあ、個人的には手軽でかさばらず、多くの方に読んでいただける文庫というスタイルは好きですけどね。

　　

　最後になりましたが、今回もたくさんの方のおかげでこの本を世に送り出すことができました。

　担当の大おお喜き戸どさん。イラストのＵＲＡさん。印刷製本流通に関かかわる多くの方々のお力添えがあってこその葛西です。

　また、麻生あそう俊しゆん平ぺいさんには貴重なアドバイスをいろいろ頂ちよう戴だいしました。今月、新刊が一緒に店頭に並ぶことになりましたが、お互い頑張りましょう。

　そして、何よりも今、これを読んでいるあなたに最大の感謝を。三巻でまたお会いできることを願ってます。

「不思議殺し」コンビの秘密とか、花子さんズの中でもまだスポットライトの当たっていない椿つばき子こさんのエピソードとかも書きたいですしね。





二〇〇六年三月　　　　

葛西　伸哉　　
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